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第３回 表紙フェアリー 

今月の作者  たくぼん 

WFP 編集長を退任して１年が経ちました。毎

月 15 日～20 日はバタバタしていたあの頃が懐

かしくもあります。  

新編集長の仕事ぶりにも感心しきりで、私が

永年夢見てきたフェアリー用将棋盤は実現しフ

ェアリー全国大会も今夏開催されようとしてい

ます。ありがたいことです。  

今回の作品は表紙に相応しく初形と最終図が

左右対称形となります。最終図のステイルメイ

ト型は予想できると思いますのでそれを目指し

て解いてみてください。  

たくさんの解答・短評よろしくお願いします。 

 

【協力自玉ステイルメイト】 

双方協力して最短手数で攻方をステイルメイト

（王手は掛かっていないが合法手のない状態）に

する。 

 

【成禁】 

手順中に成る手があってはならない。王手や詰

み等の定義は通常通り。 

 

解答募集 

締切：2026 年 4 月 30 日(木) 

宛先：springs（右記のメールアドレス） 

 

作品募集 

本誌の表紙に掲載するフェアリー詰将棋を募

集しております。募集の詳細は以下の通りです： 

＜募集ルール＞ 

制限なし 

＜作者コメント＞ 

・出題時（必須）：作品のことに限らず近況など

お好きなことをお書きください。250字以下。 

・結果発表時（任意）：作品の狙いをお書きくだ

さい。 

＜投稿先＞ 

springs（右記のメールアドレス） 

＜スケジュール＞ 

解答締切は出題号の翌月末で、結果発表は出

題号の次々号です。 

使用駒数や難易の制限もありませんが、易し

い好形作を優先して採用します。 

また、採用の場合は何月号での掲載となるか

をお伝えすることにいたします。その後に作者

コメントをお送りいただければと思います。 

3 月 20 日現在の在庫：１作（５月号以降未定） 

 

目次 

出題  

・第３回表紙フェアリー springs 

・第 179 回 WFP 作品展(再掲) 神無七郎 

・第 180 回 WFP 作品展 神無七郎 

・推理将棋第 196 回 Pontamon 

・Fairy of the Forest #85 酒井博久 

・フェアリー版くるくる作品展 18 springs 

・伊藤匠二冠 王座奪取記念作品展 

再掲（解答期間延長） 
springs 

結果発表  

・第 178 回 WFP 作品展 神無七郎 

・推理将棋第 194 回 Pontamon 

・協力詰・協力自玉詰解付き #46 駒井めい 

・第 15 回詰四会フェアリー作品展  たくぼん 

・第 32 回フェアリー入門 springs 

・第１回表紙フェアリー springs 

読み物  

・今月の手筋（同方向バッテリー）  神無七郎 

・x4cc 再ダウンロードのお願い 神無太郎 

・第 15 回詰四会フェアリー作品展 

解答発表についての補足  
神無太郎 

・「詰将棋メーカー」好作選（１・２月） 占魚亭 

上記はリンクになっています。 

 

本誌の感想やご意見などございましたら下記

までお気軽にご連絡ください。 

springs：  

hit.and.miss.masayume@gmail.com  

本誌では作品の出題や結果発表だけでなく、

様々な読み物を募集しております。フェアリー

詰将棋に関するものに限らず日常のことでも研

究物でも４コマ漫画からイラスト、マイベスト

１０、自己紹介、何でも OK です。 

原稿送付の詳細は下記をご覧ください。 

https://tsume-springs.com/web-fairy-paradise/intro.php  

  

https://tsume-springs.com/web-fairy-paradise/intro.php


3 

第179回WFP作品展(再掲)及び  

第180回WFP作品展  担当：神無七郎  

 タイポグリセミア・ツイン 

筆者が本作品展の担当に就いてしばらく経っ

た第 36 回 WFP 作品展で個性的なツイン（組局）

が発表されました。通常、ツインは初形の小さ

な差異で手順の対照性を生み出すよう作られま

すが、WFP36-1 と WFP36-2 はそんな固定概念

を覆す「同形同手順」のツインだったのです。

作者は縫田光司氏。この２作のうち WFP36-1 を

紹介しましょう。  

 

WFP36-1：同形同手順のツイン  

 

46 銀  同桂  47 桂  まで  3 手  

 
 

「46 銀  同桂」の意味が「安南」では「47 桂

に対する同玉を防ぐため」であり、「対面」では

「47 桂に対して 46 に駒を打つ受けを防ぐため」

となっています。表面は全く同じで、違いは舞

台裏に隠れているという、実に渋い狙いです。  

この形式のツインは、この後発表されていま

せん。創作の難しさもさることながら、解答者・

鑑賞者に面白いと感じて貰える表現が難しいた

めでしょう。  

では、条件を少し緩めたらどうでしょう？  

例えば「同一手順」の代わりに「初形と最終

形が同一」としてみましょう。これなら、途中

の手順が変わっても良いので、表現の幅が広が

りそうです。試しに「キルケ」と「アンチキル

ケ」で作ってみました。  

 

 

a) 36 歩  同角  同と /22 角  まで  3 手  

b) 36 歩  同角 /22 角  36 と  まで  3 手  

 
 

初形と最終形が同じで、手順が微妙に違う組

局です。あまり面白いとは言えませんが、詰上

りに各ルールの違い（キルケだと「36 と」が「37

歩」として復活するので取れない、アンチキル

ケだと玉が 51 へ復活するので取れない）がある
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ので、ぎりぎり及第点というところでしょうか。 

この形式のツインを、最初と最後の文字が正

しければ、間の文字が入れ替わっていても言葉

が読める「タイポグリセミア現象」にちなんで、

「タイポグリセミア・ツイン」と呼ぶのはどう

でしょうか。長いので「タイポ・ツイン」と略す

とか、即物的に「起結同形局」と称しても良い

でしょう。  

上手な人なら、きっと面白い作品が作れると

思うので、我こそはという方はこの形式の組局

創作に挑戦してみてください。  

 

さて今回は第 179 回の再掲載分と、第 180 回

の新規出題分です。第 180 回の全体的な難易度

は、これまでの回に比べて低いと筆者は予想し

ています。ちょうど連休も挟まれることですし、

一問でも多くの解答が寄せられることを期待し

ます。  

 

〔第 179 回作品展各題への補足説明〕（再掲）  

第 179 回の出題は全 12 題。今回登場する作

者は ikuram78 氏、さんじろう氏、駒井めい氏、

たくぼん氏、金子清志氏、神無太郎氏、上田吉

一氏、占魚亭氏の８名です。出題数の関係で、

さんじろう氏とたくぼん氏の作品を１作ずつ次

回に回させていただきました。どうかご了承く

ださい。  

今回も様々なルールの作品が登場し、難易度

も作品ごとに大きく異なります。まずは易しそ

うな作品から解いていくと良いでしょう。  

179-1 は ikuram78 氏の Messigny 作品。達成

目標は「詰」ではなく「ステイルメイト」なので

注意してください。Messigny では「直前の局面

に戻る駒位置の交換は禁手」とか「連続の駒交

換を禁じる」という制約が課されることがあり

ますが、この Messigny にはその種の制約はあ

りません。駒交換でステイルメイトを逃れるこ

とができないような最終形を目指してください。 

179-2 は ikuram78 氏の Isardam 作品。双方の

玉が Wazir（臣）の性能であることと、中将棋の

「横行」という駒が使われているのが特徴です。

また本局には「ヘルプセルフ」という条件が付

けられています。通常の協力自玉詰なら、受方

は攻方玉を詰めるという目標達成に最後まで協

力するわけですが、「ヘルプセルフ」では最終手

だけは手のひらを返して、その目的達成を妨げ

るように応じます。受方が手のひらを返しても

大丈夫なよう、攻方玉を詰めざるを得ない形を

作ってください。本作品展で「ヘルプセルフ」

の直近の作例としては WFP140-8、WFP140-9

（いずれも作者は変寝夢氏）があるので参考に

してください。  

179-3 及び 179-4 は、さんじろう氏の Isardam

協力詰。５題セットの 3 作目と 4 作目です。前

回同様、攻守の金や銀に玉が挟まれている形で

すが、よく見ると金銀の駒の所属が前回の２作

とは逆になっています。これが手順や詰上りに

どう影響するでしょうか。  

179-5 は駒井めい氏の Messigny 作品。179-1

とは異なりこの Messigny では「直前の局面に

戻る駒位置の交換は禁手」という制約が課され

ています。協力系ルールではないので、紛れだ

けでなく変化も読んでください。  

179-6 及び 179-7 は、たくぼん氏の密室型協

力自玉詰作品。それぞれ「ミニ」「マキシ」とい

う受方の着手距離に関する制約条件が付いてい

ます。攻方玉の位置は同じで、密室の形やサイ

ズもほぼ同じ。一種の兄弟作品ということで、

揃っての出題となりました。少々手ごわいかも

しれませんが、根性で解き切りましょう。  

179-8 は金子清志氏の最悪自玉詰。もしこれ

が協力自玉詰だったら「35 香  同龍  まで  2 手」

が正解ですが、最悪自玉詰なので攻方はなるべ

く自玉が詰まないように王手しなければいけま

せん。手数が短く、狙いが明快なので、今まで

最悪自玉詰を解いたことがないという方も、ぜ

ひ挑戦してください。  

179-9 は前回に引き続き神無太郎氏の点鏡キ

ルケ打歩協力自玉詰・双裸玉です。今回も手数

が 18 手あり、手ごわいと思います。解図に際し

ては以下のヒントを活用してください。  

ヒント： 盤 上 に 発 生 す る 駒 は 飛 香 歩 の み 。  

179-10 及び 179-11 は上田吉一氏の協力自玉

詰。どちらも易しいと思いますが、179-11 の方

が難易度は上でしょう。まずは 179-10 を解いて

調子を上げましょう。なお「臣」の表記が 179-

2 で Wazir、179-11 で Vizir に分かれていますが、

これは投稿図に従ったもの。性能自体は同じ

(1,0)-leaper です。  

179-12 は占魚亭氏の Imitator 作品。達成目標

が攻方をステイルメイトにすることなので、持

駒の角は消え去ります。冒頭 2 手が解図の鍵で

す。  
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〔第 180 回作品展各題への補足説明〕  

第 180 回の出題は全 12 題（複数解を求める

作品があるので実質 13 題）。今回登場する作者

は、さんじろう氏、たくぼん氏、駒井めい氏、上

田吉一氏、神無太郎氏、せら氏、springs 氏、さ

つき氏の８名です。  

せら氏は第 155 回以来久々の登場となります。

springs 氏の「プルーフゲーム」は本作品展では

初登場。トリを務める、さつき氏の衝立詰は第

164 回以来ということで、いつもとは少し違う

味わいの WFP 作品展となっています。個々には

難しい作品もありますが、全体的な難易度は高

くないはずなので、多くの解答が寄せられるこ

とを期待しています。  

180-1 は、さんじろう氏の Isardam 協力詰５

題セットの最終作。これまでの４題で慣れた方

なら、うっかりミスだけ注意すれば解けると思

います。  

180-2 は、たくぼん氏の協力自玉詰。成禁条件

に加えて受方持駒制限もあるので、攻方玉を詰

めるのは容易ではありません。逆に言えば詰型

が限られるので、まずは最終 4 手を想定すると

良いでしょう。「68 零」は余詰防止の配置なの

で、あまり気にせず解いてください。  

180-3 は駒井めい氏の協力千日手。「非王手可」

という条件が付いているので、攻方は王手を掛

けても掛けなくても構いません。「千日手」は初

形局面に戻すルールですが、局面の同一性の判

定には「手番」の一致が含まれることを忘れて

はいけません。  

180-4～180-6 は上田吉一氏の協力自玉詰。攻

方玉から最も遠い位置にある駒に着目すれば解

図方針は立てやすいと思います。  

180-7 は神無太郎氏の点鏡キルケ打歩協力自

玉詰・双裸玉シリーズ作品。このシリーズでは

珍しいパターンかもしれません。手ごわいと思

ったら、以下のヒントを活用してください。  

ヒント： 攻 方 着 手 は 桂 の み 。 キ ル ケ に よ る 復 活 は １ 回 だ け 。  

180-8～180-10 は第 155 回以来の登場となる

せら氏の作品。180-8 と 180-9 は非標準駒数作

品です。合駒は考えなくて良いのですが、とり

あえず桂の枚数だけが非標準だと思ってくださ

い。180-10 はフェアリー駒として Knight（騎）

と Nightrider（夜）が１枚ずつ使われています。

これ以外は標準駒数です。この作品では、普通

詰将棋と同様、「無駄合概念あり」「同手数駒余

り変化は劣位変化として扱う」という規定が適

用されます。  

180-11 は springs 氏のプルーフゲーム。本作

品展では初登場のルールですね。実戦初形から

出題図に至る手順を求めよというものです。指

定された手数は 17 手。これより長くても短くて

もいけません。解は 2 つあるので、なるべく両

方を求めてください。2 つの解は途中まで同手

順なので、「複数解作品は初手から違うはず」と

いう先入観は捨ててください。  

180-12 は、さつき氏の衝立詰。WFP164-12 以

来の衝立詰の登場となります。衝立将棋特有の

棋譜の書き方が苦手という方は、審判視点（双

方の着手が見えている）の棋譜で解答しても構

いません。  

 

解答要項  

第 179 回分解答締切：2026 年 4 月 15 日（水）  

第 180 回分解答締切：2026 年 5 月 15 日（金）  

宛先：k7ro.ts@gmail.com（メールの件名に

「解答」の語句を入れてください。）  

解 答 メ ー ル が 届 か な い 場 合 は 掲 示 板

（http://k7ro.sakura.ne.jp/wait.html）やブログ

（http://k7ro.sblo.jp/）でお知らせください。  

 

作品投稿について  

作品投稿は随時受け付けます。原則として毎

月 15 日の投稿まで当月号に掲載しますが、投

稿作が一回の出題数（12 題）を越えた場合、

出題時期を調整させていただきます。  

宛先は解答と同じ k7ro.ts@gmail.com へ。  

メールの件名に「作品投稿」の語句を入れて

ください。添付ファイルも可。機械検討済み

なら出力結果のファイル添付を推奨します。  

 

ルール説明  

※WFP のページにまとめ資料があるので、それ

も参考にしてください。  

【Messigny】  

盤上に置かれている双方の同種の駒は一手で

その位置を交換することができる。  

（補足）  

1) 成駒と生駒は別種とみなす  

2) 玉も交換できる  

3) 行き所のない駒や二歩が発生するような交換

は禁手。  

4) 交換時に駒を裏返すことはできない。  

5) 特に注釈がない場合、直前または既出の局面

に戻る交換を禁止しない。  

→初出：「Messigny ばか詰入門」（WFP1 号）  
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【協力】  

先後協力して最短手数で目的を達成する。  

（補足）  

・目的が受方玉を詰める場合は「協力詰」（通

称「ばか詰」）と表記される。目的が変わる

場合は「詰」の部分が、その目的に応じて変

わる。  

【自玉 (詰 )】  

攻方を詰（または達成すべき状態）にする。  

（補足）  

・「自玉詰」は「自殺詰」とも呼ばれる。  

詰パラではこの呼称で表される。  

・「目的」が「詰」以外の場合は、その目的に

置き換える。  

例：達成すべき目的が「攻方をステイルメ

イトにすること」なら「自玉ステイルメ

イト」。  

・「協力」が付くと双方協力して自玉を詰める

ことになる。  

・単玉で自玉がなくても、攻方を「目的」の状

態にできるなら「自玉」と呼ぶ。  

【ステイルメイト】  

王手は掛かっていないが合法手のない状態に

する。  

（補足）  

・「協力自玉ステイルメイト」の形で出題され

る場合が多い。  

・単玉の自玉ステイルメイトの場合は、単に

合法手のない状態。  

・受方がステイルメイトの対象の場合、最終

手（ステイルメイトを達成できるとき）の

み攻方は王手をしなくて良い。  

【 Isardam】  

同種の敵駒の利きに入る手を禁止する。  

玉を取ると同種の敵駒の利きに入る場合は王

手とみなさない。（タイプＡ）  

（補足）  

・玉を取るとき敵駒の利きに入るかどうかを

問わない場合は、「タイプＢ」。  

・成駒と生駒は別種の駒として区別する  

→参考：「1 手詰から始めるフェアリー超入門

Isardam 編 1」

（https://note.com/tsume_springs/n/na1c355

dfc422）  

【詰】  

王手が掛かっていて合法的な応手がない状態。

またはそれを達成目的とするルール。  

（補足）  

・特に指定がない場合は詰める対象は受方玉。 

攻方玉を詰める場合は自玉詰とする。  

・「詰将棋」短縮形としての「詰」との混同に

注意（その場合は「ルール名＋詰」となる）  

【ヘルプセルフ】  

最終手はどんな着手をされても目的を達成で

きなければならない。  

→初出：第 60 回 WFP 作品展（WFP68 号）  

【駒詰】  

玉が指定駒の性能になる。あるいは指定駒が

玉属性を持つ。  

（補足）  

・玉が指定駒の性能になる場合、玉の性能が

変わるだけなので、指定がない限り、使用

できる駒種・駒数は通常通り。指定駒が玉

属性を持つ場合は、駒種・駒数が標準と異

なることがあるので、必要に応じ使用駒を

明示する。  

・指定駒が成れる駒の場合、玉も成れる。  

・指定駒が古将棋の駒の場合、成れるかどう

かは問題の設定による  

・ルール名は玉がどの駒になるか分かるよう

「駒名＋王」で表わす。例えば玉が龍の性

能の場合は「龍王詰」。  

【Wazir, Vizir】（臣）  

(1,0)-leaper。縦横１マスに利く駒。  

（○が臣の利き）  

【横行】（横）  

中将棋の横行。横に何マスでも動け、縦に 1

マス動ける。飛び越えては行けない。  

  （○の地点及び左右へ横

行が動ける。）  

【詰将棋】  

攻方は受方がどのように応じても詰むように

攻め、受方はなるべく詰まないように応じる。

（いわゆる普通の詰将棋）  

（補足）  

・本作品展では普通の詰将棋は「詰将棋」と

表記して出題する。複合ルールの場合は組
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み合わせるルール名の後に「詰」を付けて

表す。  

・詰める対象が攻方玉の場合「自玉詰」と表

記する  

・本作品展で「詰将棋」として出題する場合、

「攻方任意・受方最長」以外に考慮すべき

要素があれば、それを明示して出題する。

無駄合概念の適用有無、同手数駒余り変化

を劣位変化扱いする規則、慣習的に「キズ」

扱いされる余詰についても明記する。  

・「攻方任意・受方最長」なので、長手数の余

詰があれば不完全作となる  

・攻方最短を要求するときは「最善詰」とす

る  

【マキシ】  

受方は最長距離の着手を選ぶ。  

（補足）  

・攻方は任意の着手が可能（ただし王手義務

はある）  

・距離は将棋盤を９×９の正方格子とみなし  

通常の平面幾何的な距離で計算する。  

・持駒を打つ手は距離 1 と定義する。  

・縦シリンダー盤等でも通常の距離で測る。  

例えばナイトライダーが 21 から 18 へ跳ん

だ場合、距離は桂馬跳びの距離（√5）では

なく、21 と 18 の距離（√50）と計算する。 

【ミニ】  

受方は最小距離の着手を選ぶ。  

（補足）  

・マキシの「最長」を「最短」に読み替えたも

の。細則はマキシと同様  

【最悪】  

攻方はなるべく目的の達成を妨げるように王

手し、受方はなるべく早く目的を達成するよ

うに応じる。  

（補足）  

・「目的達成を目指す側」と「目的達成を防ぐ

側」が通常とは逆になっている。このため

用語も逆になっており、「紛れ」を受方に、

「変化」を攻方に使う。  

【点鏡】  

55 に関して点対称な位置にある 2 つの駒は、

敵味方関係なく互いにその性能が入れ替わる。 

（補足）  

・行き所のない駒の禁則は適用されない  

・変則盤の場合は「55」を「盤の中央」に置き

替える。（「盤の中央」は明確に定義される必

要がある）  

→初出：第 108 回 WFP 作品展（WFP127 号）  

参考：「1 手詰から始めるフェアリー超入門  

点 鏡 編 1 」

（ https://note.com/tsume_springs/n/naab666

9c82f3）  

【キルケ】  

駒が取られると最も近い将棋での指し始め位

置に戻される。戻せないときは持駒になる。  

（補足）  

戻り方等は以下の細則に従う  

1) 成駒は生駒になって戻る。  

2) 戻り位置が埋まっていたり、二歩になったり

する場合は戻れない。  

3) 駒取り時、駒が戻るまでを一手と見なす。  

4) 金銀桂香（成駒も含む）が５筋で取られ、複

数の戻り先候補がある場合、戻る位置を選択

できる。  

→参考：「1 手詰から始めるフェアリー超入門  

キルケ編 1」

（https://note.com/tsume_springs/n/n915f98

6a5756）  

【打歩】  

打歩詰以外の詰手を失敗とする。（単純打歩）。 

【塔、Pyramid】（◆）  

不透過・不可侵の領域を表す。  

跳び越すことは可能。  

ホッパー系の駒のジャンプ台になる。  

 

例えば左図で、  

11Ｇや 31Ｇは可。  

22 角や 11 角は不可。  

11 桂成や 31 桂成は可（詰）。 

 

【Grasshopper】（Ｇ）  

フェアリーチェスの駒。クィーンの線上で、

ある駒を１つ飛び越したその直後の地点に着

地する。そこに敵の駒があれば取れる。  

（○がＧの利き）  

（補足）  

4 3 2 1

一

二

三

四

玉

◆ ◆ ◆

角 桂 Ｇ

持駒 なし
Ｇ: Grasshopper
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・飛び越える駒は敵味方どちらでもよい。  

・パオと違って飛び越さないと動けない。  

動ける場所も飛び越えた駒の隣だけ。  

・成ることはできない。  

・２つ以上の駒は飛び越せない。  

【Nightrider】（夜）  

フェアリーチェスの Nightrider。  

ナイトの利きの方向に連続飛びができる。  

 

（○がナイトライダ

ーの利き。■に駒

があるとそこから

先には利かない。）  

【不滅駒】  

取られることのない駒。  

この性質を「不滅性」と呼び、不滅性を与え

られた駒を「不滅」＋「駒名」で呼称する。  

（補足）  

特に注釈がない場合、以下の細則を適用する。  

1) 成っても不滅性を失わない  

2) 初形では不滅駒を持駒にできる  

【取捨駒】  

取っても持駒にならずに消える駒。  

（補足）  

取捨て属性が付与された駒を取捨駒と呼び、

駒名を指定するときは「取捨」＋「駒名」で表

記する。また、特に注釈がない場合、以下の

細則を適用する。  

1) 成っても取捨性を失わない  

2) 初形では取捨駒を持駒にできる  

→初出：第 149 回 WFP 作品展（WFP176 号）  

【 Imitator】（■またはＩ）  

着手をしたとき、その着手と同じベクトルだ

け動く駒。この Imitator が駒を飛び越えたり、

駒のある地点に着手したり、盤の外に出たり

するような着手は禁止。これは王手の判定に

も適用される。  

（補足）  

・駒を打ったときは動かない  

・ Imitator は元の駒と同時に動く  

・Imitator は攻方・受方のどちらにも所属しない  

・利きの概念を持たず、性能変化ルールでも性

能変化の対象にもならない  

・ Imitator がホッパー系の駒を模倣するときは

跳躍も模倣できなければならない  

・Imitator は元の駒が動く経路も模倣する。経路

の途中が埋まっていたり、盤外になる場合は

元の駒もその経路を使えない  

→参照：WFP75 号「 Imitator の紹介」  

【成禁】  

手順中に成る手があってはならない。  

（補足）  

・あくまで手順中に「成」が出ないだけ。  

「詰」や「王手」の概念は通常通り。  

【Zero】（零）  

(0,0)-leaper。現在位置に移動する。  

行き所のない駒にはならない。  

【非連続王手】または【非王手可】  

攻方に王手の義務がない。  

（王手をしても良い）  

【千日手】  

初形局面に戻すことを目的とする。  

（補足）  

・達成する目的が初形局面に戻すことなので、

初形で攻方に持駒があれば、「詰上り手余り

不可」の条件の適用対象外  

・「協力千日手」の形で出題される場合が多い

が、理論上は他の戦略にも適用できる。  

・戻すべき初形局面は左右の対称性を考慮し

ない。初形と左右対称の局面になっても、

その時点ではまだ千日手は不成立。  

・「千日手」で達成すべき目標は「同一局面４

回」ではない。あくまで初形に戻すことが

目的。初形と関係なく千日手にするのが目

的でもない。  

【Dabbaba】（戦）  

(2,0)-leaper。縦横２マス跳んだ位置に利く駒。 

（○が戦の利き）  

【Zebra】（縞）  

フェアリーチェスの Zebra。 (2,3)-leaper。  

３対２の方向に跳ぶ八方桂。  

（○が縞の利き）  
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【Knight】（騎）  

チェスの Knight。八方桂。  

（○が騎の利き）  

【プルーフゲーム】  

実戦初形から与えられた局面に指定手数で到

達する手順を求める。  

（補足）  

・特に指定がない限り、求める手順は指定手数

ちょうどでなくてはならない（最短手数では

ない）  

【衝立詰】  

初期配置の情報は与えられるが、受方の着手

は衝立将棋において与えられる情報しかわか

らない。  

攻方に許されるのはその情報から考えられる

全ての局面に対して王手、または不成立とな

るような着手のみ。攻方が不成立となる着手

を指した場合は、指し直しができる。  

（補足）  

指し直しの回数上限は出題時に与えられる。

（指定がない場合は上限なし。）  

作品が完全作となるのは、ルール（受方最長）

に従って得られた手順が、次の条件を満たす

ときである  

・不必要な指し直しを除いて、攻方の手が一

意に決まる  

・受方の手に関して攻方に与えられる情報が

一意に決まる  

〔与えられる情報〕  

1a.相手の駒を取った（取った駒が渡される） 

1b.自分の駒が取られた（盤上から取られた駒

がなくなる）  

2a.王手をかけた  

2b.王手をかけられた  

3a.指し手が不成立  

4a.詰めた  

4b.詰められた  

〔不成立となる着手〕  

(1) 王手が掛かっているが解消できない手。  

(2) 自分の王を王手にさらす手。  

(3) 相手の駒のある場所に駒を動かす手。  

(4) 相手の駒を飛び越える手。  

(5) 打歩詰。  

 

〔棋譜表記用の記号〕  

表記  意味  

（－）  無反応  

（XY）  XY の位置の駒が取られた※１  

× 着手不成立  

＋  王手※２  

;駒  指手によって「駒」を入手した  

＋＋  詰み  

※1 XY の XY が直前の着手と同じ場合は（同）

という表記を使うこともある。  

※2 衝立将棋では王手に  + の記号を付けるが、

衝立詰では攻方王手義務があるので、攻方

の  + は省略する。詰を意味する  ++ も通常

は省略。逆王手の  + は省略しない。  
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<第 179 回>解答締切:2026 年 4 月 15 日(水) 

■  179-1 ikuram78 氏作  

 

■  179-2 ikuram78 氏作  

 

■  179-3 さんじろう氏作  

 

■  179-4 さんじろう氏作  

 

■  179-5 駒井めい氏作  

 

■  179-6 たくぼん氏作  

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Messigny協力自玉ステイルメイト 6 手

王

玉

持駒 角

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Isardam協力自玉詰（ ヘルプセルフ） 8 手

香

臣

臣

銀

馬

馬
飛

香

攻方持駒 横
受方持駒 残り全部＋横3
※臣:Wazir王

横:成らない横行（中将棋）

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Isardam協力詰 7手

金

玉

金

持駒 金銀

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Isardam協力詰 7手

銀

玉

銀

持駒 金2

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Messigny詰 7手

馬

歩

金

龍

玉

王

歩

と

龍

馬

持駒 金銀
※直前の局面に戻る駒位置の交換は禁手

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

ミニ協力自玉詰 100手

銀

歩

銀 銀 銀

飛 金 香 桂 歩 桂 金

角 香

玉

桂

金 香 桂

金 香 王 角

持駒 歩4
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■  179-7 たくぼん氏作  

 

■  179-8 金子清志氏作  

 

■  179-9 神無太郎氏作  

 

■  179-10 上田吉一氏作  
 

■  179-11 上田吉一氏作  
 

■  179-12 占魚亭氏作  
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

マキシ協力自玉詰 92手

歩

銀 銀 銀 銀

歩 歩

龍

角 金 桂 桂 桂 桂 香

金 香 歩

金 香

金 香

玉

王

持駒 角歩7

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

最悪自玉詰 10手

歩

香

龍 玉

角

金

桂

王
銀

持駒 香

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

点鏡キルケ打歩協力自玉詰 18手

玉

王

持駒 香

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力自玉詰 106手

龍 歩 香 香 香 香 玉

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

王

歩

桂

攻方持駒 なし
受方持駒 なし
※◆:Pyramid

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力自玉詰 74手

金

馬

◆ ◆

玉

◆ 夜

王
臣

◆ ◆

Ｇ

攻方持駒 なし
受方持駒 なし
※Ｇ:Grasshopper

夜:不滅Nightrider
臣:不滅Vizir、馬:不滅馬
金:取捨金、◆: Pyramid

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力自玉ステイルメイト 6 手

■

玉

王

持駒 角
※■:Imitator
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<第 180 回>解答締切:2026 年 5 月 15 日(金) 

■  180-1 さんじろう氏作  

 

■  180-2 たくぼん氏作  

 

■  180-3 駒井めい氏作  

 

■  180-4 上田吉一氏作  
 

■  180-5 上田吉一氏作  
 

■  180-6 上田吉一氏作  
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Isardam協力詰 7手

銀

玉

銀

持駒 金2

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

成禁協力自玉詰 110手

と 歩 香 と

歩

と 香 歩

香
玉

歩

角 零 香

と

王 桂 飛 飛

攻方持駒 なし
受方持駒 なし
※零:Zero

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

非王手可協力千日手 8手

桂

銀 玉

歩

持駒 なし

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力自玉詰 88手

玉

◆

飛

角 戦

香 王

◆ ◆

と 歩

攻方持駒 香3歩15
受方持駒 なし
※飛:取捨飛, 戦:Dabbaba, ◆:Pyramid

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

成禁協力自玉詰 92手

◆ と

歩

夜

飛

玉

王 ◆

金

歩

◆ 飛

歩

桂

馬

攻方持駒 なし
受方持駒 なし
※夜:取捨Nightrider, ◆:Pyramid

馬:取捨馬, 金:取捨金

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力自玉詰 116手

飛

香 と

歩

玉

◆

と

と

王 縞

攻方持駒 桂香2
受方持駒 なし
※縞:Zebra, ◆:Pyramid
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■  180-7 神無太郎氏作  

 

■  180-8 せら氏作  

 

■  180-9 せら氏作  

 

■  180-10 せら氏作  

 

■  180-11 springs 氏作  

 

■  180-12 さつき氏作  

 

以上  

  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

点鏡キルケ打歩協力自玉詰 18手

玉

王

持駒 桂

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力詰 11手

桂

玉

持駒 桂5

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力詰 11手

歩 歩

玉

歩

馬

持駒 桂6

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

詰将棋 5手

龍

香 銀

馬

歩

歩

と

桂

王

歩 玉 歩

桂

龍 と

持駒 夜騎
※騎:Knight, 夜:Nightrider

無駄合概念及 び同手数駒余 りの規定適用

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

プルーフゲーム 17 手(2解)

香 桂 銀 金 金 銀 桂 香

玉 角

歩 歩 歩 歩 歩 歩

歩

歩 馬 王

歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

飛

香 桂 銀 金 金 銀 桂 香

持駒 歩2

持駒 飛歩

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

衝立詰 9手

銀

桂

金

歩

角

玉

香 王

持駒 金銀歩
※指し直し上限なし
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「第 64 回神無一族の氾濫」投稿作品募集  

「第 64 回神無一族の氾濫」への参加を募りま

す。今回のお題は「左右非対称」です。  

将棋の駒は利きが左右対称で、詰将棋でも左

右対称形からの左右対称解が同一視されます。

しかし古将棋には左右非対称の駒がありますし、

将棋の初期配置も左右非対称です。そこで今回

は左右非対称な駒やルールを使った作品を募集

します。第 50 回で「対称性」をお題とした作品

を募集したことがありますが、このとき「左右

非対称」を狙いとした作品は一局だけでした。

そこで今回は「左右非対称」に絞った募集を行

いたいと思います。  

 

以下に具体的な例を挙げます。  

 

〔例１〕将棋の初期配置が関わるルール  

 

23 飛  42 玉  43 歩  31 玉  21 飛成  まで  5 手  

 

キルケは取られた駒が実戦初形の位置に復活

するルールなので、初形が左右対称形でも手順

は左右対称とは限りません。上図で左右を入れ

替えた手順を行うと、最終手に対し「同玉 /28 飛」

の受けが生じます。  

 

〔例２〕左右非対称な性能変化  

 

19 金  27 玉  39 桂 38 玉  29 金  37 玉   

49 桂 48 玉  39 金  47 玉  59 桂 58 玉   

49 金  57 玉  69 桂 68 玉  59 金  67 玉   

79 桂  78 玉  69 金  77 玉  89 桂  88 玉   

78 金  99 玉  79 金  まで  27 手  

 

安東は「右側にある味方の駒の利きになる」

ルール。左右対称な安東西（横にある味方の駒

の利きになるルール）にすると 9 手の早詰です。 

 

〔例３〕左右非対称の利きを持つ駒  

 

18 銀  28 享  19 角  まで  3 手  

 

上は禽将棋の左鶉（前と右斜め後ろに何マス

でも動け、左斜め後ろに 1 マス動ける駒）を詰

める協力詰です。右斜め後ろへの逃亡を防ぐた

め、右からの角打で仕留めます。「38 銀  28 享  

39 角」では詰まないことを確認してください。 

 

このように、今回は「左右非対称」なルール

や駒を使った作品を募集します。  

また１題通常の協力詰（ばか詰）を募集しま

す。こちらはお題とは無関係ですが、「左右非対

称」と対比させる意味で「左右準対称」の作品

があれば、それを優先したいと思います。  

 

作品要件  左右非対称ルールの作品  

募集締切  2026 年 4 月 19 日（日）  

募集作品数  ４＋１（協力詰枠）  

送り先  神無七郎（k7ro.ts@gmail.com） 

上記宛先へ E-mail でお送りください。 

備考  １人何作でも投稿可。  

メールの件名に「作品投稿」の語を

入れてください。採否は 4 月 26 日

までにお知らせします。 

 

  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

神無太郎

キルケ協力詰 5手

玉

持駒 飛歩
(KAMINA PUBLICATIONS,2012年11月7日,
ばか詰裸王絨毯爆撃作戦三度)

3 2 1

七

八

九

成禁安東協力詰 27手

玉

桂

持駒 金

3 2 1

五

六

七

八

九

協力詰 3手

享

持駒 角銀
※享:左鶉王（禽将棋）
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第178回WFP作品展結果  担当：神無七郎 

第 178 回 WFP 作品展の結果を報告します。

第 178 回の出題は全 12 題。解答者数 10 名。全

題正解者なし。解答の内訳は以下の通りです。  

〔第 178 回 WFP 作品展成績〕（敬称略）  

○ :正解  － :無解  ×:誤解  

解答者名  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計 

たくぼん  ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 

荻原和彦  － － ○ － ○ － ○ ○ － － ○ ○ 6 

springs ○ － ○ － ○ － ○ ○ － ○ × － 6 

さつき  ○ － ○ － ○ － － ○ － － × － 4 

ikuram78 ○ ○ ○ － ○ － － － － － × － 4 

るかなん  － － ○ － ○ － － － － － ○ ○ 4 

小林敏樹  － － － － － － － － － ○ ○ － 2 

駒井めい  － － ○ － ○ － － － － － － － 2 

一乗谷酔象  － － － － － － － － － － ○ － 1 

変寝夢  － － － － － － － － － － ○ － 1 

今回は解答者数が二桁に乗りました。解答者

数が増えたのは喜ばしいことですが、178-4 が

正解者ゼロ、178-9 も作者以外の正解者がなく、

実質正解者ゼロとなりました。178-11 で３通の

誤解が出たのも想定外で、なかなか厳しい成績

となりました。解答期間が２月に重なり、若干

短かったのと、他の企画と解答締切が重なった

影響があったのかもしれません。  

そんな中、たくぼん氏が 178-2 及び 178-6 に

正解してくれたおかげで、この２作は（実質）

解答者ゼロという事態を回避できました。８年

連続解答王の面目躍如ですね。  

■  178-1 ikuram78 氏作（正解４名）  

 

【ルール】  

・ Isardam 

同種の敵駒の利きに入る手を禁止する。  

玉を取ると同種の敵駒の利きに入る場合は

王手とみなさない。（タイプＡ）  

（補足）  

・玉を取るとき敵駒の利きに入るかどうかを

問わない場合は、「タイプＢ」。  

・成駒と生駒は別種の駒として区別する  

・協力  

先後協力して最短手数で目的を達成する。  

（補足）  

・目的が受方玉を詰める場合は「協力詰」（通

称「ばか詰」）と表記される。目的が変わる

場合は「詰」の部分が、その目的に応じて

変わる。  

・詰  

王手が掛かっており合法的な応手がない状

態。またはそれを達成目標とするルール。  

（補足）  

・特に指定がない場合は詰める対象は受方玉。 

攻方玉を詰める場合は自玉詰とする。  

・「詰将棋」短縮形としての「詰」との混同に

注意（その場合は「ルール名＋詰」となる）  

【解答】  

28 桂  44 桂  64 馬  56 桂  46 馬  まで  5 手  

 

【作者のコメント】  

受け駒の無効化をシンプルに表現しました。 

初形で匂いそうなのが難点ですが、詰め上が

りも Isardam 特有の形でまとまったのでまずま

ずかと思います。  

【解説】  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Isardam協力詰 5手

香 香 香

と

飛 馬

玉 と

香

馬

持駒 桂

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

(詰上り)

香 香 香

と

飛

桂

馬

玉 と

桂

香

馬

持駒 なし
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投稿時に「カゲリからインスピレーションを

受けて 2 本（+＠）作りました」との作者のコメ

ントが付いていた２作の一つ。もう一つの方は

前回 WFP177-2 として登場しています。本局の

方が手数が短いので、手筋に慣れる意味ではこ

ちらを先に出題した方が良かったのですが、都

合により今回の掲載になりました。  

「カゲリ」は第 175 回 WFP 作品展（WFP207

号）の前口上で紹介した用語で、詳細は該当記

事をお読みください。趣旨としては「受けに使

った駒を（玉を動かすことなく）自由に動ける

ようにする」というものです。  

本局においては 3 手目 64 馬が、その目的を

達成するための限定移動です。これ以外では受

方は 2 手目に打った 44 桂を動かすことができ

ません。64 馬なら 28 桂が動けない（動くと攻

守の馬が衝突する）ので、44 桂を 56 に動かす

移動合が可能になります。  

44 桂の守備が外れた効果は最終手に現れま

す。最終手 46 馬を「同と」で取ると、28 桂に

より玉が取られてしまいます。44 桂の守備を外

した意味はここにあります。もちろん、これ以

外の受け「同玉」「25 玉」「27 玉」は３筋の攻守

の香の利きが衝突する Isardam の禁則に抵触し

ます。  

Isardam では王手に対して通常の受けの他に

「同種駒を玉に利かす」と「王手駒を攻守の同

種駒に挟んで動けなくする」という、２種類の

玉取り無効化の受けがあります。本局では後者

のを攻方が逆用して、前者で生じた受け駒を移

動させています。玉取り無効化手法の切り替え

という、高級手筋を実現した作品でした。  

【短評】  

変寝夢さん（※無解）  

打歩回避のような 64 馬。  

 

springs さん  

Isardam 特有の（埋駒の直後に動かす）埋駒

動かしとフェアリーメイト。  

最終手、これで詰んでいるのか確認に時間が

必要でした。  

 

たくぼんさん  

Isardam だからこんな感じかなと 4 手目まで

進めてあれ？詰まないなを繰り返しました。 

46 馬が見え難い。  

 

さつきさん  

桂による玉取りの無効化の役目を桂から馬

へ鮮やかに入れ替える素晴らしい手順でし

た。  

 

■  178-2 ikuram78 氏作（正解２名）※実質１名！  

 

【ルール】  

・Grasshopper（Ｇ）  

フェアリーチェスの駒。クィーンの線上で、

ある駒を１つ飛び越したその直後の地点に

着地する。そこに敵の駒があれば取れる。  

（○がＧの利き）  

（補足）  

・飛び越える駒は敵味方どちらでもよい。  

・パオと違って飛び越さないと動けない。  

動ける場所も飛び越えた駒の隣だけ。  

・成ることはできない。  

・２つ以上の駒は飛び越せない。  

・Rook-Grasshopper（城）  

Grasshopper の動きを縦横に制限したもの。

縦または横方向にある駒を１つ飛び越した

その直後の地点に着地する。そこに敵の駒が

あれば取れる。  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

取禁Isardam協力自玉詰 58手

桂

城

考 王

歩

偶 騎 銀

銀

城

Ｇ

香

城

●

攻方持駒 なし
受方持駒 なし
※城:Rook-Grasshopper

Ｇ:Grasshopper, 騎:Knight
偶:Dummy王, 考:Kangaroo
●:着手、通過不可
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 （■は何らかの駒。  

○が城の利き）  

 

・Knight（騎）  

チェスの Knight。八方桂。  

（○が騎の利き）  

・Kangaroo（考）  

フェアリーチェスの Kangaroo。  

クィーンの利きの方向にある駒を２つ跳び

越えその先のマスに着地する。着地点に敵駒

があれば取れる。３つ以上は跳び越せない。

跳び越す２つの駒は間が空いていても良い。 

 （○が考の利き。■

は敵または味方の

駒。）  

・Dummy（偶）  

自分では動かない駒  

（補足）  

・ルールによっては受動的に「動かされ」た

り、性能変化ルールで性能変化の対象とな

ることはできる。  

・持駒であれば任意の空き枡に打つことがで

きる。（行き所のない駒の禁則の対象外）。 

・駒詰  

玉が指定駒の性能になる。あるいは指定駒が

玉属性を持つ。  

（補足）  

・玉が指定駒の性能になる場合、玉の性能が

変わるだけなので、指定がない限り、使用

できる駒種・駒数は通常通り。指定駒が玉

属性を持つ場合は、駒種・駒数が標準と異

なることがあるので、必要に応じ使用駒を

明示する。  

・指定駒が成れる駒の場合、玉も成れる。  

・指定駒が古将棋の駒の場合、成れるかどう

かは問題の設定による  

・ルール名は玉がどの駒になるか分かるよう

「駒名＋王」で表わす。例えば玉が龍の性

能の場合は「龍王詰」。  

・取禁  

手順中に駒を取る手があってはならない。  

（補足）  

・あくまで手順中に駒取りが出ないだけ。  

「詰」や「王手」の概念は通常通り。  

・自玉 (詰 ) 

攻方を詰（または達成すべき状態）にする。 

（補足）  

・「自玉詰」は「自殺詰」とも呼ばれる。  

詰パラではこの呼称で表される。  

・「目的」が「詰」以外の場合は、その目的に

置き換える。  

・「協力」が付くと双方協力して自玉を詰める

ことになる。  

・石、岩（●）  

不透過・不可侵の領域を表す。  

跳び越すことは可能。  

 

例えば左図で、  

11Ｇや 31Ｇは不可。  

22 角や 11 角は不可。  

11 桂成や 31 桂成は可。  

 

（補足）  

・ホッパー系の駒のジャンプ台にならない。 

従来は「ホッパー系の駒のジャンプ台にな

る」としていたが、ジャンプ台になるもの

を Pyramid（◆）として分離した。  

【解答】  

75 城  45 銀  95 城  56 銀  75 城  65 銀   

95 城  74 銀  75 城  45 騎  95 城  63Ｇ   

85 考  64 騎  75 城  65 銀  95 城  56 銀   

75 城  65Ｇ  95 城  47Ｇ  75 城  45 騎   

95 城  57 騎  75 城  65 騎  95 城  46 騎  

75 城  45Ｇ  95 城  67Ｇ  75 城  65 騎   

95 城  44 騎  75 城  45Ｇ  95 城  43Ｇ   

75 城  65 騎  95 城  57 騎  75 城  45 騎   

95 城  33 騎  75 城  45 銀  95 城  34 銀引   

25 考  15 城  52 考  25Ｇ  まで  58 手  

4 3 2 1

一

二

三

四

玉
● ● ●

角 桂 Ｇ

持駒 なし
Ｇ:Grasshopper
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【作者のコメント】  

176-4 でも使用した Isardam と G ホップ駒

（城）の組み合わせにフォーカスした作品です。 

通常の走り駒を使用する場合、攻方は射線上

の駒を増やす、受方は減らすしかできないとこ

ろ、G ホップ駒であれば逆の着手も可能という

性質があります。  

それを最大限活用するため、台駒 2 枚を往復

させる G の運搬にしました。  

 

G 以外原型復帰と、G が一度６筋に戻る手は

入ると嬉しいのですが、両方入れた 62 手の図

は煩雑になりすぎかとも感じます。  

【解説】  

フェアリー駒山盛りの初形。まずは初形を分

析し、状況を整理しましょう。  

受方玉は 53 に居る Dummy（偶）。これに 55

香が王手を掛けているように見えます。しかし、

55 香で偶王を取ると、35 の Rook-Grasshopper

（城）の利きが 95 城に届くため、Isardam の禁

則に抵触します。つまり 55 香の王手は無効に

なっています。  

この王手を有効化するのが初手 75 城。双方

の城の間の駒が１枚なら王手が掛かるというわ

けです。これに対する受けは城の間の駒を２枚

にすること。それが 2 手目 45 銀です。  

攻方が王手を掛ける手段はもう一種ありま

す。それは双方の城の間の駒を３枚にすること。

それが 3 手目 95 城と戻す手です。  

城の間の駒が１枚か３枚なら王手は有効、２

枚なら王手は無効。これは作者が WFP176-4「十

二の試練」で見せてくれたのと同様の原理です。 

WFP176-4 ではこの原理を利用して、2n オー

ダーの再帰手順を実現していたのですが、本局

の狙いは再帰による長手数ではなく、駒の入れ

替えパズル。五段目に駒を出入りさせながら、

22 に居る攻方玉を詰める形を作れという設問

です。フェアリー駒が多用されているのも、様々

な駒が様々な方法で五段目を出入りできるよう

にするためです。  

ざっと手順の流れを追ってみましょう。  

 

初手～8 手目  

34 銀を 34→45→56→65→74 のルートで移

動させ、85Ｇの跳躍台とする。  

 

9 手目手～12 手目  

すぐにＧを跳ばすことはできない。Knight（騎）

を 45 に呼んで準備を整えて、63Ｇを実現する。  

 

13 手目～22 手目  

63・74 に跳躍台が出来たので Kangaroo（考）

を 85 に据える。これまではＧを城の跳躍台に

使ってきたが、その代わりを考に担当させる。

16 手目すぐに 65Ｇとすると後が続かないので、

事前に銀を 56 に移動させるのが用意周到な手

順で、Ｇを 65 から 47 へ連続跳びさせることが

できた。  

 

23 手目～30 手目  

騎が 64→45→57→65→46 と移動。47Ｇの跳

躍台を作るための騎の四段活用。  

 

31 手目～42 手目  

Ｇを 45 に跳ばした後、更に 43 に跳ばすため、

騎を 44 に移動させたい。しかし、枚数の関係で

すぐにはそれを実行できないので、34 手目Ｇを

67 に待避。これで騎を 46→65→44 のルートで

移動させることができたので、改めてＧを 45 に

戻し、43Ｇを実現する。  

 

43 手目～50 手目  

25Ｇを実現するため銀を 44 に戻したい。し

かし、すぐに銀を 44 に戻すと 31 城の利きが 35

城に届いて Isardam の禁則に抵触する。騎を 44

→65→57→45→33 のルートで動かす四段活用

により、31 城の利きを 44 で止める。  

 

51 手目～54 手目  

銀を 44 に戻して 25Ｇ実現の準備完了。  
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55 手目～58 手目  

収束。考を 25 に跳ばして 35 城を 15 に移動。

続けて考を 52 に跳べば待望の 25Ｇが実現する。 

 

以上のように本局は 25Ｇを実現するまでに

様々なテクニックが盛り込まれ、充実した入れ

替えパズルになっていたと思います。解答者は

詰上りを見て、それが初形とほとんど変わらな

いことにも驚かされたでしょう。違いは城とＧ

の２枚の位置だけ。他の駒はすべて初形位置に

戻っています。これも本局の重要なアピールポ

イントです。  

作者はＧ以外のすべての駒が初形位置に復

帰する別案も検討されていました。  

 

〔参考〕別案：Ｇ以外原型復帰  

 

75 城  25 麒  95 城  35 城  75 城  45 麒   

95 城  56 麒  75 城  65 麒  95 城  74 麒   

75 城  45 騎  95 城  63Ｇ  85 考  64 騎   

75 城  65 麒  95 城  56 麒  75 城  65Ｇ   

95 城  47Ｇ  75 城  45 騎  95 城  57 騎  

75 城  65 騎  95 城  46 騎  75 城  45Ｇ   

95 城  67Ｇ  75 城  65 騎  95 城  44 騎   

75 城  45Ｇ  95 城  43Ｇ  75 城  65 騎   

95 城  57 騎  75 城  45 騎  95 城  33 騎   

75 城  45 麒  95 城  34 麒  25 考  15 城  

52 考  25Ｇ  まで  62 手  

 

銀の代わりに中将棋の麒麟が使われていま

すが、手順の大きな流れは変わりません。15 城

を 35 に動かす序奏が入って、Ｇ以外の駒がす

べて原形復帰します。その代わり、手順表面で

はまったく動かない２枚の配置（37 金と 38 城）

が必要になりました。１枚を除いてすべての駒

が元に戻る形式美をとるか、余詰消しだけの駒

を置かない機能美を取るか、難しい選択ですね。 

【短評】  

変寝夢さん（※無解）  

66 をピラミッドと勘違いして、早詰かと勘違

いした。初形と詰め上がりを比較してびっく

りだった。  

 

☆作品によってホッパー系の駒の跳躍台として

働いて欲しい場合と、そうでない場合がある

ので、石（●）と Pyramid（◆）を分離しま

した。本局の場合は前者ですね。通常はホッ

パー系の駒をシャットアウトするために●

を使いますが、本局では近道で 67Ｇとされな

いために●になっています。  

 

たくぼんさん  

利きの確認で時間を取られ、なおかつ狙いを

読み取るのも難しい作品でしたが、面白いパ

ズルでした。  

 

☆作者以外の正解者は、たくぼん氏お一人。お

見事です。占魚亭氏不在の中、たくぼん氏は

178-6 でも唯一の正解者となり、孤軍奮闘の

活躍を見せてくれました。  
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■  178-3 駒井めい氏作（正解７名）  

 
【ルール】  

・逃れ  

王手が掛からない局面への到達を目的とす

る。  

・駒余り可  

最後に攻方持駒が余っても良い。  

【解答】  

21 飛生  27 歩  同角  同桂生  22 桂成  12 香   

まで  6 手  

 
〔主な紛れ〕  

・初手 21 飛成は作意と同様の手順で進めたと

きに、7 手目 12 龍の王手が生じて失敗。  

・2 手目他の合駒は作意と同様の手順で進めた

ときに、7 手目に取った駒を打つ王手が生じ

て失敗。  

・4 手目同桂成は作意と同様の手順で進めたと

きに、7 手目 17 歩の王手が生じて失敗。  

・最終形から 7 手目 17 歩と指すのは、打歩詰

の反則。  

【作者のコメント】  

WFP 第 102 号『第 87 回 WFP 作品展（前口

上）』に影響されて作りました。  

分かりやすいルールでありながら奥が深く、

作品が少ないのはもったいないと思って、私も

試しに作ってみました。  

飛不成の最遠移動と打歩詰を盛り込み、イン

パクト重視で作りました。  

【解説】  

「逃れ」は本作品展では初登場のルール。通

常の詰将棋が「詰」を達成目標とするのに対し、

「逃れ」は「王手が掛からない局面」を達成目

標とします。  

先後双方が協力して「逃れ」を目指す「協力

逃れ」が提唱されたのはカピタン 33 号（1986 

年 2 月）。当時は「ばか逃れ」という名称でした。  

双方協力して王手が掛からない局面を目指

すのは「悪魔詰」と同じ。「逃れ」に成功して逃

れ順を解答するのが「協力逃れ」であり、「逃れ」

に失敗して詰手順を解答するのが「悪魔詰」で

す。つまり両者は近縁関係にあります。  

「逃れ」は「駒余り可」の条件下の方が面白

い作品が作れます。持駒があるのにそれが役に

立たない逆説的な状況をどうやって作り出すか

で、作者が様々な工夫を盛り込めるからです。  

本局では、持駒があるにもかかわらず王手を

掛けられない状況を作り出すため「打歩詰」の

禁則を利用しています。「逃れ」の定義にある「王

手が掛からない」は、「（合法な）王手が掛から

ない」を意味します。打歩詰は非合法な着手な

ので、駒の利きだけ見れば王手が掛けられる状

況にも関わらず、王手が掛けられません。これ

は単に役に立たない駒が余るより奇妙です。  

しかも「使えない歩」は最初から駒台にある

わけではありません。「持駒なし」の初形から始

め、役に立たない駒をわざわざ入手する手順が、

駒余りの幕切れの意外性を引き立てています。

打歩詰誘致のための 4 手目桂不成が霞んで見え

るほどですね。  

この作品の妙手・好手は打歩詰関連に留まり

ません。初手 21 飛生という不成での最遠移動

にもご注目を。後の 22 桂成で利きを止めるこ

とが可能なように最遠移動し、12 龍の王手がで

きないよう不成で移動します。  

わずか 6 手の短編に盛りだくさんな妙手・好

手が盛り込まれた本局。「協力逃れ」という埋も
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れたルールが脚光を浴びるきっかけになると良

いですね。  

 

最後に本作品展での「逃れ」に関するデフォ

ルト解釈について述べておきます。本作品展で

「逃れ」を出題するとき、「連続王手の千日手禁

止」は暗黙の仮定とはしません。これを利用す

る場合は、必ず出題時に明記します。これは他

のルールでも同様の扱いですので、「連続王手の

千日手禁止」を利用する作品を投稿する場合は、

ご承知おきください。  

【短評】  

変寝夢さん（※無解）  

面白い狙いだが、駒余り可の条件は不要な気

が・・。  

 

☆他のルールでは「最後に駒が余ったら不完全

作」という普通詰将棋の慣習をそのまま踏襲

しているので、不完全作認定されないために

は「駒余り可」の明記が必要です。「逃れ」の

中に「駒余り可」を組み入れることも考えら

れますが、ルールの問題で躓く解答者が出る

事態はなるべく避けたいので、「逃れ」＋「駒

余り可」が標準的な出題形式として定着する

までは、「駒余り可」の注記を付けて出題した

いと思っています。  

 

springs さん  

打歩詰で逃れ。模範的な作り。  

 

るかなんさん  

駒余り可が最大のヒント。ステイルメイトで

有効な手筋が色々展開できそうですね。  

 

たくぼんさん  

ルール名かを見れば分かるはずだったんで

すが、合駒を取る手段は予想外でした。  

 

荻原和彦さん  

渡した駒で王手が来る、と怖がるばかりでは

作者の術中に陥る。ルールを味方に付ければ

黒も白になるのが世の習い。  

 

さつきさん  

打歩詰逃れは予想できましたが、飛の最遠移

動など他の見所もあり充実した内容の作品

でした。  

■  178-4 神無太郎氏作（正解者なし）  

 

【ルール】  

・点鏡  

55 に関して点対称な位置にある 2 つの駒は、

敵味方関係なく互いにその性能が入れ替わ

る。  

（補足）  

・行き所のない駒の禁則は適用されない  

・変則盤の場合は「55」を「盤の中央」に置き

替える。（「盤の中央」は明確に定義される必

要がある）  

・キルケ  

駒が取られると最も近い将棋での指し始め

位置に戻される。戻せないときは持駒になる。 

（補足）  

戻り方等は以下の細則に従う  

1) 成駒は生駒になって戻る。  

2) 戻り位置が埋まっていたり、二歩になった

りする場合は戻れない。  

3) 駒取り時、駒が戻るまでを一手と見なす。  

4) 金銀桂香（成駒も含む）が５筋で取られ、

複数の戻り先候補がある場合、戻る位置を

選択できる。  

・打歩  

打歩詰以外の詰手を失敗とする。（単純打歩）。 

【解答】  

39 香  38 桂  同香  72 角  29 桂  46 玉   

49 香 48 飛 同香/82 飛 47 飛 同香 同玉/19 香  

41 飛  38 玉  81 飛成  92 玉  89 桂  29 歩   

まで  18 手  
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【解説】  

神無太郎氏の点鏡キルケ打歩協力自玉詰・双

裸玉シリーズの１作。この条件下で持駒香１枚

のパターンはいくつか登場していますが、本局

では「一段目からの飛の王手に九段目の歩打で

応じ、攻方玉を詰める」という定番の収束に一

捻りが加えられ、手順の派手さも圧倒的。15～

17 手目の三連続大移動は必見です。  

まず初形。詰みへの近道は飛を入手すること

ですが、「キルケ」は取った駒に逃げられてしま

うルールなのでそう簡単には行きません。玉が

六段目に居れば飛の連続合で２枚目の飛を持駒

にすることができるのですが、あいにく玉が居

るのは七段目です。  

ただし、すぐ手に入る駒もあります。それは

桂。復活位置である 21 が埋まっているので、桂

合なら直接取ることができます。「点鏡」のおか

げで八段目の桂が反則にならないことを忘れて

はいけません。桂を入手した後、72 角で受けて

38 香を九段目に引けるようにするのが芸の細

かい応手です。狙いは玉を六段目に移動させて、

九段目の香で王手すること。これで飛の連続合

が可能になります。  

問題は連続合を２筋で行うか４筋で行うか。

これによって 5 手目が 29 桂か 49 桂かが決まり

ます。これは実際に読むしかありませんが、２

筋で連続合により飛を稼ぐ筋は 4 手超過。飛の

稼ぎ方を工夫しても 2 手超過となり、失敗です。

結論から言うと、４筋で飛を稼ぐのが正解で、

そのため 5 手目は 29 桂に定まります。  

中盤は予定通り飛の連続合を稼ぐのですが、

ここから手順は急加速。15 手目 81 飛成が 29 桂

を龍の性能にするための大移動。16 手目は角の

性能になった玉が遥か 92 へ飛ぶ大移動。81 龍

が桂の性能に化けていることを忘れてはいけま

せん。そして 17 手目は 81 龍を元の性能に戻し

つつ、21 王の性能を桂に変えるための桂の大移

動です。目の覚めるような三連続大移動の後、

歩を打って急転直下の幕切れとなります。  

「駒が移動した直後に、空いた場所に駒を打

って詰める」という手順は、普通詰将棋では見

慣れたものです。「捨駒で空けた場所に駒を打っ

て詰める」作品はそれこそ星の数だけあります。

でも協力自玉詰ではそれは極めて例外的な存在

です。見慣れた手順が希少な手順になる。その

逆も然り。このような価値観の逆転が、フェア

リーの魅力の一つです。  

【短評】  

変寝夢さん（※無解）  

さぁ解答者出るか？。  

圧巻の 92 玉が見抜けるか。  

 

たくぼんさん（※無解）  

いや～解けないですねえ。  

 

☆本局は残念ながら正解者なしという結果にな

りました。出題時に「攻方玉は不動。受方玉

の最終位置は 92。5 手目は 29 桂」というヒ

ントを出したのですが、81 飛成と 89 桂の組

み合わせは、非常に見えづらかったのだと思

います。  

 

■  178-5 金子清志氏作（正解７名）  

 

【ルール】  

・最悪  

攻方はなるべく目的の達成を妨げるように

王手し、受方はなるべく早く目的を達成する
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ように応じる。  

（補足）  

・「目的達成を目指す側」と「目的達成を防ぐ

側」が通常とは逆になっている。このため

用語も逆になっており、「紛れ」を受方に、

「変化」を攻方に使う。  

【解答】  

14 桂  12 玉  22 桂成  同玉  14 桂  12 玉   

22 桂成  同玉  14 桂  12 玉  22 桂成  同香   

24 桂  21 玉  12 桂成  同香  まで  16 手  

 

〔主な変化〕  

・3 手目 22 桂成のところ 24 桂は以下同香、

22 桂成、同玉、14 桂、12 玉、22 桂成、同

玉、14 桂、12 玉、22 桂成、同玉（14 手）  

・7 手目、11 手目 24 桂も上と同様早詰  

〔主な紛れ〕  

・4 手目同香は 24 桂、21 玉、13 桂で逃れ  

・8 手目同香も上と同様に逃れ  

【作者のコメント】  

例題、客寄せ用の作です。  

受方は 12 玉～22 玉を繰り返すことで、形を

崩さずに攻方の持駒を消費させます。  

攻方の持駒が残り１枚になるタイミングで

22 同香とすることで、24 桂～12 桂成を強要す

ることができます。  

受方の分岐は途中で 24 桂と打つかどうかだ

けですが、普通に 24 同香と応じれば２手短く

なります。  

【解説】  

協力自玉詰なら持駒消去が出そうな初形。初

手は 14 桂しかなく、12 玉に対して 22 桂成と

すれば、攻方の駒台から桂が１枚消えた勘定に

なります。実際、作意もまるで持駒消去のよう

な手順になっているのですが、これはあくまで

対抗系ルール。攻方は持駒を温存したいのに、

受方との駆け引きで仕方なく持駒を消費させら

れます。つまり持駒消去ではなく、（延命のため

の）持駒消費です。  

次は受方の立場から考えましょう。  

受方は香２枚の利き筋を通して攻方玉を詰

めたいので、適切なタイミングで玉と香の位置

関係を入れ替えねばなりません。具体的には、

21 香と 22 玉の位置を入れ替える時期と、攻方

の持駒がなくなる時期を合わせることが求めら

れます。  

ちょうど良いのは攻方の持駒が桂２枚にな

ったタイミングです。もし初形で攻方の持駒が

桂２枚だったとしましょう。すると、以下の手

順で攻方玉を詰めることができます。  

 

14 桂  12 玉  22 桂成  同香  24 桂  21 玉   

12 桂成  同香  まで  

 

上記手順の 3 手目 22 桂成のところで、24 桂

とする変化がありますが、これには同香と応じ

ることで早く詰めることができます。受方は２

筋の香を玉より前に出すように応じれば良いわ

けです。  

これは桂が２枚より多いときも同じです。24

桂には常に「同香」の応手があり、後は「22 桂

成  同玉  14 桂  12 玉」を繰り返すだけで自然に

早詰となります。  

気を付けないといけないのは、桂が余ってい

るときに 22 桂成に同香としてはいけないとい

うことです。桂が余っていると上記手順の「12

桂成」のところで「13 桂」の王手が可能なため

不詰となります。攻方の桂が２枚になったとき

が、唯一収束に入るチャンスなのです。  

従って全体の手順は「14 桂  12 玉  22 桂成  同

玉」を２回繰り返し、上記の収束に入るという

ものになります。  

作者は最悪自玉詰の例題として本局を作ら

れたそうです。易しいながらも、変化・紛れの

微妙な違いをしっかりと読む必要があり、最悪

自玉詰入門にふさわしい好局だと思います。  

【短評】  

駒井めいさん  

方針は分かりやすくも、それなりに分岐があ
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って思いのほか悩まされました。  

3 手目 24 桂と打って攻方 14 桂を残した方が

詰みにくいのかと思いましたが、こちらの方

が早いんですね。結果的にすんなり持駒を消

去する展開が面白かったです。  

 

springs さん  

桂がなくなるのを待つ。易しく楽しい。  

 

るかなんさん  

発散させると収拾がつかない。  

 

たくぼんさん  

3 回までは 22 桂成に対し同玉で、最後は同

香。リズムがいいですねえ。  

 

荻原和彦さん  

「桂打～桂成」を 4 組揃えた美しい手順。  

▲24 桂の変化 (3 手目・7 手目・11 手目)の割

切れ具合も良い。  

 

さつきさん  

シンプルな配置から生まれる最後の破調が

印象的でした。  

 

■  178-6 金子清志氏作（正解１名！）  

 

【解答】  

14 桂  86 香  同飛  76 香  同飛  66 香   

同飛  56 金  同飛  46 飛  26 金  同玉   

48 角  36 玉  37 香  26 玉  34 香  36 玉   

37 香  26 玉  35 香  36 玉  37 香  26 玉   

36 香  48 飛成  まで  26 手  

 

〔主な変化〕  

・初手 14 桂のところで 34 桂は、３筋の香を

置けるマスが減り、46 飛のピン止めが外れ

る 36 香までの手数が短くなるので早詰  

・17 手目 34 香のところで 35 香も、上述と同

じ意味で早詰  

【作者のコメント】  

46 飛のピン止めを外すために、３筋に香３枚

を並べることを攻方に強要する、という後半の

手順が主題で、最悪自玉詰らしい部分かと思い

ます。そこから、香３枚を合駒で与える前半を

逆算しました。  

後半部分だけであれば香４枚も可能ですが

（右図が一例・16 手）、妥当な逆算が見つから

なかったので、香３枚としています。  

 

初形盤面に桂を４枚配置してあるのは、36 桂

合の余詰筋が強すぎて簡単に防げなかったため

です。１手目の選択も含め、４枚の桂を一応は

意味のある配置にできました。  

【解説】  
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受方がピン止め解除を強制し、攻方がそれを

先送りするために秘術を尽くす作品。  

ピン止めされた駒と玉の間に別の駒を挟ん

でピン止めを外す手筋を「シフマン」と呼びま

す（厳密には Chess Problem の Schiffmann と

は用法が異なるようですが、ここではこの言葉

を使います）。本局では 10 手目 46 飛合が「ピ

ン止めされた駒」であり、25 手目 36 香が「間

に挟む駒」です。  

攻方による「シフマン」の先送りは、初手か

ら始まります。作意は 14 桂の開き王手ですが、

逆方向の 34 桂としてしまうと、３筋の空きマ

スが減り、36 香が早く実現してしまいます。こ

の時点ではどちらに跳ねるか分からず、収束近

くまで進めて、初手に戻った人も多いでしょう。 

これに対し、受方は香の３連続合を繰り出し

ます。２枚以下では「シフマン」を強制できま

せん。続けて 8 手目 56 金の移動合が攻方の飛

をピン止めする妙手。背後に控える 74 角の利

きを活かして、攻方の飛が暴れるのを防ぎます。 

こうして準備万端整ったところで、主役の 46

飛合が登場します。ピン止めされた駒に対する

合駒は「銀杏返し」を連想させますが、合駒し

たその時点でそれが逆王手となって攻方玉を詰

ます「銀杏返し」とは異なり、この時点ではま

だ攻方玉へ直接は王手を掛けません。ただし、

56 飛によるピン止めが外れる瞬間を虎視眈々

と狙っています。  

攻方は王手を継続するため 26 金～48 角を余

儀なくされ、３筋に香を並べるしかない状況に

追い込まれます。選べるのは開き王手で香を動

かすときの移動先のみですが、香を３枚渡され

ているので、延命のためには最も遠い空きマス

に移動するしかありません。香を並べるたびに

空きマスは減り、36 香を指さざるを得なくなっ

た時点で、56 飛の横利きが二重に止まり、46 飛

に対するピン止めが外れます。最後は自由にな

った 46 飛が 48 角を取って終了です。  

この作品は最悪自玉詰でも本格的な構想作

が創作可能であることを示す良い実例です。作

者が最近発表している最悪自玉詰の作品群は、

このルールを「珍しいルール」から「本格的に

追求する価値があるルール」へと、認識を改め

させる訴求力を持っていると思います。  

【短評】  

たくぼんさん  

初手の選択が終盤部分にまで分からないと

いうのは解く方はかなりキツイ。連続香合い

からの香打香移動の展開は秀逸です。  

 

☆本局に唯一正解を入れたのが、たくぼん氏。

素晴らしい作品なので、正解者なしという事

態を免れたのは幸いでした。解けなかった方

も、ぜひ作意を並べてご鑑賞ください。  

 

■  178-7 さんじろう氏作（正解３名）  

 

【解答】  

44 銀  66 銀  同金  65 玉  74 銀  64 玉   

75 銀  まで  7 手  

 

【作者のコメント】  

フェアリー超入門で isardam を調べた時の産

物です。あっちには出しにくいと思い、WFP 作

品展の方にどうかと思いました。7 手詰に伸び

たので詰め難さはあるものの手順自体の妙手感

が薄い（発見・発掘作にありがちな弱さ）のが

弱点でしょう。1 月号に 1 の字の 7 手詰の姉妹

作を 5 題揃えたのが値打ちです。  
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（本局について）  

出発点の図です。元図（超入門 31-①）を中央

に移動してみたら、、、。4 手目の 65 玉が見づら

いかもしれません。最終手を元図と同様 65 銀

は 75 銀で受けられる。格言「 Isardam は包むよ

うに寄せよ。」  

【解説】  

玉が攻守の金に挟まれた初形。持駒は銀２枚。

この初形を見て第 31 回フェアリー入門①を思

い出した方もいるでしょう。その作品は盤の端

を壁として利用した詰上りでしたが、本局では

玉を端に追う余裕はありません。  

では、どうするか？  解決法はある意味単純

明快。壁がなければ壁を作れば良いのです。  

具体的な手順は冒頭 3 手の「44 銀  66 銀  同

金」。これにより、持駒銀２枚の状態を保ったま

ま、５筋に壁を作れました。攻方 44 銀と、受方

54 金が臨時の壁として働いています。  

この後は第 31 回フェアリー入門①と同様、

縦に銀を並べて詰めます。正解は 4 手目から「65

玉  74 銀  64 玉  75 銀」として詰めるのですが、

うっかり「64 玉  75 銀  65 玉」としてしまうと、

76 銀には 56 銀の受けが、56 銀には 76 銀の受

けがあるので不詰です。きちんと確認すれば何

でもない受けですが、フェアリーでは解けたと

思って油断したときが一番危険です。  

作意のように進めれば銀を打つ場所はあり

ません。44 銀が単に壁を作るだけでなく、53 や

55 に銀を打つ受けも防ぐ役割を果たしている

のが良いですね。  

 

なお、本局は５題セットの姉妹作で、今回出

題したのは、そのうちの２題です。  

WFP 作品展はまず一人一作ずつ選び、出題枠

が空いていたら登場回数の少ない方から作品を

順に選んでいくという方式を採っています。従

って、一括で投稿をいただいても、作品の集ま

り具合によっては分割出題になります。どうし

ても一括で出題したい場合は、本作品展ではな

く、個展のような形で、別途出題の場を設ける

ことをお勧めします。  

【短評】  

springs さん  

銀を縦に並べて確かにつんだ。  

この初形で完全作は嬉しいですね。  

「66 銀、46 銀、同金、44 玉、35 銀、45 玉、

36 銀 /56 銀」が惜しくて、諦めるのに苦労し

ました。  

 

たくぼんさん  

フェアリー入門では盤の端利用で今回は中

央。ともに詰上りで銀打の防手を打つ場所が

ないのは同じですね。  

 

荻原和彦さん  

金銀 3 枚で詰まそうと悪戦苦闘。  

もう 1 枚調達すれば意外と簡明だった。  

 

■  178-8 さんじろう氏作（正解４名） 

 

【解答】  

45 金  65 玉  54 金  66 玉  67 銀打  57 銀   

76 金  まで  7 手  

 

【作者のコメント】  

1/の金と銀を入れ替えてみたら、、、。  

57 銀が受けの妙手です。  
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【解説】  

こちらは銀の間に玉が挟まっています。しか

も持駒は金２枚。前局の金と銀の役割を入れ替

えた作品です。ですから、手順も金と銀を入れ

替えたパターンだろうと予想して金を入手する

手順を読むと、全然詰まなくて焦ることになり

ます。前局は 3 手で銀を入手できましたが、本

局で金を入手しようとすると、5 手掛かります。

金は銀よりも利き先のマスの数が多いので、金

で玉に紐を付ける受けもやりにくく、それが手

数のロスに繋がるのです。  

正解は玉に紐を付けている 54 銀を外す手順。

入手するのが銀なので何だか頼りないですが、

「67 銀打  57 銀」が巧妙な応酬で、玉の逃走路

を塞ぐことに成功します。 Isardam 特有の「玉

に紐を付ける受け」は合駒の代わりに使うこと

ができますが、同種駒で受けないといけない分、

合駒のように駒種の非限定に悩まされる心配が

ないのが良いですね。  

詰上りは 76 金で腹金一発の詰み。76 金自身

が 65・75 に金を打つ受けを消し、54 金が 55 に

金を打つ受けを消していることをご確認くださ

い。金の強力さは、金で玉に紐を付ける受けを

防ぐことにも繋がります。 Isardam においても

金はトドメの駒として有用なのです。  

【短評】  

springs さん  

２手目金打ばかり考えました。玉寄りは盲点。 

受方の金を壁駒にできないのなら、盤上に発

生させる方が当然損ですね。  

 

たくぼんさん  

ラスト 3 手が見え難い。67 金で終わらそうと

してしまうのが普通の感覚。  

 

荻原和彦さん  

前問と同様に金銀 4 枚で詰ます。  

退路を塞ぐ絶好打△57 銀が光る。  

 

さつきさん  

一見詰みに働いていないように見える 54 の

金が 55 金の受けを消しているのが好みです。 

■  178-9 たくぼん氏作（正解１名）※実質正解者なし 

 

【ルール】  

・強欲  

駒を取る手を優先して着手を選ぶ。  

（補足）  

・攻方王手義務、受方の王手回避義務はこの

条件に優先する。従って、攻方は合法的な

王手の中から駒取りの王手を優先して選

び、受方は合法的な着手の中から駒取りの

着手を優先して選ぶ。  

・マドラシ  

同種の敵駒の利きに入ると、利きがなくなる。

ただし、玉は除く。  

（補足）  

・玉にもこの規則を適用する場合は「Ｋマド

ラシ」と表す。  

・成駒と生駒は別種の駒として区別する。  

・利きが消えるかどうかは「本来の利き」に

入るかどうかだけで判断する。例えば A と

B が互いに利きを消していて、新たな C が

その本来の利きに入っても、利きは消える。

「すでに AB の利きが消えているから C の

利きは消えない」とは解釈しない。  

・ステイルメイト  

王手は掛かっていないが合法手のない状態

にする。  

【解答】  

79 金 同玉 69 金 同玉 59 金 同玉  

49 金 同玉 39 全 同玉 38 と 同玉  

37 と 48 玉 47 と寄 58 玉 57 と 68 玉  

67 と 78 玉 77 と 88 玉 87 と 98 玉  
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97 と 同玉 96 と 同玉 95 角成 同玉  

94 銀成 96 玉 95 全 同玉 94 角成 同玉  

84 と 95 玉 94 と 85 玉 84 と 同玉  

83 と 同玉 82 銀成 同玉 71 飛成 同玉  

62 と 同玉 53 と 同玉 54 歩 同玉  

55 と 同玉 46 銀 同玉 35 龍 同玉  

25 と 45 玉 35 と 同玉  27 桂 44 玉  

36 桂 43 玉 35 桂 33 玉 43 桂成 22 玉  

33 圭 12 玉 24 桂 32 桂 同圭 23 玉  

33 圭 24 玉 34 圭 13 玉 25 桂 33 桂  

同圭 12 玉 22 圭 同玉 34 桂 23 玉  

13 桂成 34 玉 26 桂 14 桂 同圭 44 玉  

36 桂 24 桂 同圭 43 玉 35 桂 42 玉  

34 桂 32 玉 33 圭 同玉  23 桂成 34 玉  

24 圭 35 玉 25 圭 36 玉 26 圭 同玉  

まで 114 手 

 

【作者コメント】  

昨年、妻の戯言で発表した作の姉妹作で、実

は収束部分はこちらが本命でした。  

お気に入りの収束でしたが締切までに創作

できず。別案を発表しました。  

前作は、収束での桂打王手解除が２ヵ所でし

たが本作は４ヵ所あります。  

全駒無防備ですので前半部分はただ王手し

ているだけですが、前作とも異なる感じになり

ましたのでよしとしています。  

61 手目以降が主眼となります。前作が大きな

ヒントになると思いますのでたくさんの解答を

期待しています。  

【解説】  

作者のコメントにもある通り、本局は既発表

作（参考図）の姉妹作。今回の作品の方が本命

だったということから、姉妹作というより、改

作と呼んだ方が良いかもしれません。  

〔参考図〕  

 

私も当時解答参加していたのですが、序盤の

平易さに比べ、収束がかなり難解で、解くのに

苦労した記憶があります。  

今回の作品も前半部分は平易な流れ。少し紛

れはあるものの、作意と紛れの切り分けは難し

くありません。  

ところが後半に入って難度が一挙に急上昇。

66 手目の局面をご覧ください。  

〔途中図１〕66 手目 44 玉とした局面  

 

盤上が玉桂歩のみになりました。ここから 50

手弱を要する長大な収束手順が始まるとは、と

ても想像できませんね。上辺に残った４枚の歩

を消すために、玉に 12 まで行って貰わねばな

りませんが、ステイルメイト達成のためには、

その玉を 17 王の近傍にまで戻す必要がありま

す。盤上の駒だけではすぐに駒不足になるので、

駒不足を補うため「桂の王手に桂で受け、その

桂を取る」という手順を適宜挿入して行きます。

その第一弾が 76 手目 32 桂です。  
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〔途中図２〕76 手目 32 桂とした局面  

 

これで玉を 17 王に近付けることができます

が、そのまま一直線に 26 玉型を目指すと、そこ

で玉が動けなくなって駒が残留します。  

対処法は玉の進む筋を２筋から３筋に転換

すること。そのため必要な桂を改めて登場させ

るのが 84 手目 33 桂です。  

〔途中図３〕84 手目 33 桂とした局面  

 

玉を３筋に転換すると桂が２枚だけになり、

不詰感が漂いますが、それを補うのが 94 手目

14 桂です。  

〔途中図４〕94 手目 14 桂とした局面  

 

更に桂を１枚補充するのが 98 手目 24 桂。  

〔途中図５〕98 手目 24 桂とした局面  

 

これで大きな山場は越えました、収束に一瞬

だけ桂の駒柱が現れます。  

〔途中図６〕105 手目 33 圭とした局面  

 

この後、３筋を玉が上昇。最後に残った成桂

を 26 で取って玉同士が接触し、互いに利きを

打ち消し合って収束します。  

桂４枚と玉だけになってから 40 手も掛かる

収束は圧巻ですね。ここだけ取り出して独立し

た作品にしても、高い作品価値がありそうです。 

〔参考〕原図 74 手目  
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最後に原図の収束と比較してみましょう。  

原図 74 手目と本局の 66 手目を比べると、原

図には 33・43 歩がなく玉位置が 43 となってい

ます。紛れだけを考えると、残った歩も手順に

絡んでくる原図の方が難解かもしれません。  

本局では早々に歩は消え去り、純粋に桂４枚

と玉だけの収束が紡ぎ出されます。余分な紛れ

が消え、手が途切れないよう桂を巧妙に運用す

ることで「桂打王手解除４回」という主題がク

ッキリと浮かび上がっています。原図と比べ手

順の内容は格段に向上していますね。時期的に

企画に間に合わなかったことは残念ですが、作

品がより良い形で残るのは喜ばしいことです。  

【短評】  

☆残念ながら本局の正解者は作者のみ。原図が

ヒントになるので、何通かは正解が寄せられ

ると予想していたのですが、予想以上に収束

が難解だったのでしょう。鑑賞だけでも良い

ので、繊細で巧妙な収束手順をぜひ味わって

ください。  

 

■  178-10 三角淳氏作（正解３名）  

 

【解答】  

96 歩  94 玉  95 歩  同玉  96 歩  同玉   

97 歩  同玉  98 歩  同玉  87 龍  99 玉   

98 龍  同玉  99 歩  同玉  88 銀  同玉   

87 飛  同玉  86 馬  同玉  85 金  同玉   

84 金  同玉  83 銀成  同玉  73 香成  同玉   

74 歩  同玉  75 歩  同玉  64 銀  同玉   

63 馬  同玉  52 銀生  同玉  53 歩  43 玉   

44 歩  53 玉  43 歩成  同玉  33 桂成  同玉   

32 金  同玉  33 歩  同玉  34 歩  同玉   

35 歩  同玉  27 桂  24 玉  25 歩  同玉   

26 歩  同玉  35 桂  同玉  36 歩  同玉   

37 歩  同玉  38 歩  同玉  39 歩  同玉   

49 金  29 玉  39 金  同玉  まで  76 手  

 

【作者のコメント】  

持駒歩十八枚の無防備煙です。盤上の攻駒と

持駒の歩を最短手順で消去・消費していくこと

になりますが、歩打のタイミングなどに、若干

考えどころが生じているかも知れません。  

 

紛れの一例として、41 手目の局面から「51 桂

成、同玉、41 金、同玉、42 歩、同玉、43 歩、

同玉、33 桂成、同玉」と進めると、持駒の歩を

２枚しか消費できず失敗となります。本手順の

「53 歩、43 玉、44 歩、53 玉、43 歩成、同玉、

33 桂成、同玉、32 金、同玉、33 歩、同玉」で

あれば、歩を３枚消費できます。  

【解説】  

持駒歩 18 枚の無防備煙。普通詰将棋の煙詰

だと攻方駒２枚が盤上に残りますが、このルー

ルでの達成目標は攻方をステイルメイトにする

ことなので、攻方の 38 枚の駒はすべて消え去

ります。  

出題図では、これが煙詰だとは一言も書いて

いませんが、盤上に散らばった駒を 76 手で封

じ込める手段はなさそうなので、攻方駒を全部

捨てるしかありません。手数もギリギリなので、

遊び手（受方が駒を取らない手）を入れる余裕

もありません。捨駒による一筆書き…ではなく、

「一筆消し」の軌跡を求める必要があります。  

通常、こうした作品の手順は淡白で、本当に

ただ駒を捨てていくだけになりがちです。でも

本局を解いた方は、良い意味で予想を裏切られ

たのではないでしょうか。自然な捨駒を重ねて
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いくと、どうしても歩が余ってしまうのです。  

中でも最も躓きやすいのが、41 手目。ここは

誰しも 51 桂成を読むのではないでしょうか。  

〔途中図〕40 手目 52 同玉とした局面  

 

作意はここから「53 歩」とするのですが、こ

れは直感に反した手です。歩を多く捨てるため、

玉は下段に落としたいですし、その前の 6 手も

「64 銀  同玉  63 馬  同玉  52 銀生  同玉」とい

う三連続捨駒で玉を下段に落とす手でした。し

かも、51 桂成としても非限定を生じず、最後ま

で手が進みます。そして最後に持駒の歩が１枚

余ったところで、何がいけなかったのだろうと、

首を捻ることになります。他にも有力な紛れは

ありますが、やはり 41 手目の選択が本局最大

の山場でしょう。  

駒を打ったとき、その駒ではなく別の駒を取

らせて打った駒を残すのは「強欲」ルールでよ

く見かける手筋で、取らせる駒を「囮駒」と呼

ぶことがあります。本局では 94 香も形式上は

囮駒です。しかし、43 桂は自ら王手で捨てるこ

とが可能なのに対し、94 香は直接王手できず、

間接的に消して貰うしかありません。同じ囮駒

消去でも、両者には質的な差異があるわけです。 

形式上の要請を満たすだけではなく、その質

を問う思想は作品全体にも当てはまります。「持

駒歩 18 枚の無防備煙」は、協力自玉ステイルメ

イトなら容易に実現可能ですが、本局は単に条

件を満たすだけでなく、歩の捨て方を問うパズ

ルに昇華させた、とても良い作品だと思います。 

【短評】  

springs さん  

10 手目 89 龍から考えて苦戦。89 龍、同玉、

79 馬、同玉、88 銀、78 玉、68 金、88 玉、

78 金、同玉、77 飛、同玉……の要領で、ある

程度手は続くけどうまくいかない。78 香を残

して 73 香成と捨てればいいのですね。  

一件落着かと思ったら、今度は歩が余る。  

「74 歩、同玉、75 歩、同玉」と「25 歩、同

玉、26 歩、同玉」が大事な歩の消費でした。 

 

☆上記短評の「10 手目 89 龍」は「13 手目 89

龍」の紛れのことですね。解説では省略しま

したが、これも結構有力な紛れだと思います。 

 

たくぼんさん  

引っかかったのは 41 手目 53 歩のところ 51

桂成です。こうしたくなりますよね。持駒歩

18 枚の初形歩無し無防備煙は流石です。  

 

小林敏樹さん  

いかに持歩を消費するかが悩ましく、かなり

遊べるパズルになっていると思う。面白そう

と思って取り組んでみて大正解でした。  

 

荻原和彦さん（※無解）  

攻方 51 金を残して受方玉を 39 まで引っ張り

込む方針で考えたけど、55 の銀を 6 筋で捨て

ても 4 筋で捨てても使い切れぬ 1 歩が残って

しまう。これは参った。  

 

■  178-11 上田吉一氏作（正解６名）  

 

【ルール】  

・不滅駒  

取られることのない駒。  

この性質を「不滅性」と呼び、不滅性を与え

られた駒を「不滅」＋「駒名」で呼称する。 
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（補足）  

特に注釈がない場合、以下の細則を適用する。  

1) 成っても不滅性を失わない  

2) 初形では不滅駒を持駒にできる  

・塔、Pyramid（◆）  

不透過・不可侵の領域を表す。  

跳び越すことは可能。  

ホッパー系の駒のジャンプ台になる。  

 

例えば左図で、  

11Ｇや 31Ｇは可。  

22 角や 11 角は不可。  

11 桂成や 31 桂成は可（詰）。 

 

【解答】  

97 飛  87 歩  同飛  78 玉  79 歩  同と   

77 飛  89 玉  79 飛  98 玉  99 飛  87 玉   

97 飛  78 玉  79 歩  同城  77 飛  89 玉   

79 飛  98 玉  99 飛  87 玉  97 飛  78 玉   

18 城  同歩成  79 歩  同玉  77 飛  78 城  

同飛  89 玉  79 飛  98 玉  99 飛  87 玉   

97 飛  78 玉  28 城  同と  79 歩  同玉   

77 飛  78 城  同飛  89 玉  79 飛  98 玉   

99 飛  87 玉  97 飛  78 玉  38 城  同と   

79 歩  同玉  77 飛  78 城  同飛  89 玉  

79 飛  98 玉  99 飛  87 玉  97 飛  78 玉   

48 城  同と  79 歩  同玉  77 飛  78 城   

同飛  89 玉  79 飛  98 玉  99 飛  87 玉   

97 飛  78 玉  79 歩  同玉  59 城  同と   

77 飛  78 城  同飛  89 玉  79 飛  98 玉  

99 飛  87 玉  97 飛  78 玉  18 城  同香成   

79 歩  同玉  77 飛  78 城  同飛  89 玉   

79 飛  98 玉  99 飛  87 玉  97 飛  78 玉   

28 城  同杏  79 歩  同玉  77 飛  78 城   

同飛  89 玉  79 飛  98 玉  99 飛  87 玉  

97 飛  78 玉  38 城  同杏  79 歩  同玉   

77 飛  78 城  同飛  89 玉  79 飛  98 玉   

99 飛  87 玉  97 飛  78 玉  48 城  同杏   

79 歩  同玉  99 飛  89 城  同飛  78 玉   

58 城  同と  まで  146 手  

 

【解説】  

解説の前にまずはお詫びを。  

当初出題時、初形で「受方持駒：歩」の記述

が漏れていました。たくぼん氏の指摘をいただ

いて後日正図に差し替えたのですが、当初の図

のまま受方持駒不明で解答された方もいらっし

ゃいました。誤図を出してしまったことについ

て、作者及び解答者の皆様にお詫びします。ま

た、誤記を指摘していただいた、たくぼん氏に

感謝致します。  

 

さて、作品の解説に移ります。  

本局は「回転型持駒変換×呼び出し」の趣向

作。主な舞台は盤上左下隅の３×３の領域。「89

と」を除去すれば、小さな回廊内で飛を使って

玉を好きなだけ追いかけ回すことができます。  

まずは初手。可能性としては「78 歩  同玉  79

歩  同と  同飛…」と進め反時計回りに回転する

ことが考えられます。ただ、ここで歩２枚消費

するのは痛いですね。素直に考えるなら回転方

向は時計回りです。ただ、１歩を犠牲にすれば

逆回転への切り替えもできるので、回転方向の

転換は頭の片隅に入れておかねばなりません。  

作意通りに進めて、Rook-Grasshopper（城）

を入手した後、29 手目に、回転方向を変えるか

どうかの選択肢が訪れます。  

〔途中図１〕28 手目 79 同玉とした局面  
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目先のことを考えるなら、ここから「99 飛  89

城  同飛  78 玉  28 城  同と」とすれば、「18 と」

を早く左辺に呼び出すことができます。しかし、

その後が続きません。96 歩が置いてあるため、

９筋では持駒変換が行えないからです。  

ここは素直に「77 飛  78 城…」と進めます。

その前に「79 歩  同玉」で歩１枚を捨てている

ので、歩から城への１対１の持駒変換です。  

この後、一回転して玉が 78 に来たときに、

「28 城  同と」とすれば、と金を左辺に１筋分

呼び出すことができます。全体として 14 手サ

イクルの「回転型持駒変換×呼び出し」です。  

以下、これを繰り返して「48 と」まで呼び出

すのですが、これだけで攻方玉を詰めることは

できません。１筋に控えている香も呼び出す必

要があります。でも九段目には Pyramid（◆）

が２枚置いてあるので、この段は呼び出しには

使えません。  

そこで利用するのが 59 の空きマス。ここに

と金を待避すれば八段目が空くので、香の呼び

出しが可能になります。こうして香を（成香に

して）48 まで呼び出したのが下図です。  

〔途中図２〕140 手目 79 同玉とした局面  

 

ここで今度こそ「99 飛」が成立します。もう

これ以上持駒変換を続ける必要がないので、「途

中図１」と異なり、近道をしても良いわけです。

全体的に素直な手順が続く中、最後の最後に現

れる「ミニ逆回転」が、作品の良いスパイスと

なっています。  

これで飛が不滅駒に指定されている理由も

判明します。まず、飛が再利用可能な普通の飛

だと、「59 と」の形を作った後、飛と城を交換

し、「38 城  48 飛  58 城  同と」として詰める早

詰が生じます。再利用不可とするだけなら取捨

駒でも良さそうですが、飛が取捨駒だと収束が

「77 飛  78 城  同飛  同玉  58 城  同と」でも良

くなります。飛の不滅駒指定は、早詰や非限定

を防ぐためだったのです。  

解答を見て驚いたのですが、実はこの収束部

分で「77 飛  78 城  同飛  同玉  58 城  同と」とし

た誤解答が続出しました。おそらく飛を通常の

飛か取捨飛と混同したのだと推測します。  

 

最後に長編作家向け演習問題を出題します。 

本局はそのままの構図で「持駒変換」の代わ

りに「持駒増幅」にすることも可能です。つま

り初形を「攻方持駒：なし」に変えても、手数

を充分大きな値にすれば詰むのです。ただし、

詰手順は多数の非限定を含みます。非限定を消

しつつ、本局を「回転型持駒増幅×呼び出し」に

する方法を考えてみてください。  

これはあくまで一つの演習問題であり、創作

とは言えませんが、ある作品に接した時、その

バリエーションを考えることは自分の作品を作

るときにも役立ちます。上田吉一氏の作品は作

家に多くのインスピレーションを与えてくれま

す。作家の方々は解図・鑑賞だけでなく、ぜひ

応用を考え、実践してみてください。  

【短評】  

変寝夢さん  

駒２枚を呼び出す仕組みはいつ見ても凄い

なと思いました。  

 

springs さん（※誤解）  

最初 Rook-Lion と勘違いしていて、７段目と

８段目で王手を掛けられるけどどうやって

順番が限定されるんだろう？と悩んでいま

した。Rook-Grasshopper でしたね。  

気を取り直して考えたら１歩足りない。最初

だけ歩合を稼げるのですね。  
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59 の地点がよい退避場所でした。  

 

☆springs 氏は収束で「77 飛、78 城、同飛、同

玉、58 城、同と迄」とし、惜しくも誤解。飛

は不滅駒なので同玉とは取れません。不滅駒

ではなく、取捨駒と混同したのかもしれませ

んね。さつき氏や ikuram78 氏も同じ所で躓

きました。手数が同じなので見落としやすい

のだと思います。  

 

るかなんさん  

歩の使いすぎにご用心。  

 

たくぼんさん  

グラスホッパー系の駒は遠隔からいろいろ

な手段が使えるので面白い趣向が楽しめま

すね。  

 

小林敏樹さん  

明快な飛回転趣向。  

146 手になるまで何度も回り道をした。  

 

荻原和彦さん  

自玉を詰ます武器は遥か辺境で静かに出番

を待っていた。城入手に成功すれば以下はス

ラスラ行ける。最後に逆回転で近道するのが

小憎いアクセント。  

 

一乗谷酔象さん  

止めのと金を 59 に収納。ミニ倉庫番。  

 

さつきさん（※誤解）  

飛の回転が楽しい趣向でした。  

 

 

■  178-12 占魚亭氏作（正解３名）  

 

【ルール】  

・受先  

受方から指し始める。  

【解答】  

31 飛  23 桂  41Ｇ  33 桂  同飛  53 桂   

同飛  33 桂  同飛  31 桂成  同飛  まで  11 手  

 

【作者のコメント】  

2024 年 7 月完成。  

新年一発目なので、軽くて易しいものを。  

双裸玉＆持駒桂４＆受方飛のスイッチバッ

ク。余詰消しで攻方 G 王を置いています。  

【解説】  

攻守どちらの玉も Grasshopper（Ｇ）の性能

を持つ「Ｇ王双裸玉」の初形。達成目標は攻方

をステイルメイトにすることなので、何とか持

駒の桂４枚を捨てなければいけません。  
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しかしＧは駒を取るのが難しい駒です。とな

れば受先の初手を利用して桂を取るための駒を

盤上に置くしかありません。Ｇは跳躍台がない

と動けないので、2 手目 23 桂で王手を掛けた

時、受方Ｇ王が動けるような位置に置く必要が

あります。更に、2 手目が 23 桂しかないので、

後に 31 桂成が王手になる位置にＧ王が跳ぶ必

要があります。従って初手の駒の置き場所は 31。

冒頭の手順は「31Ｘ  23 桂  41Ｇ」となります。  

これでもう 3 手消費してしまいました。盤上

と持駒を合わせて桂４枚を捨てるため、手数に

余裕はありません。効率よく桂を取ってくれる

駒となると、Ｘ＝飛しかありませんね。  

ここまで来ればもう解けたも同然ですが、一

つだけ注意すべきことがあります。それは飛で

桂を取る順番。「31 飛  23 桂  41Ｇ  43 桂  同飛  

31 桂成  同飛  33 桂  同飛  53 桂  同飛  まで  11

手」とすると、53 飛が跳躍台となり、64Ｇと指

せてしまうのです。攻方Ｇ王の配置はこの余詰

を消すのが目的だったのです。  

本局は、いつもの占魚亭氏の作品とは異なり、

かなり解きやすかったと思います。いつもは難

解作で解答者を苦しめる作者ですが、たまには

こんなサービス問題も見せてくれます。作者名

だけ見て白旗を揚げるのは勿体ないですよ。  

【短評】  

るかなんさん  

冗談のつもりで顔面同士ぶつけてみたら一

瞬で終わってしまった…  

 

たくぼんさん  

6 手目 31 桂成から行くと最後Ｇ王の動ける

場所が出来るんですね。楽しい作品でした。

占魚亭さんには今後このような作品をお願

いしたいですね。  

 

荻原和彦さん  

初手さえ見えれば特に悩む所無し。飛のスイ

ッチバック (31→33→53→33→31)が何とも

味良く、後口爽やかな一篇。  

本作では (実は「178-5」もだが )桂の枚数は偶

数枚なら何億枚でも OK な訳で、フェアリー

の超手数記録って実は意味ないかも、と改め

て思った次第。  

【総評】  

変寝夢さん  

最近は感想のみで寂しい限り。  

３は合駒は取らないとの先入観で自滅。  

来月は頑張ろう。  

 

るかなんさん  

時間を確保できずじまい。楽しそうな長編も

多数あったのにもったいない。  

 

たくぼんさん  

本当にいろいろなルールや短編～長編まで

いろいろ楽しめますね。  

 

☆今回は皆さん解図時間の確保に苦労されたよ

うですね。他の企画と解答時期が重なったの

も大きいと思います。  

筆者は本作品展の解図作業はないわけです

が、合同作品集向けの原稿執筆のため、他の

作業への着手が遅くなってしまいました。特

に 3 月 15 日締切の解答や作品募集について

は、全く手付かずになってしまったものがい

くつかあり、申し訳ない限りです。  

花粉症の影響もありますし、4 月末までは創

作も解図もスローペースの状態が続くと思

います。  

 

☆前年度（第 168 回～第 177 回）の解答成績の

報告です。解答成績トップに輝いたのは、今

回もたくぼん氏でした。第 175 回時点では、

たくぼん氏と占魚亭氏が完全な並走状態と

なっていましたが、第 176 回の解答成績の差

が決め手となり、たくぼん氏が首位に立ちま

した。2018 年から８回連続の解答王なので、

永世称号を名乗っても良いくらいだと思い

ます。２位の占魚亭氏も本当に僅差で、実に

素晴らしい解答成績だと思います。2026 年度

は、他の解答者の皆さんがこのお二人にどれ

だけ肉薄できるかに注目したいと思います。 
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「成禁」へのご意見のまとめ 

☆第 177 回 WFP 作品展結果稿（WFP212 号）

で、Isardam と成禁を組み合わせる場合に「玉

を取る手に成禁を適用するか」という問題が

浮上しました。  

現在 Isardam 以外にも、玉を取った後のこと

を考えないといけないルールが増えており、

改めて「成禁」ルールを整理する必要が生じ

ました。まずはたたき台として、この結果稿

では以下の３つに「成禁」を分ける案を提示

し、意見を募りました。  

〔成禁を３つに分ける案〕  

①  絶対成禁  

全ての駒から成属性を削除。  

②  手順成禁  

詰手順上に「成」が現れなければ良い。  

（上記条件を満たすなら、玉を取るために成

ることや、詰を回避するために成ることが

許される。）  

③（現在の）成禁  

詰手順上に「成」が現れてはいけない。  

（玉を取るために成ることも許されない。  

詰を回避するために成ることは許される。） 

☆これに関し、駒井めい氏と荻原和彦氏のお二

人からご意見をいただきましたので紹介しま

す。  

駒井めいさん  

通常の成禁は、駒を成る手が反則ではないの

で、私は通常の成禁が手順成禁のイメージでし

た。  

駒を成る手を禁手とした上で、「玉を取る手」

と「駒を成る手」の間に優先度を設ける案もあ

ると思います。利き二歩有効／無効などと同様

の考え方で、絶対成禁に対して駒成王取有効／

無効のいずれかを選ぶということです。  

荻原和彦さん  

現行の成禁制約に関して「玉を取るために成

ることも許されない」という説明がなされてい

ますが、以下の理由からこのルール解釈は妥当

でないと考えます。  

1)現行の成禁においては、「詰」および「王手」

の概念は通常通りと定められている。  

→通常（成禁制約が無い時 )は「玉を取るた

めには成るしかない」場合でも「王手」と

扱う。同様の扱いを成禁制約下にも適用

する旨を定めたものと解される。  

2)現行の成禁においては、手順中に成る手が

あってはならないと定められている。  

→玉を取る手は「詰みの 2 手後に想定され

る着手 (の一つ )」であって詰手順の一部

ではないから、成禁制約の適用範囲外と

解される。  

3)仮に「玉を取るために成ることも許されな
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い」を採用した場合、作意不成立となる成

禁作品が多数存在する。  

→例えば「172-8」(結果稿 206 号 p.33)の初

手 (受方 11 玉に対する攻方香打 )が王手に

ならない。(香成で玉を取るのは許されず、

香生は反則 ) 

以上を踏まえて再整理しますと、結局「絶対

成禁」とは現行の「全成禁」、「手順成禁」とは現

行の「成禁」そのものではないかと。  

「177-1」は初手▲35 角成で受方玉が取られ

るため合法局面でなく作意不成立と考えます。

(「成禁」でなく「全成禁」ならおそらく完全作 ) 

 

☆以上が駒井めい氏と荻原和彦氏からいただい

たご意見です。  

共通しているのは現在の「成禁」は「案②手

順成禁」であるということです。実は WFP 作

品展で採用している「成禁」もこれです。  

「案③（現在の）成禁」は、正確に言うと「案

③」は「（現在の fmza で採用されている）成

禁」であり、WFP 作品展で適用している「成

禁」の解釈とは異なります。従って WFP177-

1 の「成禁」に「玉を取るために成ることも許

されない。詰を回避するために成ることは許

される。」という注釈を付けずに出題したのは

不適切でした。  

☆では、今後はどのように整理するかですが、

駒井めい氏の提案にあるように、「成禁」は「案

②手順成禁」を指すものとし、「案①絶対成禁」

に「駒成王取有効／無効」の付加条件を付け

ることで対処するのが有力だと思います。  

実は「絶対成禁」に付加条件を付けることで、

他の禁則との優先度を調整する考え方は「無

行駒王取有効／無効」という前例があります。 

〔例図〕無行駒王取有効／無効と絶対成禁  

 

☆ fmza のデフォルトは「無行駒王取有効」なの

で、上図を fmza で解析すると、「12 龍」「12

歩」の２つの解が出力されます。  

図はそのままで、条件に「無行駒王取無効」

を加えると、解は「12 龍」だけとなります。 

 

☆ Isardam と成禁を組み合わせる場合に「玉を

取る手に成禁を適用するか」についても、「無

行駒王取有効／無効」と同様に、「駒成王取有

効／無効」でコントロールするという案は有

力だと思います。  

これらの意見を神無次郎氏にお伝えしたとこ

ろ、次のようなご意見をいただきました。  

 

神無次郎さん  

最初の「絶対成禁」の説明で「全ての駒から

成属性を削除」としているのに、結論の「絶対

成禁＋駒成王取有効／無効」というのは、文言

の意味するところからかなり違和感を感じます。 

ということで、「絶対成禁」は「全ての駒から

成属性を削除」としておいて、「成禁（＝手順成

禁）」に「駒成王取無効」を付加するか否かとし

たほうがしっくりきます。  

とはいえ、「成禁」が「成を禁手とする」とい

う意味ではなく、「手順中に『成』が現れなけれ

ば良い」という意味であることを強く意識すれ

ば、お二方の意見も理解できます。しかし、そ

の場合「禁」では意味が強すぎると思うので、

「不成」とか「無成」とか「禁止」ではなく「存

在しない」ことを意味する名前の方が良いので

はないでしょうか？  

 

☆「成禁」の方に「駒成王取有効／無効」を付け

てコントロールするのは、「絶対成禁」の名称

や意味を変えなくて済むので、現実的な案だ

と思います。  

「成禁」の名称は既に多くの作品で使われて

いるので、名称変更は難しいでしょう。 fmza

内で別の名称を割当てるとしても、WFP 作品

展では従来の「成禁」の名称を継続して使う

ことになると思います。  

 

以上  
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推理将棋第１９６回出題  

 

 担当 Pontamon 

将棋についての話をヒントに将棋の指し手を

復元するパズル、推理将棋の第１９６回出題で

す。はじめての方は どんな将棋だったの？ - 

推理将棋入門 をごらんください。解答感想は

メールで 2026 年 4 月 10 日までに TETSU まで 

（omochabako@nifty.com） メールの題名は「推

理将棋第１９６回解答」でお願いします。 

************************************************** 

今回の出題はけいたんさんからの初級の９手と

中級の 10 手、担当からの上級の 19 手の３題で

す。 

初級と中級はとどめが角の手で歩頭と角頭の違

いです。上級は 19 手と少し長めですが、形が決

まれば手順のやり繰りだけです。 

**************************************************  

■本出題 

１９６-１ 初級 けいたん 作 

歩頭に角まで ９手 

後手の歩頭への角で王手すると同歩でだめ

な気がするが可能なのか？ 

１９６-２ 中級 けいたん 作 

角頭に角まで １０手 

先手の角の角頭への角の手なら取られない

だろうが、角の縦並びでの二枚角の可能性

も？ 

１９６-３ 上級 Pontamon 作 

右と左の詰みが計４つ １９手 

１種の駒で左右の詰み 10 個の形もあり、複

数種の駒なら 12 個も可能。さて本問の４個

の詰みの駒種とその数は？ 

************************************************** 

中間ヒント（３月２７日頃 作者） 

締め切り前ヒント（４月３日頃 Pontamon） 

************************************************** 

１９６-１ 初級 けいたん 作 

歩頭に角まで ９手 

 

「歩頭に角まで９手で詰みか」 

「３手目は歩を取る手ではないな」 

「４手目は金の着手だったね」 

「成る手はないな」 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・歩頭に角まで９手で詰み 

・３手目は歩を取る手ではない 

・４手目は金の着手 

・成る手なし 
 
**************************************************  

１９６-２ 中級 けいたん 作 

角頭に角まで １０手 

 

「角頭に角まで１０手で詰みか」 

「飛の着手があったね」 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・角頭に角まで１０手で詰み 

・飛の着手あり  

 
**************************************************  

１９６-３ 上級 Pontamon 作 

右と左の詰みが計４つ １９手 

 

「棋譜に右や左が付くのはどんな場合か知って

るかい？」 

「着手地点へ動ける同種の駒が着手地点に対し

て左右の筋に分かれている時だろう？」 

「その同種の駒配置の段も関係してくるんだよ。

左右の筋のほかに上下に分かれた段だと左・

右ではなく上・引で区別するんだ。同種の駒

が着手地点と同じ段なら左・右だね」 

「で、何なの？」 

「ごめん、ごめん。19 手目に詰める手が４つあ

って、それら全てが右か左が付く初の不成の

手という珍しい形だったんだ」 

「それでどの手を指したの？」 

「打った駒がそのまま 19 手目に動いたよ」 

「その他はどんな進行だったの？」 

「２手連続での同じ筋への着手が５回あったう

ちの１回は駒打ちに駒打ちで応じる手だった

よ。あと、自分の歩以外の同種の駒が横並び

になる手が２回あって、終局時には隅に大駒

が居たから隅の手はあったけど都（55 地点）

の手は無かったよ」 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

(条件) 

・19 手目に初の不成の手で詰んだ 

・19 手目に後手玉を詰める手が４つあり、それ

ら全てが右か左が付く不成の手 

・打った駒がそのまま 19 手目に動いた 

・２手連続での同じ筋への着手が５回あったう

ちの１回は駒打ちに駒打ちで応じる手だった 

・自分の歩以外の同種の駒が横並びになる手が
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２回あった 

・55 地点の手は無く、終局時、隅に大駒が居た 
 
**************************************************  

このコーナーで出題する問題を募集します。入

門用の易しい問題を歓迎。作者名、問題、解答、

狙いなどを記入して「推理将棋投稿」の題名で

TETSU にメール（omochabako@nifty.com）し

てください。  

**************************************************  

 

【Lortap】  

味方の駒の利きで紐が付いている駒は、敵の

駒を取ることができない。この条件は王手に

も適用され、玉を取れない場合は王手とみな

さない。  

 

（※解答は p.56 に掲載）  

 

 

 

今月の手筋 

本コーナーへの投稿を募ります。  

「例図」及び「手筋の名称」「意味」「解答」（でき

ればカードの他の項目も）記述して担当者までお

送りください。 

「手筋の名称」は既存のものがなければ、造語でも

結構です。 

また、例図は紹介する手筋以外の要素を極力排し、

“教材”に徹してくださるようお願いします。  
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推理将棋第１９４回解説  

 

 担当 Pontamon 

2026 年の年賀推理には１５名の方々から解答

をいただきました。いつも解答ありがとうござ

います。  

残念ながら年頭の回で余詰を出してしまい、大

変申し訳ありませんでした。  

**************************************************** 

１９４-１ 初級  けいたん 作 

玉腹に銀       ８手 

 

「８手で詰みか。令和８年の指し始めにはふさ

わしいかな」 

「同の着手があるね」 

「不成はないな」 

「金の着手が３回あったね」 

「玉腹に銀の着手があったな」 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・８手で詰み 

・同の着手あり 

・不成なし 

・金の着手３回 

・玉腹に銀の着手あり 

**************************************************** 

出題のことば（担当 Pontamon） 

最終手に玉腹へ銀では王手にはなりません。

先後どちらの銀をいつ玉腹へ指すのでしょう。 

作者ヒント 

非効率な駒組み（けいたん） 

締め切り前ヒント 

８手なのに金の手が３回。先手は後手に金を

差し出す手と玉の退路を塞ぐ手で、後手のト

ドメの金で３手になります。 

**************************************************** 

推理将棋１９４-１ 解答 担当 Pontamon 

 

▲48 玉、△34 歩、▲38 銀、△77 角成、 

▲68 金、△同馬、▲39 金、△58 金 まで８手 

 

  
 

（条件） 

・８手で詰み 

・同の着手あり（６手目△68 同馬） 

・不成なし（４手目△77 角成） 

・金の着手３回（５手目▲68 金、７手目▲39 金、

８手目△58 金） 

・玉腹に銀の着手あり（３手目▲38 銀） 

 

通常、タイトルに主要な条件が使われることが

多いので、玉腹への銀の手の線で検討してみま

す。居玉のままで玉腹へ銀の手を指すには、金

をどかす手、銀は直進してから斜め後ろに下が

る２手の計３手が必要になります。８手詰だと

先手の着手は４回なので玉腹への銀の手を指す

だけに３手を使うと残り１手は同の手のために

駒を差し出す手くらいなので上手く行きません。

では、後手が玉腹へ銀を打って、頭金で先手玉

を詰ます形はどうでしょうか。後手が銀を取れ

るのは最短で６手目になり、玉腹へ銀を打つ手

が最終手になるので全然駄目です。となると、

やはり玉腹への銀の手は先手の手になるので、

玉が８段目へ上がってその玉腹へ銀が上がる２

手の手順しか無さそうです。金の手が３手指す

必要があるのでそれも考慮した手順が参考図の

手順になります。同の手もあり、金の手は３手

を実現しているのですが、残念ながら手数オー

バーの 10 手でした。 

 

参考図：▲58 玉、△34 歩、▲68 銀、△77 角成、

▲78 金、△同馬、▲48 銀、△69 金、▲16 歩、

△68 金 まで 10 手 
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68地点へ直接金を打てるのなら８手で詰むので

すが、68 地点には玉腹へ上がった銀が居るので

後手は金を打てませんでした。参考図の７手目

の▲48 銀も玉腹への銀の手なので、68 地点を占

拠してしまった▲68銀を指さずに居れば後手は

８手目に△68 金を打てます。でも 79 に銀が居

るので▲同銀で取られてしまうのでいけません。

79 の銀が 78 や 88 へ動いていれば 68 地点への

利きが無くなるので△68金で詰めることが出来

るので残念なところです。しかし、たとえそれ

が出来たとしても、金の手が▲78 金と△68 金の

２手だけになってしまうので、79 の銀の利きの

問題と金の着手回数の問題を同時に解決する必

要があります。参考図を眺めていると見えてく

る配置がありました。それは全体を１筋右へ移

動させる配置です。▲48 玉に▲38 銀で玉腹の銀

の条件はクリアでき、▲68 金で金を差し出して

△同馬で取って最終手で△58 金と打てば 79 の

銀の利きが届いていなくなります。金のもう１

手は参考図と同様に金銀の壁を作るために▲39

金です。初手から、▲48 玉、△34 歩、▲38 銀の

後、不成なしの条件なので△77 角成とします。

次の金を差し出す先手の手を▲68金として△同

馬で 68 地点へ馬を配置すると最終手の△58 金

を馬で支えることができます。続けて７手目は

▲39 金で玉の退路を塞ぎ、△58 金で詰みとなり

ました。 

 

それではみなさんの短評をどうぞ。 

 

（短評） 

 

中村丈志さん「玉が左に行くとばかり思ってい

ました。」 

 

■手数が短いですし、後手の主力であろう馬が

できるのは７筋か８筋辺りなので、玉が馬に近

寄るとの推理は妥当なところですね。 

 

ＮＡＯさん「初手玉から腹銀を先に指し同の手

を残す」 

 

■条件クリアを急ぐと失敗する例が多い気がし

ますが、本問には当てはまりませんでした。 

 

RINTARO さん「馬を使うしかないので 48 玉に気

づけばあっさり。」 

 

■馬が出来る地点から遠ざかる初手▲48玉は見

え難いですね。 

 

べべ＆ぺぺさん「うまくできていると感心しま

した。ヒントがなければ解けませんでした。」 

 

■ちょっと条件数が多めですが、玉腹への銀の

条件を見つけた結果です。 

 

ほっとさん「年賀要素がちょっと弱いか。」 

 

■令和８年の８手だけだと少し苦しいか。 

 

るかなんさん「初王手条件が代わりに入らない

かなあ？」 

 

■作意と同じ詰み上がりになる手順は 18 通り

あり、その中の 12 通りは初王手で詰むものなの

で、作意順を初王手で絞るのは難しそうです。

初王手の条件を入れた全く別の条件セットを考

えるしか無さそうです。 

 

Miya さん「最初、すらすらと解けたのですが、

日がたって再度考えたときは苦戦しました。」 

 

■解けたときに手順をメモして置かないと痛い

目にあうことも．．．。 

 

桝彰介さん「玉腹の銀が、手順を決めるポイン

トでした。」 

 

■後手が攻めて来る前に玉腹の銀の条件をクリ
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アしておくのがミソ。 

 

占魚亭さん「玉腹への銀着手の最有力は 38 銀な

ので、すんなり解けました。」 

 

■どちら側の腹でも銀の手が可能な▲58玉に惹

かれなければ見つかるかも。でも銀が動いた 39

地点が玉の退路になりそうで指し難い。 

 

はなさかしろうさん「腹銀は王手でないので 8

手だと先手の 48 玉－38 銀。金 3 回でぴったり

ですね。」 

 

■そもそも後手が銀を打てるのが最短で８手目。

とどめが銀の８手は．．．． 

 

原岡望さん「玉腹に銀がかぎ」 

 

■先手の手しか無いと決まれば、２手で出来る

配置は少ないので虱潰しに調べる手もあります。 

************************************************** 

正解：１４名 

中村丈志さん ＮＡＯさん RINTARO さん 

飯山修さん piyo さん べべ＆ぺぺさん 

ほっとさん るかなんさん Miya さん 

桝彰介さん テイエムガンバさん 

占魚亭さん はなさかしろうさん 

原岡望さん 

************************************************** 

 

１９４-２ 初級  Pontamon 作 

令和８年丙午  ８手 

 

「令和８年丙午(ひのえうま)の指し初めだね」 

「今年もよろしく。60 年前の丙午の年は出生率

が 25%も下がったけど今年はどうなるかな」 

「時代が変わったからそんなの気にしないかも

ね」 

「おっと、令和８年丙午らしく、馬の手があっ

て、８手目の 88 地点の手で詰んだな」 

「初手で小駒の手を指さなかったのが敗因かな」 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・８手目の 88 地点の手で詰み 

・馬の手があった 

・初手は小駒以外 

************************************************** 

出題のことば（担当 Pontamon） 

分かっている最終手地点近くへ先手玉が行く

しか無さそうです。 

作者ヒント 

とどめは駒打ち（Pontamon） 

締め切り前ヒント 

トドメの△88 角を支えるのは 77 の馬。玉は

79 地点で詰みます。 

************************************************** 

推理将棋１９４-２ 解答 担当 Pontamon 

 

▲68 玉、△34 歩、▲76 歩、△88 角成、 

▲78 銀、△77 馬、▲79 玉、△88 角 まで８手 

 

（条件） 

・８手目の 88 地点の手で詰み（８手目△88 角） 

・馬の手があった（６手目△77 馬） 

・初手は小駒以外（初手▲68 玉） 

 

  

 

初手は小駒以外とのことなので大駒の手でしょ

うか。初手で角は動かせないので大駒の初手は

飛で確定です。最終手は 88 地点の手とのことな

ので、初手の飛を角成からの馬の手で取って、

最終手で 88 地点へ飛を打てば、先手玉は 88 地

点近くへ行かなくとも飛の射程で撃破できるか

もしれません。この方針で指してみたのが参考

図の手順になります。初手の▲78 飛から 77 地

点へ移動した飛を馬で取って▲58玉とさせれば

59地点の玉の退路は馬の利きで抑えることがで

き、58 地点の玉に対して△88 飛でとどめを刺し

たつもりでしたが、９段目の金銀があるので詰
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んでいませんでした。仮に８手目を△98 飛と打

って、▲88 銀、△同飛成としてもまだ▲68 金の

移動合いが可能なので△68 龍までの 12 手での

詰みになってしまい手数オーバーです。 

 

参考図：▲78 飛、△34 歩、▲76 歩、△88 角成、

▲77 飛、△同馬、▲58 玉、△88 飛 まで８手 

 

  
 

初手は小駒以外の手とのことで大駒の手だと思

い込んでしまったのが間違いで、初手は玉の手

なのでしょう。初手が玉で最終手が△88 角成の

手順を考えてみると、▲68 玉、△34 歩、▲76 歩、

△35 歩、▲66 角、△同角、▲78 玉、△22 角打、

▲68 銀、△88 角成の手順がありましたが、残念

ながらこの手順も手数オーバーの 10 手ですし、

馬の手が入っていませんでした。ここで、後手

の手の内訳を整理してみると、角道を開ける△

34 歩、角での駒取りの手、最終手の 88 地点へ

の手が持ち駒を打つ手だとすると、４手目の駒

取りの手は△88角成で先手の角を取る手になる

はずです。88 地点に馬が居たままだと 88 地点

へ角を打つ最終手の△88角を指せないので６手

目は 88 の馬を移動する手です。最終手の 88 地

点の角打ちを支える必要がありますが、88 の馬

は何処へ移動しても 88 地点を支えることがで

きるので、移動先は先手の陣形によって決まっ

てくるはずです。一方先手は 88 地点への角打ち

で詰みになるように玉を移動しなければいけま

せんが、88 地点の馬の利きに入らずに△88 角で

詰む地点となると 79 地点しかありません。初期

状態では 88 地点へ利きがある 79 の銀を▲78 銀

とすれば、79 地点が空くので▲79 玉を指すこと

ができるようになります。初手から、▲68 玉、

△34 歩、▲76 歩、△88 角成、▲78 銀と進めば、

７手目は▲79 玉を指せますが、玉が居た 68 地

点が玉の退路とならないように６手目の 88 の

馬移動の手で 68 地点を抑える必要があります。

つまり６手目は△77 馬で続けて▲79 玉に△88

角で詰みとなりました。 

 

それではみなさんの短評をどうぞ。 

 

（短評） 

 

ＮＡＯさん「８手目８８とはゲンがよい」 

 

■まさに令和８年の年賀推理にぴったりな条件

でした。 

 

RINTARO さん「詰め上がり図が見えているので

考えやすかったです。」 

 

■８手だと△88 角成は無理なので、△88 角か△

88 角打の角打ちまでが見えたら楽勝。 

 

べべ＆ぺぺさん「ヒントでわかりました。馬が

好手。」 

 

■締め切り前ヒントはちょっと出し過ぎだった

かも。 

 

ほっとさん「最終手が 88 への着手ならこの形。」 

 

■△88 角成だと間に合わないので 88 への角打

ちしかありませんでした。 

 

るかなんさん「この条件ならむしろ初手飛車の

方が意外性があったかも。」 

 

■本問の詰み上がりでは初手飛車の条件にはで

きないので、「初手は小駒以外」ではなく「初手

飛車」の条件に出来る別手順の話ですね。 

 

Miya さん「最後の三手はすばらしい手順だと思

います。」 

 

■△77 馬の王手に逃げた場所が悪かった。 

 

桝彰介さん「馬で玉を追い詰める手順が良かっ

たです。」 
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■条件的には 88 地点に馬が居座っていては最

終手で 88 地点の手を指せないですから。でも馬

引きを最小限にすることで△ 88 角の時に▲68

玉ができなくなっていました。 

 

占魚亭さん「「88 馬までか？」と、一瞬、思いま

した。」 

 

■△88 馬や△88 角成の形をついつい考えてし

まいます。 

 

はなさかしろうさん「8 手の代表的詰み形のひ

とつという印象があります。88 の手で詰む大本

命。」 

 

■77 地点の駒が角か馬の違いだけ。最終手△88

角の詰みはそれら２種の詰み上がりの全 12 通

りだけですね。 

 

原岡望さん「敗因は微妙ですね」 

 

■敗因は最初の王手の△77 馬に▲58 玉としな

かった手でしょうか。 

************************************************** 

正解：１４名 

ＮＡＯさん RINTARO さん 飯山修さん 

piyo さん べべ＆ぺぺさん ほっとさん 

るかなんさん Miya さん 桝彰介さん 

テイエムガンバさん はまちさん 

占魚亭さん はなさかしろうさん 

原岡望さん 

************************************************** 

 

１９４-３ 初級  Pontamon 作 

８が８つ  ８手 

 

「令和８年らしく、棋譜に数字の８が８つあっ

て８手で詰んだけど初手に数字の８は無かっ

たよ」 ※ 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・８手で詰み 

・棋譜に数字の８が８つ ※ 

・初手に数字の８は無し 

 

※棋譜表記は筋も段も算用数字を使用し、同の

手の棋譜には数字は無いものとし、「"８"手目」

の８はカウントしません。 

************************************************** 

出題のことば（担当 Pontamon） 

同の手が無いとは言っていないけど８段目や

８筋の同の手の８はノーカウント。 

作者ヒント 

馬の手あり（Pontamon） 

締め切り前ヒント 

本作も 88 地点の手が２回ありますが２回目

は先手の▲88 銀なので、銀の利きが無くなっ

た８段目を活用します。 

************************************************** 

推理将棋１９４-３ 解答 担当 Pontamon 

 

▲76 歩、△34 歩、▲78 金、△88 角成、 

▲48 銀、△78 馬、▲88 銀、△68 金 まで８手 

 

（条件） 

・８手で詰み 

・棋譜に数字の８が８つ（３手目▲78 金、４手

目△88 角成、５手目▲48 銀、６手目△78 馬、

７手目▲88 銀、８手目△68 金） 

・初手に数字の８は無し（初手▲76 歩） 

 

  
 

棋譜に数字の８が８つある８手となると、平均

は１手にひとつの８があれば良いことになりま

す。つまり、８筋の手か８段目の手を指せば良

いので簡単そうです。と言うのも、忘れかけた

頃に出題される飛先の歩を突く手順を使えそう

だからです。その方針で指してみたのが参考図
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の手順です。元は７手詰の手筋なので、１手増

やすために初手を▲68 玉ではなく▲58 玉とし

て時間調整しています。しかし、条件を確認し

てみると初手には８が付かないとのことなので

参考図の手順は失敗手順でした。しかも、馬の

手もありませんでした。 

 

参考図：▲58 玉、△84 歩、▲68 玉、△85 歩、

▲78 玉、△86 歩、▲68 飛、△87 歩成 まで８手 

 

  
 

初手は６段目への歩突きか８段目への駒移動し

かないので、８が付かない初手は８筋以外の歩

を突く手で間違いないでしょう。平均では１手

にひとつずつ８が付けば良いはずでしたが、初

手は８が付かない手なので 88 地点の手を指し

て８を稼がなければいけません。馬の手が必要

なので後手の角が出ていけるように２手目に角

道を開ける△34 歩なら、この２手目にも数字の

８が付かないので 88 地点の手を２回指す必要

があります。そこで考えたのが▲76 歩の初手か

ら始まる▲76 歩、△34 歩、▲48 銀、△88 角成、

▲78 金、△同馬、▲88 銀、△68 金の手順です。

初手と２手目には８が付かないので、88 地点の

手を２回指して、他の手は全て８段目の手を指

すことによって８の数字が８つになるはずです。

でも棋譜を確認してみると６手目が 78 地点の

金を取る△同馬だったので棋譜に８の数字が無

く、数字の８は７つしかない失敗手順でした。

失敗の原因は、最終手で打つ金を取るための△

同馬の手なので、金を取る手が△78 馬になるよ

うに手順を変更すれば良さそうです。先手の▲

78金を５手目ではなく３手目に早めるか後手が

78地点の金を取る手を遅くして△同馬ではなく

△78 馬の棋譜にすれば良いのですが、馬の手を

指さなければいけない後手は、２手目に角筋を

開ける△34 歩、４手目は角成で馬を作る手、８

手目は金を打って詰める手なので金取りの手は

６手目にしか指せないので、馬の手を遅くする

ことはできません。つまり、▲78 金を３手目に

早めることによって６手目の金を取る手を△同

馬から△78 馬にすれば解決です。初手からは、

▲76 歩、△34 歩、▲78 金です。４手目の馬を作

るための角成の手は 77 地点と 88 地点が可能で

すが、△77 角成だと王手になるので△88 角成で

す。これが最初の 88 地点の手になりますが、次

の手番の６手目に△78馬で金を取ることによっ

て 88 地点を空けることができます。４手目の△

88 角成に続いて５手目は玉の退路を塞ぐ▲ 48

銀に△78 馬で金を取ります。88 地点が空いたの

で７手目は２回目の 88 地点の手になる▲88 銀

を指して 68 地点への利きを無くすことによっ

て最終手の△68金で先手玉を詰めることができ

ました。 

 

それではみなさんの短評をどうぞ。 

 

（短評） 

 

ＮＡＯさん「８づくしの年賀推理。パラ 632 と

ほぼ被りましたね」 

 

■12/30 に詰パラが届いた際、「令和８年の年賀

推理はどうしても似てくるのは仕方ないか」と

Ｘで呟いてました。出題稿を送付済みだったし

完全に被っている条件ではなかったので「条件

が違えば別作品」としてそのまま出題しました。 

 

RINTARO さん「88 地点の手を複数入れる手順を

考える。」 

 

■初手で８の手を指せない分、88 地点の手を指

せば良いですからね。あとは回数．．．。 

 

ほっとさん「シンプルな条件で、今回の８手の

中では一番。」 

 

■出題時、急に気になったのは棋譜の手番表記。

実際に棋譜を見たことは無いので外れているか

もしれないけど、８手目の手番の８をカウント

されるとマズイと思い註釈を追加しました。 
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るかなんさん「初手の条件が無ければ 87 歩成で

簡単。これで居玉は意識の埒外。」 

 

■はい。「８手全ての棋譜に８の数字があり、数

字の８は全部で８個だった」も考えましたが多

数の余詰を排除するには「初手は８筋」とでも

しなければいけない感じでした。 

 

Miya さん「８８銀が好手すぎます。」 

 

■８をふたつ稼ぎながら 68 地点への利きを外

す一石二鳥の好手でした。 

 

桝彰介さん「条件から、玉も 8 段目に移動する

かと思いきや、居玉のまま詰むのは意外でした。」 

 

■８段目の手として玉の手がありそうな気がし

ますね。 

 

占魚亭さん「88 地点への着手が２回必要と気付

くかどうかで解図時間が変わりそう。」 

 

■２手目△34 歩は８が無いので 88 地点の手が

必要になるけど、初手の▲76 歩を埋める 88 地

点の手は気付いても△34 歩は△88 角を指すた

めの手だと思い込んでしまうと 88 地点の手で

補足することを忘れてしまうかも。 

 

はなさかしろうさん「8 のつく手が 8 手だと後

手 8 筋歩突きがあるのですが、初手 8 なしだと

角の活用なので 88が 2回必要になるのですね。」 

 

■はい、先後ともに角道を開ける歩突きの２手

分の８が足りなくなるので 88 地点の手は２回

必要です。 

 

原岡望さん「こういう条件があるとは」 

 

■令和８年の年賀推理作品だからこそ思い付い

た条件と言えます。条件に合う手順を自分で探

すことになるのが少し辛いけど。全手順に渡る

条件だと普通なら全て同じ筋の着手とかがこの

類かな。 

************************************************** 

正解：１１名 

ＮＡＯさん RINTARO さん 飯山修さん 

piyo さん ほっとさん るかなんさん 

桝彰介さん テイエムガンバさん 

占魚亭さん はなさかしろうさん 

原岡望さん 

************************************************** 

 

１９４-４ 中級  Pontamon 作 

令和８年の年賀推理  １１手 

 

「あけましておめでとう。今年も元旦から年賀

状書きか。今年の年賀推理はどんな感じ？」 

「５筋の着手は無くて、先手は７手目以降、６

筋、７筋、８筋の順で指して 11 手で詰めるん

だ。11 手目は８筋の駒を動かす手だよ」 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・11 手で詰み 

・５筋着手無し 

・先手は７手目以降は６筋、７筋、８筋の順に

指した 

・11 手目は８筋の駒を動かした 

************************************************** 

出題のことば（担当 Pontamon） 

詰みまでの先手の残り３手は６～８筋の手で

す。後手玉は何処？ 

作者ヒント 

午 年 な の で 最 終 手 は も ち ろ ん 馬 の 手

（Pontamon） 

締め切り前ヒント 

作者恒例の年賀推理は△12玉を馬単騎で詰め

る形で、今年は▲89 馬がトドメ。この手を有

効にするための６筋の手と７筋の手を指しま

す。 

************************************************** 

推理将棋１９４-４ 解答 担当 Pontamon 

 

▲76 歩、△42 玉、▲33 角不成、△32 玉、 

▲88 角成、△24 歩、▲66 歩、△23 玉、 

▲77 桂、△12 玉、▲89 馬 まで１１手 

 

（条件） 

・11 手で詰み 

・５筋着手無し 

・先手は７手目以降は６筋、７筋、８筋の順に

指した（７手目▲66 歩、９手目▲77 桂、11 手

目▲89 馬） 

・11 手目は８筋の駒を動かした（５手目▲88 角
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成－11 手目▲89 馬） 

 

  
 

最終手が８筋の成駒を８筋上を動かす手なので、

先手は８筋へ成駒を配置する必要があります。

容易い感じがするのですが、それ以前の手は６

筋と７筋の手を指す必要があるので忙しそうで

す。でも、馬なら３手目に作ることができるの

で、その馬を８筋へ転回すればいいだけのこと

でしょう。この方針で指してみたのが参考図の

手順になります。上手く解けたと思ったのです

が、先手の６筋、７筋、８筋の手が５手目から

始まっているので７手目から始まるという条件

をクリアできていませんでした。着手筋が一筋

ずつ移動できる桂を使ってみてはどうでしょう。

▲76 歩、△62 玉、▲55 角、△72 玉、▲77 桂、

△62 銀、▲65 桂、△92 香、▲73 桂成、△71 玉、

▲82 成桂の手順なら、７手目の▲65 桂から７筋

の▲73 桂成と８筋への成駒の手の▲82 成桂に

なっているものの、最終手は８筋の成駒の手で

はなく７筋の成駒を動かす手なので条件をクリ

アできません。 

 

参考図：▲76 歩、△34 歩、▲22 角不成、△42

飛、▲66 角成、△62 玉、▲74 角、△72 玉、▲

84 馬、△62 金、▲83 馬 まで 11 手 

 

  
 

８筋へ成駒を配置する手は７手目の６筋の手よ

りも前に終わっておく必要があるということに

なります。３手目に馬は作れますが、その次の

５手目に 84 地点へ馬を配置するにはワープの

反則しかありません。しかし８筋へ馬を配置で

きる地点があり、それは 88 地点です。さて、こ

こからが問題です。７手目は６筋の手で９手目

が７筋の手で、最終手の 11 手目はこの 88 地点

の馬を８筋へ動かす手で後手玉を詰める必要が

あります。88 地点の馬が移動できる８筋の地点

は 87地点か 89地点のどちらかしかありません。

と言っても初期配置では 87 地点には歩、89 地

点には桂が居るので後手に取って貰うか先手が

動かさないとそれらの地点への馬移動ができま

せん。この後の先手の着手は６筋の手、７筋の

手、88 の馬を８筋へ移動する手で確定している

ので、▲86 歩は指せないので必然的に 89 地点

の桂を移動する▲77 桂を指して、空いた 89 地

点へ最終手の▲89 馬を指すことになります。▲

89馬で後手玉を詰めるとなると後手玉は何処に

居るのでしょうか。89 の馬の利き筋を後手陣ま

で見て行くと 12 地点を睨んでいることが分か

り、△12 玉を馬単騎で詰める詰み形を思い出せ

ます。後手の手は、△24 歩で玉の移動経路を作

って△42 玉、△732 玉、△23 玉、△12 玉の玉移

動です。先手が角成を出来るのは 22 地点ではな

く 33 地点になりそうですが後手玉が居るので

２手目に△24 歩を指すと 33 地点の歩取りが王

手になって 51 の玉は 12 地点へ向かうことがで

きません。なので２手目は△24 歩ではなく△42

玉です。３手目に▲33 角成を指すと後手玉の行

き場が無いので、３手目は▲33 角不成として△
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32 玉を指せるようにします。初手から、▲76 歩、

△42 玉、▲33 角不成、△32 玉となり、５手目は

角を 88 へ引いて成る▲88 角成です。そこで後

手の６手目は△24 歩として 12 地点への玉の移

動経路を作ります。７手目の６筋の手は 89 地点

の馬で 12 地点の玉へ馬の利きを通すための▲

66 歩です。続けて△23 玉、▲77 桂、△12 玉、

▲89 馬で詰みとなりました。 

 

それではみなさんの短評をどうぞ。 

 

（短評） 

 

ＮＡＯさん「11 手目８筋はてっきり前進の手か

と思い込み苦戦。」 

 

■後手陣での８筋前進の手でしょうか？93の馬

とか 73 の成桂が８筋へ移動して詰ます形はあ

ったように思いますが、後手陣の８筋の成駒が

８筋上を移動する詰み形は無いようです。 

 

RINTARO さん「5 手目に 5 筋を使わずに 8 筋に馬

を作る手順は 88 に作る手順しかなく、同時に詰

め上がり図が見えました。」 

 

■５筋の手なしの条件がヒントになったようで

すね。 

 

飯山修さん「毎年恒例のシリーズがいつ迄続く

か楽しみです」 

 

■来年は令和９年だから９筋とか９手目とかの

条件をまだ使えるのかも。令和 10 年以降は無理

かな？ 

 

piyo さん「89 馬の筋が全く浮かばず、98 角～

86歩などの筋を考えてしまってはまりました。」 

 

■▲98 角、▲86 歩の空き王手ですか。 

 

べべ＆ぺぺさん「この詰みは素敵な形。」 

 

■実は、2022 年の年賀推理から続いている同様

の詰み上がり図なんです。 

 

ほっとさん「左辺で詰めようとするとうまくい

かない。作意は雄大な手順。」 

 

■左辺の後手陣辺りで詰めようとするとどれか

の条件が邪魔になるような条件設定に苦慮しま

した。 

 

るかなんさん「77 桂 84 王 85 馬までみたいな形

もありそうだけど 73 地点を塞げないか。」 

 

■86 地点へ馬を配置するのも難しそう。 

 

桝彰介さん「締切前ヒントでゴールが分かった

ので解けました。」 

 

■恒例の詰み形を予想していれば早かったかも

しれませんね。 

 

占魚亭さん「左辺で詰ますことしか考えていな

かったので、この筋は盲点でした。」 

 

■恒例の詰み形を思い出させないようにする条

件設定が大変な作業になってきています。いつ

まで続けられるか．．．。 

 

はなさかしろうさん「本問は完全にやられまし

た。攻方の手が余る筋なので 11 手では完全に視

界の外でした。第 1 ヒントで 88 に馬を作るしか

ないことが確定したのに、それから幾夜も思い

つかず。 

シンプルで分かりやすい割に強固な限定のかか

る条件付けで、愕然の解き心地でした。」 

 

■解答強豪者の何人かが手こずったようなので

成功作だったと言えますね。 

 

原岡望さん「ヒント頼み。雄大な構想ですね。」 

 

■最初作った時は先手の残り３手は８筋、７筋、

６筋の順だったのですが、令和８年なら８筋を

最後にするのが良いかと思い変更しました。 

************************************************** 

正解：１２名 

ＮＡＯさん RINTARO さん 飯山修さん 

piyo さん べべ＆ぺぺさん ほっとさん 

るかなんさん 桝彰介さん  

テイエムガンバさん 占魚亭さん 

はなさかしろうさん 原岡望さん 

************************************************** 

 

１９４-５ 上級  けいたん 作 
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玉尻の角３回  １１手 

 

「元日の指し始めは 51 地点の手は無く翌日に

なって 11 手で詰んだか」 

「玉尻に角の手の着手が３回あったな。12 の着

手があった指し初めは 1 月 2 日の終局になっ

たな」 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・11 手で詰み 

・51 地点の手は無し 

・玉尻に角の手の着手が３回あった 

・12 の着手あり 

************************************************** 

出題のことば（担当 Pontamon） 

玉尻へ角の手を３回指すには、玉の位置や先

後の角など検討項目が多そうです。 

作者ヒント 

角成は角の手（けいたん） 

締め切り前ヒント 

35地点の玉の玉尻へ３回目の角の手を指して

詰ませます。 

余詰修正 

会話の「元日の指し始めは」の直後に「51 地

点の手は無く」を追加挿入させていただき、

条件には「・51 地点の手は無し」を追加 

余詰再修正 

最後の会話の「３回あったな」の直後に１文

を追加して「玉尻に角の手の着手が３回あっ

たな。12 の着手があった指し初めは 1 月 2 日

の終局になったな」にして、条件に「12 の着

手あり」を追加 

************************************************** 

推理将棋１９４-５ 解答 担当 Pontamon 

 

▲76 歩、△34 歩、▲22 角成、△42 玉、 

▲12 馬、△33 玉、▲32 角、△24 玉、 

▲23 角不成、△35 玉、▲34 角成 まで１１手 

 

（条件） 

・11 手で詰み 

・51 地点の手は無し 

・玉尻に角の手の着手が３回あった（７手目▲

32 角、９手目▲23 角不成、11 手目▲34 角成） 

・12 の着手あり（５手目▲12 馬） 

 

  
 

玉尻への角の手と聞くと真っ先に思い出すのは

△52 玉の玉尻への▲51 角不成の形でしょう。担

当が推理将棋に出会った頃に▲51角不成で金を

取って７手目に金を打って詰める７手に驚かさ

れました。この推理将棋らしい手順を元にして

玉の斜め移動に合わせて玉尻への角移動を続け

れば都詰にできるはずです。その方針で指した

のが参考図の手順になります。最初の暗算では、

52 地点の玉が 55 へ移動するのに３手で、先手

は角不成で２回目の玉尻への着手後に３回目の

玉尻は▲53 角成とすれば、△55 玉に▲56 金の

頭金だと目論んでいたのですが、52 地点からだ

と△44 歩を突いて 43 地点を経由する必要があ

って手数オーバーになりました。先手は待ちの

手として▲77桂を指しているのでトドメは▲56

金でも▲46金でも良い非限定になっていたので

作意できないことに気付きました。 

 

参考図：▲76 歩、△52 玉、▲33 角不成、△51 金

左、▲同角不成、△44 歩、▲77 桂、△43 玉、▲

42 角不成、△54 玉、▲53 角成、△55 玉、▲46

金 まで 13 手 
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後手玉が 52 地点のまま動かずに先手の角を３

回 51 地点へ指すには 51 地点の角を移動してか

ら再度▲51 角不成を指す必要があり、２回目の

▲51 角不成は９手目になってしまうので 11 手

で３回の▲51 角不成はできません。やはり後手

玉の斜め移動に先手角が付いて行く手筋の方が

効率が良さそうです。と言っても参考図の手順

のように最初の玉尻の角の手が５手目だと 52

地点の玉の斜め移動ができないので道を作るた

めの歩突きが入ってしまいます。となると玉の

最初の位置は△42 玉が良さそうです。でも玉が

角筋を斜めに移動するのであれば、玉尻の角は

筋違いの角の手になります。と言うことは先手

は後手の角を取って玉尻へ打つのを最初の玉尻

の角の手にする必要があります。初手から、▲

76 歩、△34 歩と双方とも角道を開ければ、先手

は 22 の角を取れるし後手は４手目の△42 玉か

ら 33 地点へと角筋の移動ができるはずです。問

題は３手目に 22 の角を取った先手の角／馬が

居ると△33 玉を指せないことです。たとえば３

手目から▲22 角不成、△42 玉、▲13 角成とし

て玉尻の角の手を指せるように６手目を△51金

左にして 7 手目から▲41 角、△33 玉、▲32 角

不成、△44 玉とすると３回目の玉尻の角の手の

11 手目を▲43 角成で王手するしかなく、△同玉

で詰みません。玉尻の角の手を指せるようにし

た協力手の△51 金左が災いになったようです。

それならば、△33 玉に▲32 角を１回目の玉尻の

角の手にしたいところですが 22 の角を取った

先手の駒が 33 地点に利いているのでそもそも

△33 玉を指せません。先手の 22 の駒の利きを

33 地点から外す必要があります。３手目▲22 角

成から△42 玉、▲21 馬と 33 地点への利きを外

すと、△33 玉、▲32 角、△44 玉、▲43 角不成、

△55 玉、▲54 角成で詰むかと思っても△同歩で

詰みません。そこで 33 地点への馬の利きを外す

５手目を▲12 馬にすると、続けて△33 玉、▲32

角、△24 玉、▲23 角不成、△35 玉、▲34 角成

が５手目の▲12馬が支えとなって無事詰みとな

りました。 

 

余詰について 

 

飯山さんからの余詰指摘は 51 地点の玉尻の角

の手を先手だけではなく後手の角も使う手順 

▲76 歩、△52 玉、▲33 角不成、△51 金左、▲

同角不成、△33 角、▲73 角不成、△51 角、▲同

角不成、△32 銀、▲42 金 まで 11 手 

でした。 

 

ＮＡＯさんからの余詰修正条件での余詰指摘は

作意の詰み形を一筋ずらした手順 

▲76 歩、△52 玉、▲33 角不成、△44 歩、▲22

角不成、△43 玉、▲42 角、△34 玉、▲33 角左

不成、△45 玉、▲44 角成 まで 11 手 

でした。 

 

粗検、大変申し訳ありませんでした。 

 

それではみなさんの短評をどうぞ。 

 

（短評） 

 

ＮＡＯさん（双方解）「詰上がりは中段玉に馬２

枚。余詰順は一路ずれてたのか、なるほど。 

二段階の修正だったので仕方ないが 12 着手指

定なら"51 の手無し"は不要かも。」 

 

■再々修正は避けなければいけないので再修正

はネタばらしような感じになってしまいました。

最初の修正は不要になってました。 

 

RINTARO さん「35 玉で詰むという最終ヒントで

瞬殺でした。」 

 

■35 の玉が詰むと言っても過去作だと、「134-2 

３筋の歩突きまで」の 36 歩まで、「163-2 ４６

角成まで」の 46 角成まで、「170-3 縦と斜めを

交互に」の 25 飛まで、「179-2 駈込み推理将棋」

は 12 手なので 34 歩の突き歩までのように玉頭
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とか玉腹への手で詰むものが多かったのでまだ

紛れがあったかもしれませんが、玉尻を明かし

ているので 34 角成は見え見えでした。ちょっと

甘過ぎなヒントでした。 

 

飯山修さん（双方解）「35 で詰むとは思っていな

かった。これは成程ですね。余詰順より遥かに

いい。」 

 

■余詰検討の際、51 角不成の手は先手だけが指

すには手数が足りないので大丈夫だっ思い込ん

でいました。粗検、申し訳ありませんでした。 

 

piyo さん「角の手３回なので 22 角「成」はかな

りやりにくく盲点となりました。あと、1 回くら

いは後手角の手があるのかなと本出題ヒントに

うまくまやかされてしまいました。締め切り前

ヒントで条件狭まってようやく。」 

 

■角不成の手を指さないといけない予定なので、

いきなり３手目の 22 角成は指し難いですね。 

 

ほっとさん（双方解）「余詰筋の方が先に見えて

首を捻る。51 を使わずに詰ますことができると

は。」 

 

■玉尻へ打つ筋違い角からの追跡劇が可能でし

た。 

 

るかなんさん「まず 51 角から読んでました。12

の着手を明かすのは悔しいところですね。」 

 

■51の着手を拒絶すれば余詰修正できると思っ

たのですが、それでも余詰があったので 12 着手

を明かすという奥の手しかありませんでした。 

 

桝彰介さん「頭だけでなく、尻も丸い角でどう

詰ますかと考えてたら、ヒントの「角成りは角

の手」で解決しました。」 

 

■駒を成る手は生駒の手で、指し終わった時に

成駒に変わっているという認識ですね。 

 

占魚亭さん（双方解）「「７六歩、５二玉、３三角

成（or 不成）、４四歩、２二馬（or 角成/角不成）、

４三玉、４二角、３四玉、３三角不成、４五玉、

４四角成まで」が最初に見えたものの成生非限

定なので悩んでいましたが、12 着手の追加でス

ッキリ。51 着手の筋も見つけようとしたけど、

全く見えません。」 

 

■難しい手順の方の余詰を見つけられていたの

ですね。51 地点の方は先手と後手の角で回数を

稼ぐ手筋でした。 

 

はなさかしろうさん（双方解）「76 歩、52 玉、

33 角生、51 金左、同角生、33 角、62 角生、51

角、同角生、32 銀、42 金までのような手順を 51

地点なしで封じられてみると、さてどうしたも

のかと。玉を追跡する角の動きが面白く、馬の

強さが際立つ詰め上がりでした。」 

 

■玉の周りのマスには玉尻の馬が１枚あるだけ

の詰み上がり。７段目に並んでいる初期配置の

歩がいい仕事をしていました。 

 

原岡望さん「これもヒント頼み。12 馬が妙手」 

 

■最終手を支えるとともに玉移動ができるよう

に 22 地点から遠ざかる好手でした。 

************************************************** 

正解：１１名 

ＮＡＯさん RINTARO さん 飯山修さん 

piyo さん ほっとさん るかなんさん 

桝彰介さん テイエムガンバさん 

占魚亭さん はなさかしろうさん 

原岡望さん 

************************************************** 

 

１９４-６ 上級  はなさかしろう 作 

午年の指し初め 2026  ４３手 

 

「あけましておめでとう！ 今年は午年だね」 

「謹賀新年！ 午は動物で馬、成角の馬に桂馬

と、将棋に縁があるね」 

「ではさっそく、よろしくお願いします。馬っ

て美しいよね」 

「よろしくお願いします。かつては旅の伴だっ

たね。人や荷を運んでくれた」 

「それなら 1 月 1 日に因んで、成角の方の馬を

11 手指そうか」 

「旅する 2 頭の馬だね。広くあまねく、すべて

の筋に行ってもらおう」 

「今は競馬で見るくらいだけど、年初の競馬は

金杯だね。金から始めよう」 

「了解…と、桂馬は 26 手目に 26 に指したね。



52 

おさらいしようか。 

 ・43 手で詰んだ 

 ・馬の手は 11 手あり、最初の 9 手ですべての

筋に着手した 

 ・馬で歩を取る手は 9、11、15、17、24、39 手

目 

 ・1～4 手目は 3、4、5、6 筋の順に金の手 

 ・5 手目と 6 手目は同じ筋 

 ・8、10 手目は歩 

 ・後手は 14～22 手目に小駒で 5 連続駒取りを

した 

 ・19、21 と 27、29、31 手目は 1、3、4、6、8

筋の順で先手陣内から 6 段目への前進 

 ・23、25 手目は飛で駒取り 

 ・26 手目は 26 桂 

 ・28、30 手目は馬で 9 段目の駒取り 

 ・33 手目は 32 手目に打った桂の尻への桂打

ち 

 ・34 手目は桂と 3 枚の歩で上下左右を囲まれ

た地点への馬の手 

 ・36～38 手目は順に香で香を取る手、6 段目

への香の手、香を 1 マス進める手 

 ・40～43 手目は 4 種類の駒による奇数段目か

ら 2 段目への手 

 ということだったね」「うん。指し初めらしい

一局だったね」 

「「というわけで、本年もよろしくお願いしま

す！！」」 

 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・43 手で詰んだ 

・馬の手は 11 手あり、最初の 9 手ですべての筋

に着手した 

・馬で歩を取る手は 9、11、15、17、24、39 手

目 

・1～4 手目は 3、4、5、6 筋の順に金の手 

・5 手目と 6 手目は同じ筋 

・8、10 手目は歩 

・後手は 14～22 手目に小駒で 5 連続駒取りをし

た 

・19、21 と 27、29、31 手目は 1、3、4、6、8 筋

の順で先手陣内から 6 段目への前進 

・23、25 手目は飛で駒取り 

・26 手目は 26 桂 

・28、30 手目は馬で 9 段目の駒取り 

・33 手目は 32 手目に打った桂の尻への桂打ち 

・34 手目は桂と 3 枚の歩で上下左右を囲まれた

地点への馬の手 

・36～38 手目は順に香で香を取る手、6 段目へ

の香の手、香を 1 マス進める手 

・40～43 手目は 4 種類の駒による奇数段目から

2 段目への手 

************************************************** 

出題のことば（担当 Pontamon） 

今年も恒例のあぶりだしでしょうか？そうな

らあの漢字でしょうね。 

作者ヒント 

馬の 9 手目にあたる 34 手目で前半の先手馬

と後手歩が確定しますが、6手目の 4択と 23、

25手目の飛の動きの選択は詰みに絡んで決ま

ります（はなさかしろう） 

締め切り前ヒント 

作者恒例の年賀推理は干支の字のあぶり出し

です。今年はもちろん「午」。トドメの▲62 馬

は、▲33 角成、▲23 馬、▲13 馬、▲35 馬、

▲45 馬、▲63 馬、▲73 馬と８地点で馬を見

せて後手玉を詰めます。 

************************************************** 

推理将棋１９４-６ 解答 担当 Pontamon 

 

▲38 金、△42 金、▲58 金、△62 金、 

▲76 歩、△72 銀、▲33 角成、△44 歩、 

▲23 馬、△45 歩、▲13 馬、△88 角成、 

▲35 馬、△17 香成、▲45 馬、△27 成香、 

▲63 馬、△38 成香、▲16 香、△39 成香、 

▲36 歩、△29 成香、▲同飛、△97 馬、 

▲21 飛成、△26 桂、▲46 歩、△79 馬、 

▲66 歩、△89 馬、▲86 歩、△55 桂、 

▲54 桂、△56 馬、▲93 香不成、△同香、 

▲96 香、△94 香、▲73 馬、△52 玉、 

▲32 龍、△22 銀、▲62 馬 まで４３手 

 

（条件） 

・43 手で詰んだ 

・馬の手は 11 手あり、最初の 9 手ですべての筋

に着手した 

・馬で歩を取る手は 9、11、15、17、24、39 手

目 

・1～4 手目は 3、4、5、6 筋の順に金の手 

・5 手目と 6 手目は同じ筋 

・8、10 手目は歩 

・後手は 14～22 手目に小駒で 5 連続駒取りをし

た 

・19、21 と 27、29、31 手目は 1、3、4、6、8 筋
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の順で先手陣内から 6 段目への前進 

・23、25 手目は飛で駒取り 

・26 手目は 26 桂 

・28、30 手目は馬で 9 段目の駒取り 

・33 手目は 32 手目に打った桂の尻への桂打ち 

・34 手目は桂と 3 枚の歩で上下左右を囲まれた

地点への馬の手 

・36～38 手目は順に香で香を取る手、6 段目へ

の香の手、香を 1 マス進める手 

・40～43 手目は 4 種類の駒による奇数段目から

2 段目への手（〇手目〇〇〇） 

 

  
 

着手のヒントがたくさんでているので見ていき

ます。 

 

初手から４手目までは筋指定での金の手とのこ

となので、▲38 金、△42 金、▲58 金、△62 金

で確定しています。 

 

５手目と６手目は同じ筋とのことですが、９手

目に馬で歩を取らないといけないので５手目は

馬を作るために角道を開ける▲76 歩で、６手目

も７筋の手なので△72 金／△72 銀／△72 飛／

△74 歩の４択ですが、４手目に指した△62 金を

再度 72 へ動かす手では無さそうです。 

 

８手目と 10 手目は歩の着手ですが、手順前後を

避けれるのは同じ歩を連続で突く手になるでし

ょう。 

 

９手目は馬で歩を取る手なので、▲23 馬か▲43

馬の２択。 

 

７手目は９手目に馬で歩を取れるように馬を作

る角成の手ですが、この時点で角成が可能なの

は▲33 角成だけです。 

 

11 手目 

 

12 手目 

 

14手目から５連続の駒取りは全て小駒での手な

のですが、８手目と 10 手目の歩の手で７筋の歩

の連続着手をしてあれば 14 手目に△76 歩で先

手の歩を取れますが、その後の駒取りが続きま

せん。後手の駒が先手陣へ利いている状況を作

っておく必要があることが分かるので、９手目

と 11 手目の馬で歩を取る手は▲23 馬と▲13 馬

が決まります。その後馬は全ての筋へ行く必要

があるので 13 手目に△35 馬で馬が 13 地点から

どけば 14 手目に△17 香成で歩を取ることがで

きます。17 地点の成香で残り４枚の駒を取って

行くことになります。後々に先手は６段目へ前

進する手を１、３、４、６、８筋の順で指す必要

があるので、17 地点の成香で残り４枚の駒を取

って行く際に 37 の歩を取ってはいけませんし、

16 地点へ前進する手も先手は指すので 19 の香

は取れません。取れそうな駒は 27 の歩、28 の

飛、38 の金、29 の桂、39 の銀のうちの４枚にな

りそうですが、26 手目に△26 桂の手を指すこと

になるので△29成香で桂を取っておく必要があ

ります。 

 

37手目に先手は６段目へ香の手を指す必要があ

るので、後手が４枚の駒を取った成香を先手は

取っておく可能性がありそうです。23 手目は飛

での駒取りになっているので、22 手目が△29 成

香で 23 手目が▲同飛のようです。となると 17

地点の成香が４枚の駒を取って行く手順は、△

27 成香、△38 成香、△39 成香、△29 成香の順

で歩、金、銀、桂を取る手順が決まります。25 手

目の飛での駒取りは２筋でもあるし 33 手目に

桂打ちをしなければいけないので 21 の桂を飛

で取る手でしょう。となるとこれまでの手順の

中に 22 の後手角が角成する手があったはずで

す。28 手目と 30 手目で馬で９段目の駒を取ら

なければいけないからです。馬で全筋へ着手す

る条件があったので△88 角成をした後に 24 手

目が馬で歩を取る手なので△97 馬で 28 手目と

30 手目が△79 馬と△89 馬と思われます。 
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ここまでの予想図を参考図として掲載しました。 

 

  
 

34 手目は、３方向が歩で桂の駒尻への馬の手と

のことなので△56 馬になり、32 手目に打った桂

尻への桂打ちが 33 手目とのことなので、32 手

目からは△55 桂、▲54 桂、△56 馬です。 

 

36 手目は香で香を取る手なので 35 手目は 36 手

目を指せるように▲93 香不成として△同香が

36 手目です。 

 

37手目の６段目への香の手は６段目で唯一空い

ている９筋への△96 香、38 手目の香を１マス進

める手は△94 香になります。 

 

40 手目からの最後の４手は、奇数段から２段目

への手となっていますが、２段目へ行ける駒で

奇数段にあるのはちょうど 21 の龍、31 の銀、

51 の玉、71 の銀の４枚なので手順を検討してみ

ます。まず最初の 40 手目ですが、31 の銀を動

かすと王手放置の反則になるのでここは玉を動

かす手の△52 玉で、41 手目は▲32 龍で 41 地点

を抑えます。先手の駒で見えているのはこの龍

だけですが、とどめの 43 手目に動かせる駒とし

て参考図の 35 地点に居る馬が 73 地点に居る状

態になっていて 43 手目は▲62 馬のはずです。

参考図の状況からだと 42 手目は△22 銀か△72

銀になりますが、６手目の４択として上がって

いた△72 銀が６手目であれば、最終４手の中に

△72 銀はありません。 

 

参考図以降の手を参考図に反映してみると、43

から 63 までの歩があっても「午」の字があぶり

出しになっていますが、▲35 馬が▲63 馬に移動

する間の着手や、△88 角成のタイミングなどが

手順から抜けているので初手から再検討してい

きます。初手から、▲38 金、△42 金、▲58 金、

△62 金、▲76 歩、△72 銀、▲33 角成の７手目

までは確定していて、８手目と 10 手目の歩の手

が未確定です。手順前後が無いとすれば 10 手目

と 12 手目で同じ歩を２回突くはずです。次に未

確定なのは 12 手目です。その次は 15 手目と 17

手目では馬で歩を取る手となっています。着手

筋条件があったので 13 地点の馬を△35 馬とし

ていますが、15 手目と 17 手目では馬で歩を取

る必要があるので▲53 馬から 43 か 63 の歩を取

れますが 34 手目に△56 馬の手があるので 15 手

目に５筋の馬の手は指せません。と言って、35

地点の馬は初期状態の歩を取るなら 53 の歩し

かありません。ここで 10 手目と 12 手目の歩の

条件が助けとなります。つまり 10 手目は△44 歩

で 12 手目が△45 歩であれば 15 手目に▲45 馬

で歩を取ることができ、続けて 17 手目は▲63 馬

です。参考図からの詰み上がり推定図で余分だ

った 43 と 63 の歩がこれで無くなります。未確

定の 12 手目には△88 角成を指せます。８手目

から△44 歩、▲23 馬、△45 歩、▲13 馬、△88

角成、▲35 馬と進み 14 手目からは△17 香成、

▲45 馬、△27 成香、▲63 馬、△38 成香、▲16

香、△39 成香、▲36 歩、△29 成香、▲同飛、△

97 馬、▲21 飛成です。25 手目は成なのか不成

なのかこの時点では未確定ですが、41 手目に▲

32 龍を指せるように▲21 飛成としておきます。

続けて 26 手目の指定打の△26 桂から続いて▲

46 歩、△79 馬、▲66 歩、△89 馬、▲86 歩、△

55 桂、▲54 桂、△56 馬となり 34 手目の△56 馬

が９回目の馬の手で全筋着手が完成しています。

続けて 35 手目からは▲93 香不成、△同香、▲

96 香、△94 香となり 39 手目に▲73 馬とすれば

最後の４手を指す準備が完了して、40 手目から

△52 玉、▲32 龍、△22 銀、▲62 馬で詰みとな

りました。 

 

それではみなさんの短評をどうぞ。 

 

（短評） 

 

はなさかしろうさん（作者）「この午の字、初形

配置との重なりが 7 枚しかありません。つまり、
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33 手以上は必要なのですが、本譜は 43 手。重

くなってしまいがちな出題形式ではありますが、

試してみていただけると嬉しいです。」 

 

■動いていない駒は 53 歩、81 桂、82 飛、83 歩、

57 歩、59 玉の６枚なのであと１枚は何のことか

と暫く分かりませんでした。「午」の字を盤上に

表したときに初期配置の駒と重なる地点が７つ、

つまり動かなかった６地点の駒に 22 地点を加

えた７地点のことなのですね。 

 

ＮＡＯさん「詰上がりはお約束の大きな「午」。

馬の経路がなかなか決まらずヒント待ち。44～

45 歩の発見が鍵でした。」 

 

■裏推理をすると同じ歩の連続着手なのは予想

が付くけどどの筋なのかがすぐには推理できな

い条件でした。 

 

RINTARO さん「なるほどねぇ。成香を取るときは

結果的には香を取ることになりますが、香を取

るとは厳密には言わないですか。 

 

■小駒の成駒は成っても小駒扱いなので小駒の

成香で残り４枚の駒を取り続けることができま

す。その成香は最後に飛で取られますが、盤上

で取る駒はあくまでも成香ですね。持ち駒にな

ったのは香だし、使う時も香だけど、取った時

は香ではなく成香です。 

 

飯山修さん「過去３回よりやや軽めの手順。小

駒の５連続取りを歩と考え苦慮したが 17 香成

で実現できる事が判れば後は一気呵成。」 

 

■卯が 61 手、辰が 44 手、巳が 40 手でしたが、

本問では手数だけでなく解き易さも加わって軽

く感じたのでしょう。 

 

ほっとさん「何とか解けました。毎年のことな

がらよく作れるもの。」 

 

■作図テーマは分かっているので、他の作者も

参加して、比較鑑賞できる時が来るのだろう

か？ 

 

桝彰介さん「分かりませんでした。明かされて

る手が多いのでいけるかと思いましたが、時間

切れです。」 

 

■暗算だけでは難しいので、昨年の解説のよう

な手番ごとの一覧表を作ると解き易いかも。 

 

原岡望さん「時間切れ降参です」 

 

■締め切り前ヒントがあっても長編を残すと時

間切れになりやすいですね。 

************************************************** 

正解：７名 

ＮＡＯさん RINTARO さん 飯山修さん 

piyoさん ほっとさん テイエムガンバさん 

はなさかしろうさん 

************************************************** 

 

（総評）  

 

RINTARO さん「5 に悩み、気付けば最終ヒント。

6 はほとんど手順が明かされており考えやすか

ったですが、あぶりだしは気持ちいいです。」  

 

■年賀推理を堪能されたようで良かったです。  

 

飯山修さん「あぶりだし来年の羊はなんとかな

りそうですが猿は相当困難では？」  

 

■卯から始まったあぶり出し作品。来年の未も

再来年の申も盤上に駒を配置して字を作ること

はできそうです。羊でも行けそうですが流石に

猿は無理。あと、寅も虎も無理だとカタカナに

なるのか？  

 

piyo さん「締め切り前ヒントを見るまでは解き

始めようという気すらしなかったのですが、実

際考え始めてみると（締め切り前ヒントまであ

れば）意外と選択肢が限られていました。」  

 

■初級作品くらいになるように締め切り前ヒン

トを出しています。  

 

べべ＆ぺぺさん「この冬は雪が多いです。春が

待ち遠しいです。」  

 

■雪国の方には大変な今シーズンのようですね。 

 

ほっとさん「１～５は中間ヒント前に解けてい

ましたが、結局ギリギリに。」  
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■長編になると中々解き始める気持ちが湧き難

い。  

 

るかなんさん「正月休み中にさくさく、とはい

きませんでした。今年もよろしくお願いします。」 

 

■担当の手違いで年賀推理の投稿作を出題でき

なくて大変申し訳ありませんでした。今年も投

稿と解答、よろしくお願いします。  

 

桝彰介さん「締切前ヒントのおかげで、5 問分か

りました。年賀詰めで、今年の推理将棋も幸先

良いスタートを切れました。」  

 

■幸先の良い 2026 年をスタートできて良かっ

たです。  

 

占魚亭さん「５作解けたので満足です。」  

 

■全問正解への復帰が間近なのかも。  

 

原岡望さん「今回はパラの最後 16 馬まで に悩

みこちらに手が回りませんでした」  

 

■事前研究と言うか作図の際にいろんな詰み形

を調べているので、担当は 16 馬を見て瞬殺でし

た。  

************************************************** 

推理将棋第１９４回出題全解答者： １５名 

中村丈志さん ＮＡＯさん RINTARO さん 

飯山修さん piyo さん べべ＆ぺぺさん 

ほっとさん るかなんさん Miya さん 

桝彰介さん テイエムガンバさん 

はまちさん 占魚亭さん 

はなさかしろうさん 原岡望さん 

**************************************************** 

 

 

今月の手筋（解答） 
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Fairy of the Forest #85 出題  

担当  酒井博久 

 

■ 2026 年 01 月 20 日：課題発表：（協力詰）  

   「不取」  

■ 2026 年 03 月 15 日：投稿締切  

□ 2026 年 04 月 20 日：出題  

□ 2026 年 05 月 15 日：解答締切  

□ 2026 年 05 月 20 日：結果発表  

 

■  出題  

今回の「不取（取らず）」という課題は、失敗だっ

たかも知れません。課題発表の時点ですでに懸念

を抱いていたのですが、そもそも協力詰において「取」

と「不取」の差が明確でないことがその理由でした。 

つまり、普通詰だと、 

  取→不詰  

  不取→詰  

という具合に、その差を明瞭に示せるのですが、協

力詰は不詰になりにくいので、 

  取→長手数の詰  

  不取→(最 )短手数の詰  

という具合に、詰手数の長短でその差を示すことに

なり、差異の根拠が弱いのが問題です。 

また、「取禁」ルールとの関係もありました。差異

が明確でないのなら、「不取」という自律的な方法よ

りも「取禁」という他律的制約を適用した方が厳密

性があるのではないか、ということです。 

このように課題に曖昧さは残るものの、とりあえず

作品は集まりました。私の試作品を含め４題。いず

れも短編です。解くのは難しくないはずですが、ご投

稿を無にするわけにもいかず、出題する次第です。

多数のご解答を期待します。 

 

（解答先）  

→酒井博久（sakai8kyuu@hotmail.com）  

 

――――――――――――――――――――― 

 

■ 85-01 神無八級  

  

■ 85-02 springs 

  

■ 85-03 たくぼん 
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■ 84-04 三角  淳  

  

以上  

空きスペースコラム 

x4cc 再ダウンロードのお願い  

神無太郎  

---------------------------------------- 

妖精都市で公開しているフェアリー詰将棋

同一作検索支援プログラム x4cc の再ダウン

ロードについてのお願いです。  

先日、七郎さんから『ｆｍの出力を使って

同一作検索すると該当作ありとなるものを、

fmza の出力を使って同一作検索すると該当

作なしになる』という連絡がありました。調

べてみたところ、x4cc を公開するときにミス

していたことがわかりました。fmza の出力形

式にも対応した x4cc 0.19 は 2024 年 7 月 4

日に公開したつもりだったのですが、公開用

の ZIP ファイルは旧版の x4cc 0.18 を同梱し

たままの状態でした。  

ということで、改めて x4cc 0.19 をアップ

ロードしました。Kifuw 経由で x4cc を利用す

る（Kifuw の出力を使う）場合やｆｍの出力を

使う場合は問題ないのですが、x4cc 0.18 は

fmza の出力には未対応なので fmza の出力を

使うと本来該当作ありとなるものでもたいて

い該当作なしとなります。お手数ですが妖精

都市から最新の x4cc を再ダウンロードして

利用いただくようお願いします。  
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フェアリー版くるくる作品展１８  
担当：springs 

フェアリー版くるくる作品展１８を開催しま

す。３作の出題です。  

ヒントとして作者コメントの一部を記載して

おります。結果発表時に作者コメントの全文を

掲載いたします。  

多数の解答をよろしくお願いいたします！  

 

解答送り先：  

springs（hit.and.miss.masayume@gmail.com） 

解答締切：  

2025 年 4 月 30 日（木）  

※結果発表は WFP５月号の予定です。  

 

フェアリー版くるくる作品展では、やさしい

趣向作のフェアリー作品を随時募集しています。 

作品が揃い次第出題となります。  

****************************************************  

ルール説明  

【最善自玉詰】  

攻方はなるべく早く攻方玉が詰むように着手

し、受方はなるべく詰まないように応じる。  

［補足］  

・無駄合の概念はなく、すべての合駒が有効。 

・駒が余るかどうかで手順に優劣を付ける規

則はない。  

【最悪自玉詰】  

攻方はなるべく攻方玉が詰まないように着手

し、受方はなるべく早く攻方玉が詰むように

応じる。  

【All-in-Shogi】  

双方、自分の駒だけでなく相手の駒を動かす

こともできる。ただし、１手前の局面に戻す

着手は禁手。  

［補足］  

・相手の駒に相手の駒を取らせることはでき

ない。  

・相手の駒に自分の駒を取らせたとき、その

駒は相手の持駒となる。  

・自玉を取らせる手は反則。  

・相手に合法手以外の手を指させることはで

きない。ただし、相手玉への王手となる手

は反則とみなさない。  

****************************************************  

くるくる 18-1 駒井めい氏作  

  

作者コメント  

行きは飛鋸（後略）  

 

くるくる 18-2 金子清志氏作  

  

作者コメント  

手順の大半は単純な歩消去の繰り返しで、収

束に入る手順をいつ選択するか、が考えどころ

です。（後略）  
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くるくる 18-3 金子清志氏作  

  

作者コメント  

手数は長いですが、易しい歩消去の繰り返し

趣向です。破調なく、収束のための手順もな

く、そのまま詰になります。（後略）  

 

以上  
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協力詰・協力自玉詰 解付き #46 
 担当：駒井めい  

 

協力詰と協力自玉詰を解付きで出題するコー

ナーです。今回は協力詰が１作、協力自玉詰が

１作です。  

また、募集作品の要件を変更しました。許容

されるフェアリールールとして、「駒余り可」

を追加しています。  

 

作品募集 

〔募集作品〕  

９手以下の協力詰、協力自玉詰。  

受先、受方持駒制限、双玉、駒余り可、複数

解、ツインは可。その他のフェアリールール

は不可。  

〔投稿締切〕  

2026 年 4 月 15 日（水）  

〔投稿先〕  

メールにて担当（駒井めい）まで  

meikomaivtsume[at]gmail.com 

〔送付内容〕  

以下の内容を送付してください。  

・作者名（ペンネーム可）  

・作品図面  

・ルール名、手数などの問題設定  

・作意手順  

・作者コメント（解答発表時に掲載）  

〔その他〕  

検討ソフトとして fmza があります。Onsite 

Fairy Mate からダウンロードできます。  

https://k7ro.sakura.ne.jp/ 

 

出題 

〔ルール説明〕  

・協力詰  

先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。  

・協力自玉詰  

先後協力して最短手数で攻方の王を詰める。  

（補足）  

協力詰、協力自玉詰ともに、無駄合の概念は

なく、合駒は全て有効。  

 

■46-1 駒井めい作  

 

 

受方から指し始めます。攻方と受方が協力し

て、２手で受方の玉を詰めてください。  

 

■46-2 せら作  

 

 

攻方から指し始めます。攻方と受方が協力し

て、４手で攻方の王を詰めてください。攻方に

は王手義務がありますが、受方にはありません

（普通の詰将棋と同じ）。  

 

※解答・解説は次のページ以降に掲載。  
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****************************************  

～フェアリー雑談～  

「３手の回文詰を実現するには？（２）」  

前号（第 212 号）のフェアリー雑談で創作課

題を出したところ、せら氏と springs 氏から作

品を投稿いただいたので出題します。これらの

作品の解答・解説は、通常出題分の解答・解説

の後に掲載します。  

「アンチキルケ」や「All-in-Shogi」というフ

ェアリールール（変則ルール）が使われていま

す。簡単にルールを説明していますが、ルール

の詳細は Web Fairy Paradise の HP にある

『WFP 作品展登場ルールのまとめ』をご覧くだ

さい。  

 

■46-SP1 せら作  

 

 

アンチキルケルールの協力詰３手です。アンチ

キルケは「駒取りがあったとき、取った方の駒

の位置を、最も近い実戦初形位置に変更する」

ルールです。  

 

■46-SP2 せら作  

 

 

All-in-Shogi ルールの協力詰３手です。All-in-

Shogi は、「盤上の相手の駒を動かしたり、相

手の駒台から相手の駒を打ったりすることがで

きる」ルールです。通常通り、自分の駒を動か

したり打ったりすることもできます。  

 

■46-SP3 springs 作  

 

 

アンチキルケルールの詰将棋３手です。協力詰

ではないので、受方はなるべく詰まないように

抵抗します。同手数駒余りを劣位変化としてく

ださい。  

****************************************  
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解答・解説 

■46-1 駒井めい作  

 

 

【解答】  

47 銀成  36 金  まで  2 手  

 

 

【解説】  

受方から指し始める協力詰です。受方が１手

指した後、攻方が１手指して受方玉を詰めま

す。  

受方 36 銀がポイントで、この銀がなけれ

ば、攻方が 36 金と打って詰みます。受方は初

手で受方 36 銀を動かして、36 の地点を空きマ

スにします。ただし、36 の地点に受方銀を利

かしては、2 手目 36 金と指しても、3 手目同

銀と取れて詰みません。  

初手の候補は 37 銀生・27 銀成・47 銀成で

す。この３つなら 36 の地点を空きマスにしつ

つ、動かした銀が 36 の地点に利きません。し

かし、このうち２つは別の問題が生じるので不

正解です。  

初手 37 銀生は、攻方 39 香の利きを遮って

いるのが問題です。2 手目 36 金に 3 手目同玉

と取られます。  

 

初手 27 銀成は、攻方 49 角の利きを遮って

いるのが問題です。2 手目 36 金に 3 手目 16 玉

とかわされます。  

 

正解は初手 47 銀成です。この手なら攻方 39

香・49 角の利きを遮りません。36 の地点が空

きマスになったので、2 手目 36 金と打って受

方玉が詰みます。  
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本作は受方銀を邪魔にならないように動かし

ます。移動先に加えて成・不成の選択があり、

程良く紛れを楽しめたと思います。  

 

■46-2 せら作  

 

 

【解答】  

32 金  23 玉  21 金  32 金  まで  4 手  

 

 

【作者コメント】  

フェアリー雑談の回文詰に関する記事を読ん

で思いついた、初手と最終手が同一の協力自玉

詰 4 手です。  

受先協力詰や協力自玉詰など、指し手のルー

ルが通常の将棋と同じなら 4 手の回文詰もおそ

らくできないと思われます。（そもそも偶数手

の回文詰は可能なのか…？）  

 

【解説】  

攻方は受方玉を詰めるのではなく、攻方王が

詰められるように指します。受方もそれに協力

し、攻方王を詰めるように応じます。  

受方 13 角・22 金の形は、受方 22 金が動け

ば、攻方 31 王に開き王手がかかります。初手

32 金に 2 手目同金と取ってもらう展開は、考

えてみたいところです。  

 

攻方 31 王には受方 13 角・32 金で両王手が

かかっています。しかし、攻方は 21 王と逃げ

られるので、攻方王は詰んでいません。  

21 の地点に受方駒を予め利かすのは、手数

的に無理そうです。攻方の開き王手を利用し

て、21 の地点を攻方金で予め埋めることがで

きます。  

初手 32 金に 2 手目 23 玉と寄るのが正解で

す。23 の地点には攻方 41 角が利いていました

が、攻方 32 金がその利きを遮っています。  
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攻方 32 金を動かせば、攻方から開き王手を

かけられます。3 手目 21 金と動かせば、21 の

地点を攻方金で埋められます。4 手目 32 金と

移動合で受ければ、攻方 31 王に両王手がかか

ります。攻方には王手を外す手段がなく、攻方

王は詰んでいます。  

 

本作は双方が角・金で開き王手（両王手を含

む）をし合うのが面白いところです。2 手目 32

同金の紛れを受けて、作意手順に修正する構成

です。  

作者コメントで述べられている通り、本作は

「初手と最終手の棋譜表記が同一」という条件

で作られた作品です。普通の詰将棋や協力詰と

違って、受先協力詰や協力自玉詰では初手と最

終手は指す側が異なります。回文詰を研究する

上でも、価値のある挑戦でしょう。  

 

■46-SP1 せら作  

 

 

【解答】  

51 金  同銀 /71 銀  51 金  まで  3 手  

※「 /」以下は駒取り後の動きを表す。  

 

 

【作者コメント】  

3 手の回文詰では初手と 3 手目が同一になり

ます。しかし通常ルールだと  

・初手の駒が着手したマスに残っていると 3 手

目が指せない  

・2 手目に初手の駒を取ると 3 手目の着手が 2

手目の駒を取るため「同○」になる  

という理由で実現できません。  

本作では 2 手目で初手の駒を取り、さらにア

ンチキルケによって自身が別のマスに移動する

ことで初手に着手したマスを空けています。  

 

【解説】  
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ここからは通常出題ではない出題作の解説で

す。前号（第 212 号）のフェアリー雑談で出し

た創作課題「３手の回文詰を作れ」に応えた作

品です。  

回文詰は例えば「28 銀打  同銀生  29 桂  同

銀生  28 銀打」のように、詰手順の棋譜表記を

逆順（最終手→初手）で読んでも、正順（初手

→最終手）で読んだときと同じになるものを指

します。  

前号でも述べましたが、普通の詰将棋で３手

の回文詰は実現できません。実現できない理由

は作者コメントで述べられている通りで、同じ

棋譜表記の手を指すのに、３手は短すぎるので

す。  

フェアリールール（変則ルール）も多種多様

なので、３手の回文詰を考える方針は色々ある

でしょう。基本的には、1 手目で埋めたマス

を、3 手目を指すまでに空きマスにできるルー

ルを選ぶことになると思います。  

３手の回文詰を実現するのに、本作ではアン

チキルケが使われています。アンチキルケは、

「駒取りがあったとき、取った方の駒の位置

を、最も近い実戦初形位置に変更する」ルール

です。  

（出題図・再掲）  

 

例えば、初手 42 龍と受方銀を取った場合、

攻方 42 龍の位置は（攻方飛の）実戦初形位置

である 28 に変更されます。このときの棋譜表

記は「42 龍 /28 龍」のように表されます。  

ちなみに、初手 42 龍 /28 龍は王手ではない

ことに注意してください。42 龍と駒を取った

ときに王手をかけているように見えますが、こ

れはまだ初手を指している途中です。28 龍と

位置を変更して初手が完了しますが、その局面

では受方玉に王手はかかっていません。  

作意では初手と 3 手目に 51 金と打ちます

が、これを可能にしているのが 2 手目 51 同銀

/71 銀です。アンチキルケの効果を利用して、

2 手目で 51 の地点を空きマスにします。  

通常のルールでは、駒を取ると駒取りマスに

取った側の駒が残ります。盤上の攻方駒をその

マスに動かすことができたとしても、3 手目が

「同○」となってしまい、初手と同じ棋譜表記

になりません。  

アンチキルケは取った方の駒を位置変更する

ルールなので、駒取りマスがすぐに空きマスに

なってくれます。これなら 3 手目が「同○」と

なるのを回避できます。「駒取りマスと、駒の

最終着地マスが異なる」ルールなら実現できる

ということです。  

 

■46-SP2 せら作  

 

 

【解答】  

21 銀  32v 銀成  21 銀  まで  3 手  

※「v」は相手の駒を指したことを表す。  
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【作者コメント】  

1 問目では 2 手目に「初手の駒を取る＋自身

は移動する」という 2 つの動作を行うことで、

1 手で初手の駒と 2 手目の駒の 2 枚をマスから

除去しました。  

他方、2 手目に初手の駒が動けば、1 つの動

作で初手に着手したマスから駒を除去すること

ができます。これには All-in-Shogi のように受

方の手番で攻方駒を動かせるルールが必要で

す。  

 

【解説】  

３手の回文詰を実現するのに、本作では All-

in-Shogi が使われています。All-in-Shogi は、

盤上の相手の駒を動かしたり、相手の駒台から

相手の駒を打ったりすることができるルールで

す。通常通り、自分の駒を動かしたり打ったり

することもできます。  

（出題図・再掲）  

 

例えば、攻方に王手義務がない条件なら、攻

方の手番で受方 13 歩を 14 歩と動かすことが

できます。このときの棋譜表記は「14v 歩」と

表します。「v 歩」で相手の歩を指したことを

意味します。通常通り、攻方は攻方の駒台から

攻方銀を打つこともできます。  

作意では初手と 3 手目に 21 銀と打ちます

が、本作も 2 手目 32v 銀成がポイントです。

All-in-Shogi の効果を利用して、21 の地点を空

きマスにします。  

通常のルールでは、初手に指した攻方駒を、

3 手目が指されるまでに退かすことはできませ

ん。All-in-Shogi は相手の駒を指せるので、初

手で埋められたマスを、2 手目にはすぐに空き

マスにできます。「初手で指した駒を、2 手目

で動かせる」ルールなら実現できるということ

です。  

 

■46-SP3 springs 作  

 

※同手数駒余りを劣位変化とする  

 

【解答】  

32 金  同香 /11 香  32 金  まで  3 手  

※「 /」以下は駒取り後の動きを表す。  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

詰上図

銀

香

全

玉

歩 歩

持駒 なし

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

All-in-Shogi協力詰 3手

香

玉

歩 歩

持駒 銀2

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

アンチキルケ詰 3手

香 玉
歩

と

持駒 金2



68 

 

 

【変化手順】  

・2 手目 11 玉は、21 金まで（同手数駒余り）  

 

【作者コメント】  

最初に思いついたのがアンチキルケでした。  

 

【解説】  

（出題図・再掲）  

 

初手と 3 手目に 32 金と打ちますが、これを

可能にしているのが 2 手目 32 同香 /11 香で

す。アンチキルケの効果を利用して、2 手目で

32 の地点を空きマスにします。  

46-SP1 せら作と同じく、アンチキルケで３

手の回文詰を実現しています。ただし、せら氏

と springs 氏では、課題に対するアプローチが

異なっているようです。  

46-SP1 せら作では、アンチキルケの効果が

回文詰の実現にのみ使われています。真意は作

者に聞いてみないと分かりませんが、回文詰３

手の実現方法を探求しようとした作りになって

います。  

一方、本作（46-SP3）はアンチキルケの効

果が積極的に使われています。実際、詰上りは

アンチキルケの効果がないと成立しないもので

す。手順の芸術性を追求した上で、回文詰３手

が実現されています。表現手法としての回文詰

を探求しようとした作りになっています。  

 

本稿に刺激されて３手の回文詰を作った人

は、担当（駒井めい）に作品を送っていただけ

れば、フェアリー雑談で紹介いたします。  

今回と同じくアンチキルケや All-in-Shogi を

使って表現を模索するもよいですし、別のルー

ルで実現できないかを考えるのもよいでしょ

う。  
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第 15 回詰四会フェアリー作品展  

解答発表        たくぼん  

 

 解答期間が１ヶ月弱という短い間でしたが、

３名の方から解答をいただきました。ありがと

うございました。しかし、両巨頭から解答がな

かったのはちょっとショック。締切を間違えた

のかな。  

 

解答者（敬称略）  

 さんじろう、真 T、springs 

 

〔第 15 回詰四会フェアリー作品展成績〕  

○ :正解・余詰解  － :無解  ×:誤解  

解答者名  1 2 3 4 5 6 7a 7b 1 2 3 計 

真 T ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 10 

springs ○ － ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ 8 

さんじろう  － － ○ ○ ○ － ○ ○ － － － 5 

 
 

第１番 神無太郎作  

 

  
  

【協力自玉ステイルメイト】  

双方協力して最短手数で攻方をステイルメイ

ト（王手は掛かっていないが合法手のない状

態）にする。ただし、単玉の場合のステイル

メイトとは単に合法手がない状態。  

Rose（薔）  

フェアリーチェスの Rose。  

円形に進むナイトライダー。途中に駒があっ

たり盤をはみ出したりするとそこから先に行

けない。  

（補足）  

・一周できる場合は元のマスに戻れる。（事実

上パスができる）  

 
【解答】  

 

14 薔  33 香  35 薔  27 飛  36 王  47 飛  迄  6 手  

 

★詰四会冒頭で太郎さんが投稿作を一番に披露

したため springs 夫妻が解図に取り掛かりまし

た。これが不運？の始まりでしたが 1 時間以上

かけて正解にたどり着きました。二人のやり取

りを横で聞きながら見ていましたが論理的に正

解にたどり着く経緯は面白かったですね。  

 

★まず初形を見て攻方王が動けなくなる形を予

想すると、まず浮かぶのは 47 王に対し 36,56 に

飛がある形と攻方王の両隣の筋に香 or 飛を並べ

る形でしょう。しかしながら前者は 39 玉に対し

薔で王手した時に 36、46 地点が薔の利きに無

いためダメそうです。しかし後者を考えたとき

両隣の筋は香 or 飛で抑えられますが、もう一つ

王頭を抑える必要があります。ということは合

駒が３回必要というわけです。太郎さんの「私

は合駒が好き」というヒントもこれを暗示して

います。しかしながら 6 手で合駒 3 回は可能な

のでしょうか？最後の合駒は王手駒で取られま

すよね。この謎を解かないといけません。  

 

★まず初手薔をどこから打つかが問題ですが、

これを決めるのもいろいろ読まないといけませ

ん。大変なので、2 手目 33 香を打てる作意 14

薔としてみます。王手の利きのルートは次図の

とおりです。  
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★そして 14 薔、33 香として 3 手目王手が可能

な 35 薔としたのが次の図です。  

 

 
★3 つ目の合駒の謎を解く鍵がこの図にありま

す。この図で王手が掛かっているルートは 27-

39 ルートですが、47 王がいるので王手にはな

っていませんが 47-39 ルートも存在しています。

つまり 47 王が動けば 35 薔が不動であれば王手

になるわけです。これが薔特有の複数ルートで

の王手です。つまりこの特性を生かした手順で

す。ここから 27 飛、36 玉、47 飛打が作意です。

35 薔がピンされて王頭の逃道がありません。  

 

  
 

★6 手という手数の謎解き要素満載の好作でし

た。  

 

真 T 

 美しい詰上がり。合駒が 3 枚出るヒントに頼

って、筋が見えました。  

springs 

いま見るとこれは本命ドンピシャの手順です

ね。後から玉が動いて Rose をピンする発想

がありませんでした。  

 

第２番 神無太郎作  

 

  
 

【協力自玉詰】  

双方協力して最短手数で攻方の玉を詰ます。た

だし無駄合の概念はなく、すべての合駒が有効。 

 

【解答】  

38 薔  57 角  46 薔  25 銀  35 王  34 金  迄  6 手  
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★この作品は後日投稿されたものです。第１番

は協力自玉ステイルメイトでしたが、本作は協

力自玉詰です。考え方は第１番と同様ですが詰

上りの型が浮かびにくく難解になっています。

というわけで正解手順を追ってみます。初手は

38 薔である程度離れて+合駒されて次の 3 手に

動いて王手が可能な場所ということです。  

 

 
★飛や香で挟む形は難しそうですので他の方法

を考えますが浮かび難いですね。正解は 57 角で

す。でもこれだけでは詰上り型が浮かびません。

しかし第１番の考え方を踏襲して 3 手目の薔を

ピンすることを考えれば道が開けます。3 手目

46 薔としたのが次図です。  

 

 
★この図も 2 つのルートの王手が見えますね。

5 手目は 46 薔がピンでｓきる位置 35 へ王を移

動することを考えれば詰上りも見えてくるでし

ょう。25 銀、35 玉、34 金で詰上ります。  

★この作品も薔の特殊性をうまく利用した作品

でした。  

  
 

真 T 

 1 番が飛と香なので、今度は角だろうと決め

打ち。当たったので、割とすんなり解けまし

た。  

 

第３番 springs 作  

 

  
 

【協力自玉詰】  

双方協力して最短手数で攻方の玉を詰ます。

ただし無駄合の概念はなく、すべての合駒が

有効。  

【強欲】  

駒を取る手を優先して着手を選ぶ。  

［補足］  

・攻方は合法な王手のうち、駒を取る着手を

優先して選ぶ。受方は合法な着手のうち、

駒を取る着手を優先して選ぶ。  

・駒を取る着手が複数あるときはそれらから

何を選んでもよい。  

・駒を取る着手が存在しないとき、駒を取ら

ない着手が指せる。  
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【解答】  

38 歩  47 玉  48 歩  36 玉  37 歩  同玉   

28 金  48 玉 38 金  49 玉  39 金  同玉   

28 銀  同歩成  迄  14 手  

 

★springs さんが私に配慮されたのか強欲協力

時玉詰作品を持ってきてくれました。このルー

ルの短編作品は数は少ないと思います。詰四会

席上でも一筋縄では解けなかったようです。さ

てどのような謎があるのでしょう？  

 初形で 29 銀か 39 金が無かったら、28 金、同

歩成や 28 銀、同歩成の 2 手で詰みます。しかし

ながらその 2 枚があると最後の同歩成が取り返

されてしまい失敗します。じゃあ 1 枚捨てれば

いいと考えて、38 金、36 玉、37 金、同玉、28

銀、同歩成でいけそうに思えますが、3 手目 37

金のところ強欲条件で 27 金と歩を取ることに

なり失敗します。27 歩を取る展開にはしてはい

けないのです。だから初手 38 銀や 38 金はダメ

と分かります。  

 初手 48 金は手が続きませんので初手は 38 歩

です。それに対し 36 玉は 37 歩しか王手がない

のでダメですので、47 玉。続いて 48 歩、36 玉、

37 歩、同玉は必然で次図になります。  

 

  
 

★初形と比較しますと 48 歩が出現したことに

なります。さて何が違うのでしょう？今度は初

手 28 金に同歩成ではなく 48 玉と出来るように

なっています。応手を複数にしたわけです。強

欲協力詰の黎明期には応手が１つの作品が主流

で単純な作品しか発表されてきませんでしたが

応手を複数にすることで大きく発展してきまし

た。  

この発生させた 48 歩の事を取らせ駒と言い

ます。48 玉以下は 38 金、49 玉、39 金、同玉、

28 銀、同歩成で解決です。強欲の手筋を知るこ

との出来る作品です。  

 

 
 

さんじろう  

 取らせるための餌 48 歩を設置するという one 

idea だが、成功している。楽しい試行錯誤で

した。  

真 T 

 48 歩を設置しておく。  

 

第４番 springs 作  

 

  
 

【協力自玉ステイルメイト】  

双方協力して最短手数で攻方をステイルメイ

ト（王手は掛かっていないが合法手のない状

態）にする。ただし、単玉の場合のステイル

メイトとは単に合法手がない状態。  

 

【天竺】  

玉（王）が王手を掛けられているとき、玉（王）
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は王手を掛けている駒の利きになる。複数の

駒から王手を掛けられている場合、それらの

利きの合成になる。  

 

【多玉】  

攻方または受方が複数の玉（王属性を持つ駒）

を使用できる。どの玉に対しても王手放置は

禁手。すべての王手を外せなければ詰み。  

 

【Wazir（臣）】  

(1,0)-Leaper。つまり、縦横１マスに動く駒。 

  
【Dummy 王（偶王）】  

利きを持たず、自分では動かないロイヤル駒。 

［補足］  

・ルールによっては受動的に動かされたり、

利きを持ったりする場合はある  

・行き所のない駒の禁則の対象外である  

 

【解答】  

17 龍  38 玉  39 臣  同玉   

「37 龍  19 玉  17 龍  18 臣  同龍  49 玉   

19 龍  38 玉  39 臣  37 玉  38 臣  27 玉  

17 龍  38 玉  39 歩  同玉」×15 

37 龍  38 臣  同龍  同玉  39 歩  同玉   

49 臣  38 玉  39 臣  37 玉  38 臣  27 玉   

37 臣  同玉  38 歩  同玉  39 歩  同玉  迄  262 手  

 

 
 

★本作のポイントは 15 と 35 にいる偶王の存在

です。たとえば偶王ではなく石（●）だったら

どうなるでしょう？  

 

 
 

 この図は最短 74 手です。唯一解ではなく解は

複数あります。  

 

18 龍  37 玉  38 歩  同玉  39 臣  同玉  

19 龍  37 玉  38 歩  同玉  49 龍  37 玉  

38 龍  17 玉  18 歩  同玉  19 歩  同玉  

39 龍  17 玉  18 歩  同玉  19 龍  27 玉  

18 龍  37 玉  38 歩  同玉  39 歩  同玉  

19 龍  37 玉  38 歩  同玉  49 龍  37 玉  

38 龍  17 玉  18 歩  同玉  19 歩  同玉  

39 龍  17 玉  18 歩  同玉  19 龍  27 玉  

18 龍  37 玉  38 歩  同玉  39 歩  同玉  

19 龍  37 玉  38 歩  同玉  49 龍  37 玉  

38 龍  17 玉  18 歩  同玉  19 歩  同玉  

39 龍  17 玉  37 龍  同玉  38 歩  同玉  

39 歩  同玉  迄  74 手  

 

★15,35 が石の場合には、龍は受方玉に対し上

からも下からも王手が可能なので１つの筋に続

けて 2 回歩を捨てる手順が可能なため手数が短

縮できるのです。  

★しかし本図では受方玉へ上からの王手は天竺

ルールにより 5 段目の偶王への逆王手となるた

めこの手段が使えません。だから受方玉へは横

からか下からの王手に限られるため繰り返し手

順中では臣の受け渡しを繰り返しながら歩が打

てるのは 39 の地点だけとなりこの長手数とな

りました。手段は少ないのですがそれを考えな

がら解図するのは楽しい作業と思える作品です。 

 

さんじろう  

 天竺ルールがビルトインされた繰り返し手順

が素晴らしい。素直に繰り返すと手数が超過

するので収束に工夫が必要。  

真 T 

 Dummy 王に王手がかからないように遠回り

する感じが面白い。収束は少し考えました。  
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第５番 さんじろう作  

 

  
 

【協力自玉詰】  

双方協力して最短手数で攻方の玉を詰ます。

ただし無駄合の概念はなく、すべての合駒が

有効。  

 

【天竺】  

玉（王）が王手を掛けられているとき、玉（王）

は王手を掛けている駒の利きになる。複数の

駒から王手を掛けられている場合、それらの

利きの合成になる。  

 

【解答】  

43 銀  63 玉  41 角  52 香  54 銀成  62 玉   

53 全  同香  まで  8 手  

 

作者  

 54 銀成の手で何とか詰将棋になっていると

思いました。  

 

★天竺自玉詰での詰上りを考えるとき最終手は

弱い駒を考えます。歩、桂、香が候補です。まず

歩を考えますと、角打、43 歩は攻方王との位置

がダメなので 43 銀、62 玉、44 角、53 歩として

みますがここから 63 玉型で 54 に銀を捨てる展

開には 4 手では無理。  

では桂を考えると最終手は 43(63)桂ですので

合駒で出すには 31(71)か 51 ですが持駒角では

不可能です。  

というわけで次は香ですが、歩同様 43 に合駒

する形はダメなので、他にあるかと考えると、

上からの角打は非限定がどうにもならなそうで

すので１段目からの角打が本命そうです。  

 53 銀もしくは 43 銀に 63 玉、41 角、52 香と

してみますと、53 銀の場合は 52 香の利きがあ

り銀が動けませんので 43 銀に決まります。52

香は逆王手になりますが 54 銀（成）と出来ます。

それが次の局面です。  

 

  
 

★ここで 54 銀として 62 玉に 53 銀、同香で持

駒がありませんので詰みです。しかしここで１

つの疑問が・・・そう成生の非限定があるよう

に思えます。しかしこれが本作のポイントの１

つで、天竺ルールがゆえに 54 銀生だと玉は 62

に下がれないのです。銀の性能になるからです。

正解は 54 銀成でこれだと 62 玉が可能です。歩

合、桂合を読んで香に行き当たりそしてこの成

限定に気付いて感心する。解いた人は皆、この

順を歩んだことでしょう。8 手ではあるが楽し

める作品です。  

  

  
 

真 T 

 5 手目は成限定。地味ですが、こういうのがあ

ると嬉しくなります。  

springs 

 うれしい双裸玉。難しすぎず楽しめました。  
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第６番 佐藤達也作  

 

  
 

【安南】  

味方の駒が縦に並ぶと、上の駒の利きは下の

駒の利きになる。  

［補足］  

・1 段目の桂香歩や 2 段目の桂も着手可能。  

 

【解答】  

44 金  55 玉  56 歩  同玉  68 桂  ○イ 同歩成   

57 金  55 玉 65 銀  同桂  66 馬  同飛   

67 桂  同と  46 金  ○ロ 同歩 35 龍  56 玉   

55 龍  同玉  45 銀  迄  21 手  

 

○イ 67 玉は、69 金、56 玉、66 馬、同飛、58 金、

68 歩生、47 龍、55 玉、56 香まで  

○ロ 同成銀は、同龍、同歩、45 銀まで  

 

★安南といえば佐藤さん。WFP に作品で登場は

珍しいですね。そして考え所のあるあぶり出し

で登場です。どんな字が現れるのでしょう？  

44 金、55 玉、56 歩、同玉はこう指すところで

しょう。次の 68 桂が指し難い１手です。普通詰

将棋では一目 67 玉とされると詰まない形にな

るからです。安南だと 68 桂の下から打つ 69 金

で押し戻せるのである手なのです。安南ですの

で 57 歩は王の利きですので同歩成と取る事が

出来ますが 57 金以下押し戻すことができます。

そして次の 65 銀も王手かどうかぱっと見気付

き難い１手で 64 歩が銀の利きで王手になって

います。以下 66 馬と捨てて同飛と取らせ、何だ

か守りが強くなったかに見えますが、65 桂の上

にある関係で桂の利きになっています。66 馬と

捨てる意味は、捨てずに進めると 46 金に同飛と

取られるのを防ぐということで、一旦 66 に呼ぶ

と桂の利きになるので 46 金が取れなくなるわ

けです。最後は成銀を奪って 45 銀と打ち「A」

が出現しました。現場で解図中は詰四会だから

「４」かなと予想してましたが外れました。しか

し何の「A」なのかな？  

 安南でのあぶり出しは多分珍しいと思います。

佐藤さんに聞いたら何作目ですよと教えていた

だけそうですね。  

 

  
 

真 T 

 無解。筋が見えませんでした。  

springs 

 読みが必要な 68 桂と 65 銀のタイミング。し

かし綺麗に捌けますねぇ。  

 

第７番 たくぼん作  

 

  
 

同じ初形で  

a) ミニ協力詰 37 手  

b) マキシ協力詰 37 手  

 

で詰ませてください。  

 

【協力詰】  

双方協力して最短手数で受方の玉を詰ます。  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

安南詰 21手

桂

銀

銀 歩

玉

馬

桂 歩 全

飛 金

歩

歩 香

龍

持駒 金桂

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

詰上図

銀

歩 金

桂 玉

銀

飛 歩

と 香

持駒 なし

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

ミニ協力詰 37手

歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩

玉

桂

と と

桂

持駒 金

b) マキシ協力詰 37手



76 

 

【ミニ】  

受方は最短距離の着手を選ぶ。  

［補足］  

・距離は将棋盤を 9×9 の正方格子とみなし、通

常の距離で測る。  

・駒を打つ着手は距離 1 と定める。  

 

【マキシ】  

受方は最長距離の着手を選ぶ。  

［補足］  

・距離は将棋盤を 9×9 の正方格子とみなし、

通常の距離で測る。  

・駒を打つ着手は距離 1 と定める。  

 
a) 

27 金  38 玉  28 金  48 玉  38 金  58 玉   

48 金  68 玉 58 金  78 玉  79 歩  77 玉   

78 歩  同と  68 金  87 玉 78 金  97 玉   

87 金  98 玉  97 金  88 玉  87 金  78 玉  

77 金  68 玉  67 金  78 玉  68 金  88 玉   

89 歩  87 玉 88 歩  86 玉  77 金  96 玉   

87 金  迄  37 手  

 

 
 

さんじろう  

 こっちの方が素直。57 玉型からスタートする

と 45 手の完全作になります。それも捨てがた

い。  

 
b) 

47 金  38 玉  48 金  27 玉  38 金  18 玉   

28 金  19 玉 18 金  29 玉  28 金  39 玉   

38 金  49 玉  48 金  59 玉  58 金  69 玉   

68 金  79 玉  78 金  89 玉  88 金  79 玉  

78 金  89 玉  79 金  98 玉  89 金  87 玉   

88 歩  96 玉 97 歩  同玉  98 金  86 玉   

87 金  迄  37 手  

 

 
 

さんじろう  

 2 手目 27 玉と決め込んで、どうしても 39 手

掛かると悩みました。a)と同じ 87 金で詰上げ

るのも趣向ですね。  

真 T 

 ミニとマキシで追い方が変わる。同手数にま

とめたのがうまい。  

 

★ミニとマキシの特性を学ぼうと金追い手順を

いろいろ模索していた時の作品。詰上り時の 88

歩 87 金の形が一緒というのが面白いですね。マ

キシでも 9 段目の王を 8 段目の金で追うとミニ

のような手順になるのもいつの発見です。さん

じろうさんの短評にもありますが、a)はまだ逆

算で手を伸ばせましたが、a,b を同手数にしてみ

ました。しかし１つ問題点があり、a)のミニ協力

詰作品は実は 18 桂が不要駒です。こればかりは

仕方ありませんでした。他はすべて必要駒です。 

 

おまけ１番 神無太郎作  
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55 金  44v 金  55 金  64v 金  55 金  まで  5 手  

 

 
 

【協力詰】  

双方協力して最短手数で受方の玉を詰ます。  

 

【駒余り禁】  

最後に攻方の持駒が余ってはいけない。  

 

【All-in-Shogi】  

双方、自分の駒だけでなく相手の駒を動かす

こともできる。ただし、１手前の局面に戻す

着手は禁手。  

［補足］  

・相手の駒に相手の駒を取らせることはでき

ない。  

・相手の駒に自分の駒を取らせたとき、その

駒は相手の持駒となる。  

・自玉を取らせる手は反則。  

・相手に合法手以外の手を指させることはで

きない。ただし、相手玉への王手となる手

は反則とみなさない。  

 

【Dummy 王（偶王）】  

利きを持たず、自分では動かないロイヤル駒。 

［補足］  

・ルールによっては受動的に動かされたり、

利きを持ったりする場合はある  

・行き所のない駒の禁則の対象外である  

 

【Grasshopper（Ｇ）】  

フェアリーチェスの Grasshopper。Queen の

利きの方向にある駒を１つ飛び越したその直

後の地点に着地する。そこに敵の駒があれば

取れる。飛び越える駒は敵味方どちらでもよ

い。一度に 2 つ以上の駒は飛び越せない。  

 

 ここからは太郎さんのおまけ作です。詰四会

との関連はわかりませんが簡単で楽しめる作品

３題です。  

 本作はまず 55 金と打ちます。これで詰んでい

るように見えますが All-in-Shogi ルール特有の

手筋で 44 か 64 に金を移動する応手があります。

しかしながら 44、64 と 2 箇所しかスペースが

ありませんので 3 枚目の金を 55 に打てば移動

する場所がなく詰みとなります。単純ですが面

白い手順です。  

 

真 T 

 55 金 3 連打。もう行き場所がありません。  

springs 

 55 金の呼吸点を埋める。Grasshopper は歩で

も大丈夫ですかね。  

 

★よく考えたら金だけで王手になるのでＧでな

くてもよく、飛以外はＯＫです。形から銀が

きれいでしょうか。  

 

 

おまけ２番 神無太郎作  
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15 金  24v 金  15 飛  25v 飛  15v 香  まで  5 手  

 

 
 

★本作はおまけ１番と異なる狙いがあります。

初手 15 金とすると応手は 24v 金となり攻方に

飛が持駒となります。次は 15 飛の王手でここで

も応手が一番のポイントです。  

 

 
 

★ここで 15 飛をどこかに動かすのですが、それ

に対して 15 香が好手です。受方には飛以外の 6

種の持駒がありますが、香は All-in-Shogi ルー

ルでも動くことが出来ないのです。歩も同じで

すが打歩詰となります。さて問題の 4 手目飛を

どこに問題ですが、詰上図を見てもらいましょ

う。ここでの応手を考えると 14Ｇをどこかに動

かすことになりますが動かせる場所は 34 と 36

ですが、34 は 34-25-16 ルートで王手を解除出

来ず、36 も 36-26-16 ルートで解除できません。

よって詰みです。ここで大事なのは 25 飛の存在

でこれがいなければ 34Ｇが王手解除となり詰

みを逃れることになります。というわけで 4 手

目 25 飛が限定の移動場所ということです。簡単

な手順ですが結構奥深い内容が含まれていまし

た。  

 

真 T 

 香限定が意外に感じました。  

springs 

 相手の歩を打つのも打歩詰でしたね。目まぐ

るしい展開。  

 

おまけ３番 神無太郎作  

 

  
 

 55 銀  44v 銀  55 銀  64v 銀  55 角  まで  5 手  

 

  
 

★おまけ 3 番はおまけ 1 番と同様最後の 55 角

の移動場所を無くす手順ですが、おまけ１番と

異なるのは偶玉ではなく普通の玉ですので両サ

イドに銀を配置し玉の逃げ場を無くしておきま

す。ちょっと調べてみましたら銀 2 枚は必要で

すのでルールの駒余り禁は不要でした。作者も

当初は偶玉で創作されたのかもしれません。詰

上りはきれいな左右対称の巣篭りです。  
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真 T 

 46 も 66 も銀を設置したくなる。（順番非限定

ですが）  

springs 

 綺麗な３×３の完成。  

 
 

【総評】  

 

さんじろう  

 詰四会の節は楽しい会をありがとうございま

す。WFP212 号の詰四会報告＆出題稿は当日

の雰囲気をよく表している文章でした。私は

SNS の方に感想をあげたので、WFP には書き

ませんでした。須川さんの文章に対する感想

も SNS に上げたのですがそちらはここに転

載します。  

 
====================================  

WFP212 号（2026-02）にたくぼんさんと太郎

さんが先月の詰四会の参加記を寄せています。  

たくぼんさんのは、当日の様子の実況中継と作

品紹介を兼ねた文章で秀逸。私のぼんやりした

記憶ほぼそのままです（私に褒められてもな

あ、、、）。詰将棋組とフェアリー組と大きく二つ

に分かれていましたが、厳密なものではなく、

全体に和気あいあいとした雰囲気と皆がフェア

リーに寛大な様子には大変感銘を受けました。

この会を長年育んで来られたたくぼんさん始め

参加者の皆様に敬意を表します。いずれまた参

加したいと思います。  

====================================  
 

真 T 

 今回の詰四会は参加しようと思っていたので

すが、体調をちょっと崩してしまい、不参加

となりました。  

springs 

素敵な時間が思い出される文章でした。あり

がとうございます。解けていない作品がある

のは心残りですが、タイムアップで解答をお

送りいたします。  

****************************************************  

 

追記  

太郎さんの第 15 回詰四会フェアリー作品展解

答発表についての補足読みました。  

おまけ３番のルール誤記につきましては大変失

礼致しました。  

正図を載せておきます。  

 

 
 

 次回詰四会は 8 月中旬～下旬の予定です。た

くさんのフェアリストの参加を楽しみしており

ます。  

 
 

空きスペースコラム 

第 15 回詰四会フェアリー作品展  

解答発表についての補足  

神無太郎  

---------------------------------------- 

ちょっとだけ補足です。  

おまけ第 3 番のルールですが、「駒余り禁」

はもともと入っていないです。たぶん、どこ

かで編集ミスがあったのではないかと思いま

す。  

それから、この第 3 番は第 63 回神無一族

の氾濫に応募して採用されなかったもので

す。氾濫のお題は「両応手」で、おまけの各題

はこのお題に沿って作ったものでした。なの

で、おまけ 1 番ではＧを無理やり使っていた

のでした。  

ということで、おまけは占魚亭さんの言う

ところの「供養」の意味で詰四会に持って行

ったのでした。  

また大阪に行く口実に詰四会を利用しよう

かと思っています。  
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担当：springs 

第 32 回フェアリー入門（Patrol）の結果発表です。今回７名の方から解答をいただきました。あ

りがとうございます！  

 

〔解答成績〕（以降、敬称略）  

○ :正解  ×:誤解  － :無解  ※成績順・解答到着順  

解答者名  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 特1 計 

真Ｔ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13+1 

たくぼん  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13+1 

神無七郎  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13+1 

荻原和彦  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 12+1 

るかなん  ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ － － － ○ － ○ 7+1 

しらたき  ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － － － ○ 6+1 

駒井めい  ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － 5+0 

 

 

【協力詰】  

双方協力して最短手数で受方の玉を詰ます。  

【協力自玉詰】  

双方協力して最短手数で攻方の玉を詰ます。  

【Patrol】  

味方の駒の利きで紐が付いてない駒は、敵の

駒を取ることができない。王手や詰み等の定

義はこれを前提とする。  

【成禁】  

手順中に成る手があってはならない。王手や

詰み等の定義は通常通り。  

 

① さんじろう作（登場 17 回）  

  

【解答】  

47 金  46 玉  36 銀  まで  3 手  

 

【作者のコメント】  

①②とも受方は駒を取れないので、逃げ道があ

るかどうかだけが問題です。②の手順：46 金、

45 玉、35 銀では、54 玉が可能となり、詰んで

いません。  
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【短評】  

真Ｔ  

詰みやすい 66 に飛び込む。  

たくぼん  

金は止めにの逆を行くのでちょっと意外でし

た  

神無七郎  

まるで打つ順番を間違えたような詰手順。  

Patrol の奇妙な感覚を伝えるのに適した作品

だと思います。  

荻原和彦  

中央で詰ますには金銀の連絡形を作らなきゃ

ね。考えるまでもないと云うか、考えたら負

け。  

駒井めい  

Patrol 条件なしでも成立する詰上りに向かっ

て、金→銀と通常とは逆の順番で駒を打つの

が不思議な感じ。  

しらたき  

引っ張りこむ。  

るかなん  

普通の詰手順を逆走するような不思議な感覚。 

 

★普通の詰将棋や協力詰でよく見られる金銀が

連結した詰上り。しかし、金→銀の順番で打

つのが本作の面白いところ。委託王手２回で

玉を懐に引き込みます。  

② さんじろう作（登場 18 回）  

  

【解答】  

46 金  45 玉  35 金  まで  3 手  

  

【作者のコメント】  

①の手順：47 金、46 玉、36 金では、57 玉が可

能になり詰みません。  

客寄せとしても易し過ぎ (56 にヒモを付けるし

かない )で恐縮です。  

 

【短評】  

真Ｔ  

詰んでいるかどうか考える。入門に最適。  

たくぼん  

こちらは悩まず解けました  

神無七郎  

Patrol では孤立した玉の弱さが際立ちます。  

玉を駒で取り囲む独特の詰上り。  

荻原和彦  
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Patrol で「 (盤端での )頭金＋腹金」は応用範囲

の広い基本の詰み形。王手は腹金が担当し、

退路を頭金が塞ぐ。  

駒井めい  

駒で囲って逃がさない。  

しらたき  

引っ張りこむと失敗する  

るかなん  

初手の金は実質石。  

 

★①も②も、受方玉は取禁状態。攻方の駒が取

られる心配はないので、玉の逃げ道を塞ぐこ

とに専念して詰上りを探します。  

★詰上りでは 46 金が 35 金に紐を付けているの

で、35 金による王手が掛かっています。  

 

③ springs 作（登場 47 回）  

  

【解答】  

66 歩  55 玉  65 龍  まで  3 手  

  

【短評】  

真Ｔ  

初手 76 歩は打歩詰。打ってからにじり寄る。 

たくぼん  

初手 76 歩は打歩なので１間右に寄せるのは

面白い  

神無七郎  

打歩詰を避けるため少し遠回り。  

歩で詰めるわけではないので「先打Ｘ歩詰」

とは呼べませんね。既存の分類に属さない新

手筋だと思います。  

荻原和彦  

初手は▲65 歩一択 (▲75 歩は打歩詰 )。応手は

△55 玉一択。続く王手も▲65 龍一択。見事な

までに一本道。だがそれが良い。  

駒井めい  

打歩詰を打開するのに、歩ではなく龍の方を

動かして詰めるのは、少し意表を突かれまし

た。攻方王に近づく 2 手目 55 玉が見えず、悩

んでしまいました。  

しらたき  

打歩詰回避  

るかなん  

ロイヤル属性なんのその。  

 

★初手 76 歩は打歩詰。一旦 66 歩と打ち、55 玉

に 65 龍と寄って詰みとなります。「歩を打っ

て龍に利かす」のではなく、「打った歩の利き

に龍を動かす」ことで打歩詰を避けます。  

★詰上図で、現状 45 王は駒を取れませんが、55

玉が 44 や 46 に動くと 45 王に龍の利きが通

り、45 王は駒を取れるようになります。  

★本作の成立に、45 王のロイヤル性は不要です。 
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④ springs 作（登場 48 回）  

  

【解答】  

28 飛  26 玉  27 歩  15 玉  26 歩  まで  5 手  

  

【短評】  

真Ｔ  

終わり 4 手が同じ 5 手詰を作っていたのです

が、いい初手が入らず…。  

こんな方法があったのか！と痺れました。  

たくぼん  

先打突歩詰ですね。詰上り 28 飛を消したいと

ころですね  

神無七郎  

奇妙な味わいの先打突歩詰。  

空きマスなら 26 玉と出られるのに、埋まって

いると出られない！  

荻原和彦  

先打突歩詰を狙う為の▲27 歩を王手で打つ

為の冒頭 2 手。受方玉のスイッチバックも入

り、上々の仕上り。  

駒井めい  

2 手目 26 玉は Patrol らしいハッとする手。  

しらたき  

玉が往復して 27 歩を発生させ先打突歩詰に

する打歩詰回避。  

るかなん  

27 歩がただの先打でないのが味わい深い。  

 

★初手 26 歩は打歩詰。初手 28 飛に 26 玉が可

能です。27 歩～26 歩の突歩詰となります。  

★詰上りで 28 飛が残るのが痛いですね。「飛車

が 28 にいると邪魔」という理屈を用意すれば

飛車を捨てられそうですが、うまい仕組みが

見つかるかどうかですかね。  

 

⑤ 真Ｔ作（登場 24 回）  

  

【解答】  

56 龍  54 玉  57 歩  64 玉  65 龍  55 玉   

56 歩  まで  7 手  

 

【作者のコメント】  

先打突歩詰。初手 56 歩は打歩詰。（何なら 46 歩

も 66 歩も打歩詰。）57 歩を設置して、元に戻し

て突歩詰で詰まします。  

龍に挟まれた玉は王手はかかっていないけど動

けない、というのが創作の出発点。なので、先

打突歩詰自体には、Patrol らしさはありません。 

53 歩は余詰消し。(54 龍  64 玉  65 歩  63 玉  64

歩  53 玉  63 歩成まで ) 
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【短評】  

たくぼん  

④が大きなヒントになりました。初形との対

比が完璧ですね  

神無七郎  

遠隔先打突歩詰。初形に 56 歩を置いただけの

形になるのが良いですね。  

③と④で予習したおかげで早く解けました。  

荻原和彦  

先打突歩詰を狙う為の▲57 歩を委託王手で

打つ為の冒頭 2 手。攻方龍と受方玉のスイッ

チバックも入り、極上の仕上り。  

駒井めい  

最後は歩で王手するのに対して、歩を設置す

るときには歩で直接王手するわけではないの

が面白い表現ですね。  

るかなん  

王自らを合駒に使ってピンメイトの形が強力。 

 

★龍と飛車に挟まれた受方玉は一切身動きが取

れません。初手 56 歩は打歩詰。56 龍～57 歩

と控えて打ち、局面を戻して 56 歩と突いて詰

まします。綺麗な先打突歩詰です。  

 

⑥ たくぼん作（登場 22 回）  

  

【解答】  

68 銀  58 玉  59 銀  67 玉  68 銀  78 玉   

79 銀  77 玉  68 金  87 玉  78 銀  76 玉   

67 金  87 玉  77 金  88 玉  87 金  89 玉   

88 金  99 玉  89 金  まで  21 手  

  

 

【短評】  

真Ｔ  

68 金が見えにくい。  

神無七郎  

金銀の連結を断ったり繋げたりしながら都合

の良い位置に玉を誘導。  

ヒントを読まなかったら、97 あたりで詰まそ

うとして難儀したと思います。  

荻原和彦  

99 で詰ます前提なら指したい手は▲78 銀。

ただし、69 金型で▲78 銀は後続手がなく失
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敗する。▲68 金～▲78 銀が思い浮かべば半

ば解決。  

しらたき  

詰み形は想像できるもののそこに持って行く

手順（87 金、89 玉、88 金！）が見えなくて

苦戦しました。「直接の王手と委託王手が入り

交じると迷子になり易い」法則  

 

★使用駒わずか３枚。本作は玉を 99 に運び、

「99 玉・78 銀・89 金」の詰上りを目指します。  

★そうなると、銀を 78 に打つ順を考えたくなり

ますが、初手は 68 銀と打ち、後に銀を 78 に

移動させます。下記は８手目 77 玉と指した局

面です。  

  

★ここから 68 金、87 玉、78 銀とします。後は

金で玉を 99 に運んで 89 金で詰み。具体的に

は 66 玉、67 金、87 玉、77 金、88 玉、87 金、

89 玉、88 金、99 玉、89 金までとなります。 

★金銀で玉を追う楽しい作品。  

 

⑦ たくぼん作（登場 23 回）  

  

【解答】  

68 銀打  58 玉  67 銀打  47 玉  58 銀上  46 玉   

57 銀左  45 玉  56 銀左  36 玉  47 銀上  35 玉   

46 銀左  34 玉  45 銀左  25 玉  36 銀上  24 玉   

35 銀左  23 玉  34 銀左  14 玉  25 銀上  13 玉   

24 銀左  22 玉  33 銀右成  13 玉  23 全   

まで  29 手  

  

【短評】  

真Ｔ  

最終手銀成はアウト。  

神無七郎  

三枚銀による楽しい斜追い趣向。  

ヒントを読まなければ、2 手目 48 玉の紛れに

悩まされたでしょう。  

荻原和彦  

当初 19 で詰ますものと思い込み手数超過に

悩まされた。いや、正確にはああでもないこ

うでもないと存分に楽しんだ。  

しらたき  

リズムに乗って楽しく進め、最後に考える。

そうか、Patrol は必ずひも付きの王手になる

から、同種駒だと区別する修飾語が必要にな

るのか。  

 

★⑥は金銀で玉を追う作品でしたが、本作では

３枚の銀で玉を追い掛けます。  

★68 銀打～67 銀打で３枚の銀を縦に並べ、規

則正しく全体を右上に動かしていきます。盤

の端まで来たら、26 手目は 22 玉と引いて収

束へ。33 銀右成、13 玉、33 全で詰みとなり

ます。なお、最終手 23 銀成は 14 玉が可能で

詰んでいません。  

★Patrol を活かした楽しい趣向作。  
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⑧ たくぼん作（登場 24 回）  

  

【解答】  

98 歩  88 玉  19 歩  77 玉  78 歩  28 歩   

同飛  68 玉  18 飛  57 玉  58 歩  28 歩   

同飛  48 玉  18 飛  37 玉  38 歩  28 歩   

同飛  26 玉  27 歩  25 玉  26 歩  24 玉   

25 歩  23 玉  24 歩  22 玉  23 歩生  12 玉  

22 歩成  13 玉  23 飛成  まで  33 手  

  

【短評】  

真Ｔ  

収束がこれしかないのが不思議。  

神無七郎  

最初はどうすれば王手が続くのか途方に暮れ

ましたが、趣向が分かってからはスラスラ進

みました。収束の 23 歩生がラストを飾る好手

です。  

荻原和彦  

手を繋ぐのが難しく思える初形だけれども、

△28 歩合に対する▲同飛が王手になるよう

な手順を考えれば道は開ける。  

受方持ち歩 7 枚の謎が最後まで残ったが、お

そらく歩の合計枚数を 18 枚にしたかったの

だろうと推測。  

るかなん  

飛車の踏み台昇降が楽しいくるくる難易度で

した。  

 

★攻方の持駒に歩が３枚しかないので、歩を打

っているだけでは続きません。初手 98 歩に

88 玉とし、19 歩と打つのが下準備。77 玉、

78 歩に 28 歩と遮って王手を外します。  

  

★同飛で一歩入手します。68 玉に 18 飛と戻れ

ば、19 歩のおかげでこれが王手になります。

以下 57 玉、58 歩、28 歩、同飛、48 玉、18

飛、37 玉と進みます。28 で歩合を取って手が

続く仕組みが面白いですね。  

★玉を 26 まで運んだら、飛車先の 27 に歩を打

ち、ずんずん突いていって最後は「22 玉、23

歩生、12 玉、22 歩成、13 玉、23 飛成」で詰

みとなります。収束では歩の不成がアクセン

トになっており、最後まで飽きさせません。  
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⑨ 神無七郎作（登場 28 回）  

  

【解答】  

48 銀  68 玉  57 銀  67 玉  68 銀  56 玉   

67 王  46 玉  57 銀  55 玉  66 王  45 玉   

56 銀  54 玉  65 王  44 玉  55 銀  53 玉   

64 王  43 玉  54 銀  44 玉  53 王  34 玉   

43 銀生  44 玉  54 銀成  45 玉  44 王  56 玉   

55 全  46 玉  45 王  57 玉  56 全  47 玉   

46 王  58 玉  57 全  48 玉  47 王  59 玉   

58 王  まで  43 手  

  

【作者のコメント】  

玉と銀による追い趣向。  

Patrol では玉での王手が可能なので、それを趣

向化しました。初形の 57 銀が詰上りで裏返って

いるのも狙いの一つです。  

 

【短評】  

真Ｔ  

初形と詰上がりで銀が成っただけ。こういう

の好きすぎる。  

たくぼん  

対称形の初形から 57 銀がひっくり返った詰

上りは理想的な展開ですね  

荻原和彦  

玉&銀のコンビに課せられたのは成駒作りと

いう厄介なミッション。二人三脚で敵陣に乗

り込むまではスラスラ進むが。銀成の実現手

順に迷う。  

初形と詰上りの呼応が秀逸で爽やかな解後感

を残す好作。  

 

★初形と詰上図を比べると、違いは 57 銀の裏表

のみ。これを 43 手で実現します。  

★まずは 48 銀、68 玉、57 銀、67 玉、68 銀、

56 玉で受方玉を引っ張り出し、67 王、46 玉、

57 銀、55 玉とします。  

  

★受方玉が４～６筋にいる限り、攻方王で直接

王手を掛けることができます。上図から 66 王、

45 玉、56 銀、54 玉と前進します。この４手

を繰り返し、22 手目は 44 玉として折り返し

に入ります。  
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★ここから 53 王、34 玉、43 銀生とし、44 玉に

54 銀成で銀を成ることができました。以下 44

玉に、44 王、56 玉、55 全、46 玉、45 王の要

領で追い、最後は 58 王で詰みとなります。  

★57 銀を裏返すための楽しい追い趣向。  

 

⑩ 神無七郎作（登場 29 回）  

  

【解答】  

38 銀直  28 玉  37 銀左  39 玉  48 銀上  49 玉   

39 銀  59 玉  48 銀引  58 玉  47 銀右  49 玉   

38 銀上  59 玉  49 銀  69 玉  58 銀引  68 玉   

57 銀右  59 玉  48 銀上  69 玉  59 銀  79 玉   

68 銀引  78 玉  67 銀右  69 玉  58 銀上  79 玉   

69 銀  89 玉  78 銀引  88 玉  77 銀右  79 玉   

68 銀上  89 玉  79 銀  99 玉  88 銀引  98 玉   

87 銀右  89 玉  78 銀上  99 玉  89 銀   

まで  47 手  

  

【作者のコメント】  

３枚の銀による８手サイクルの追い趣向。  

受方 19 銀は玉を右に追う早詰を防ぐ配置です。 

本当は 48 銀を 59 に置いて 49 手詰にしたかっ

たのですが、非限定を消せませんでした。  

 

【短評】  

真Ｔ  

⑦は斜めに進みましたが、これは横。使用駒

は同じなのに違うのが面白い。  

たくぼん  

実は同様の手順の作品を創っていましたが、

20 手台で余詰に苦しみました。19 銀配置は

感心しました  

荻原和彦  

Patrol と「独立移動体」（WFP118 号  p.3参照）

は相性良し。殊に最後まで形を崩すことなく

詰上る本作は美味この上なし。  

 

★最初の８手で準備完了。ここから８手１組の

趣向手順が始まります。  

  

★上図から「48 銀引、58 玉、47 銀右、49 玉、

38 銀上、59 玉、49 銀、69 玉」とすれば、３

枚の銀と玉が真横に移動しました。これを盤

の端まで繰り返して詰みとなります。  

★Patrol と銀の性質を活かして全体が真横に移

動する楽しい追い趣向。  

★ちなみに、19 銀を外すと作意の趣向手順と同

様に右側に追って早く詰みます。  
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⑪ 真Ｔ作（登場 25 回）  

  

【解答】  

39 歩  37 玉  38 歩  27 玉  28 歩  18 玉   

19 歩  17 玉  18 金  26 玉  27 歩  37 玉   

28 金  36 玉  37 歩  27 玉  18 金  36 玉   

28 金  26 玉  27 歩  17 玉  18 歩  16 玉   

17 金  25 玉  26 歩  36 玉  27 金  26 玉   

17 金  36 玉  27 金  25 玉  26 歩  16 玉   

17 歩  15 玉  16 歩  26 玉  36 金  15 玉   

26 金  14 玉  15 歩  25 玉  36 金  14 玉   

25 金  23 玉  14 金  15 と  24 歩  13 玉   

23 歩成  まで  55 手  

  

【作者のコメント】  

玉金歩の戯れ。  

王手が続くように金歩を前進させていかないと

いけませんが、6～9 段目で玉が駒を取れるのは

36(と 56)から移動する時のみということで、不

規則な手順になっています。  

44 桂は 36 に利かす配置ですが、4 筋から左側

を使う余詰も防いでいます。  

 

【短評】  

たくぼん  

特 1 の解図ヒントになりますね。特 1 の作者

の私でさえ解くのに苦労しましたからなかな

かの難問だと思います  

神無七郎  

52 手目「15 と」になかなか思い至らず、玉を

中段で詰めようとして苦戦。今回のフェアリ

ー入門でこの作が最後まで残りました。  

歩と金が協力しながら進む趣向的な手順が面

白く、できればもう１サイクルくらい、この

リズムを楽しみたいと感じました。（そうする

と、きっと余詰防止が大変なのでしょう。）  

荻原和彦  

「独立移動体」の前進だけでは埒が明かない。

1 筋・3 筋の歩の位置関係をタイミング良く左

手前 (3 筋先行 )から右手前 (1 筋先行 )に変える

が吉。  

 

★歩が成れる上段まで玉を運ぶ必要があります

が、それがとても大変です。まずは 39 歩と打

ち、37 玉、38 歩、27 玉、28 歩に 18 玉とし、

19 歩と打って足場を作ります。17 玉に 18 金

が王手になるわけです。26 玉と引いて下図。 

  

★初手から 39 歩、27 玉、28 歩、18 玉、19 歩、

17 玉、18 金、26 玉と進めることもできまし

た。作意では 38 歩を設置したおかげで、上図

から 27 歩、37 玉に 28 金と寄る手が王手とな

って手が続きます。36 玉と引いて左下図。  
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★ここから 37 歩、25 玉や、37 金、25 玉、26

歩としても手が続きません。37 歩に 27 玉と

歩を取るのが好手です。36 の地点には受方の

桂が利いているので、36 にいる玉は駒を取る

ことができます。以下 18 金に 36 玉と戻り、

28 金、26 玉、27 歩、17 玉と進みます（右上

図）。受方玉を巧みに 17 に引き込みました。

これで 18 歩、16 玉、17 金、25 玉として、10

手目 26 玉の局面と似たフォーメーションが

できました（左下図）。  

 

★26 歩、36 玉、27 金に、今度は直ちに 36 玉と

取ることができます。17 金、36 玉、27 金、

25 玉に 26 歩と打ち、16 玉、17 歩、15 玉に

16 歩と突きます（右上図）。  

★と金のおかげで玉は駒取りができる状態です。

26 玉とし、36 金、15 玉、26 金、14 玉、15

歩と進みます（左下図）。これまでは１筋の歩

に金を腰掛けていましたが、今度は３筋の歩

の上に金を移動させています。このスイッチ

ングにより、玉を１筋から通そうとしていま

す。  

 

★しかしながら、左上図では金が出遅れていま

す。一旦 25 玉と戻り、36 金、14 玉に 25 金

とします（右上図）。巧みな駒繰りですね。  

★ここからは収束。23 玉、14 金に 15 とで王手

を外し、24 歩、13 玉、23 歩成で詰みとなり

ます。②で登場した詰上りですね。  

★手順を尽くして金と歩を前進させる作品。

Patrol 特有の駒繰りを堪能できます。  

本作を解くのはかなり難しかったかと思いま

すが、３名の正解者（作者除く）が出て安心

しました。  

 

⑫ 駒井めい作（登場 31 回）  

  

【作者のコメント】  

28 銀をピンします。  

 

【解答】  

55 飛打  65 金  25 飛  同玉  まで  4 手  
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【短評】  

真Ｔ  

65 金を発生させてからの 25 飛。  

たくぼん  

64 角に紐をつけるのは分かったが 25 飛を同

玉と取れることが盲点になりました  

神無七郎  

飛の連結を断つ埋駒の金。  

角の睨みを有効化するため飛を角の利きを遮

る位置に打つのが逆説的で面白い。  

荻原和彦  

単に▲25 飛打△同玉は▲17 銀の受けが残る。

64 の受方角に活を入れる冒頭 2 手のお膳立て

が絶妙。  

るかなん  

香でなく角で王手をかけるイメージができれ

ば早い。  

 

★まずは 25 飛打、同玉としてみましょう。  

  

★14 香による逆王手が掛かっていますが、17 銀

の移動合が可能で詰んでいません。もし 64 角

に受方の駒が利いていれば、28 銀が動くと玉

が取られてしまうので、詰みとなります。  

★本作では 64 角に利かす受方駒を埋駒で盤上

に出現させます。具体的には初手 55 飛打に

65 金と受けます。75 飛の利きを遮って確か

に王手が外れています。そうしてから 25 飛、

同玉とすれば詰みとなります。  

★なお、初手に 25～45 に飛車を打った場合、36

銀が飛車に紐を付けているので 65 金では王

手を外せません。  

★金の限定埋駒の作品。25 飛打、同玉の紛れが

あるので、意味付けが明瞭になっています。  

 

⑬ たくぼん作（登場 25 回）  

  

【解答】  

48 角  28 玉  39 角  37 玉  48 王  46 玉   

57 王  55 玉  66 王  64 玉  75 王  73 玉   

84 王  82 玉  93 王  72 玉  82 銀成  73 玉   

84 王  72 玉  28 角  73 金  93 王  82 玉   

39 角  84 飛  まで  26 手  
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【短評】  

真Ｔ  

収束が難しい。ヒントで何とか解けました。

遠隔操作の角が面白い。  

神無七郎  

手数を知らなければ 91 銀をお供に、下段に戻

る趣向手順を読むところ。収束で角を近付け

て使うのではなく、あくまで遠くから利かす

遠隔操作の手順は盲点になり易く、ヒントが

なければ解けなかったでしょう。  

攻方玉で受方玉に何度も王手を掛けていたの

に、いきなり立場が逆転する最終手が鮮やか。 

 

★冒頭の４手でポジションを整え、玉同士の追

いかけっこが始まります。攻方王は 39 角のラ

イン上を移動し、それが王手になるように受

方玉も斜めに移動します。15 手目 93 王に対

して 72 玉とし、82 銀成、73 玉で成銀を作り

ます。  

  

★ここからの収束に骨があります。84 王に 72

玉と引き、28 角と遠くから成銀に利かして王

手を掛けます。73 金の埋駒で応じれば、93 王

に、82 玉で成銀を取ることができます。39 角

と引いて 84 飛と受ければこれで詰み。攻方王

には玉による王手が掛かっています。84 飛に

は金が利いているので 94 玉と逃げることも

できません。  

★玉の凧揚げと埋駒２回の収束が見事。スイッ

チバックする角も楽しいですね。  

 

特① たくぼん作  

  

【解答】  

28 歩  37 玉  29 金  47 玉  39 金  57 玉   

49 金  67 玉  59 金  77 玉  69 金  87 玉   

79 金  98 玉  89 金  97 玉  98 金  86 玉   

87 歩  77 玉  88 金  76 玉  77 歩  67 玉   

78 金  66 玉  67 歩  57 玉  68 金  56 玉   

57 歩  47 玉  58 金  46 玉  47 歩  37 玉   

48 金  36 玉  37 金  45 玉  46 歩  56 玉   

47 金  55 玉  56 歩  66 玉  57 金  65 玉   

66 歩  76 玉  67 金  75 玉  76 歩  86 玉   

77 金  85 玉  86 金  74 玉  75 歩  65 玉   

76 金  64 玉  65 歩  55 玉  66 金  54 玉   

55 歩  45 玉  56 金  44 玉  45 金  53 玉   

54 歩  64 玉  55 金  63 玉  64 歩  74 玉   

65 金  73 玉  74 金  62 玉  63 歩  53 玉   

64 金  52 玉  53 金  61 玉  62 金  まで  89 手  

  

【作者のコメント】  

本命の作品は、本作なのですが基準不適合にな
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ると思うのですが、成禁条件が付いています。  

無理矢理成禁条件なしにしたのが次の作品です。

上部に駒を配置せざるを得ずあまり納得のいく  

作品ではありませんし、収束がやや難解でとて

も入門に適しているとは思えません。  

  

この作品に成禁条件を付けると 95 手の完全作

になるというおまけも付いています。  

  

出来る事なら 89 手作品をお願いしたいのです

が特別枠または参考図でというわけにいきませ

んでしょうか？  

 

★という経緯で、特別出題となりました。  

 

【短評】  

真Ｔ  

最初 27 まで戻って手数が全然足らず。37 ま

でに意表を突かれました。  

だんだん小さくなるのはあまり見ない趣向。  

神無七郎  

両端を少しずつ切り崩しながら、並び歩が前

に進む独特な趣向。  

39 手目 37 歩を作意にできないのは残念。  

荻原和彦  

大幅に手数超過し慌てて再考。7 段目に進む

歩は 5 枚で十分って訳か。  

攻方 38 歩はいわゆる飾り駒だが、取り除くと

面白味が半減するのも事実。  

しらたき  

最初は全部の歩を行進させたので大分手数が

伸びてしまいました。とても面白い槍襖。  

るかなん  

28 に打ったまま取り残される歩が悲しい。  

11～91 に受方歩を敷き詰めれば成禁は外せ

ますが、それはそれで露骨過ぎるか。  

 

★最後は特別出題の作品。成禁条件が使用され

ています。  

★まずは 28 歩と打ち、37 玉、29 金、47 玉、39

金……のように歩の上を玉がスライドしてい

きます。左端に到達したら、98 玉、89 金、97

玉、98 金、86 玉と進みます。端の歩に金が腰

掛ける形は⑪でも登場しましたね。  

  

★ここからは歩が前進する趣向手順です。87 歩、

77 玉、88 金、76 玉、77 歩、67 玉……の要領

です。玉の鋸移動と歩の前進が楽しいですね。 

  

★上図は 38 手目 36 玉の局面です。勢い 37 歩
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と突きたくなりますが、そうすると手数超過。

37 金、45 玉、36 歩……と折り返すのが正解

です。手順を進めると分かるのですが、７段

目に進ませる歩は５枚で充分なのです。左端

まで行ったら 86 金と腰掛けて 74 玉と折り返

します。  

  

★端の歩を燃料にして折り返す手順をさらに繰

り返していきます。最後には頭金を支える一

歩のみが残り、詰みとなります。  

★Patrol の楽しい趣向作でした。  

  

【総評】  

たくぼん  

いろいろな手筋がありなかなか面白いルール

でした  

神無七郎  

今回のフェアリー入門は⑪真Ｔ氏作と⑬たく

ぼん氏作が難解で苦戦しました。  

この２作だけでなく、ヒントに助けられた作

品も多く、  

全体的に難度の高い回だったと思います。  

荻原和彦  

易しく切れ味鋭い短編からじっくり楽しめる

中長篇までバラエティ豊かに取り揃えた好企

画。それにしても、角の着手が皆無とは不可

解だなぁ。  

しらたき  

色々工夫の余地があることに感心。  

るかなん  

難易度自体は簡単にしてあるのはわかるので

すが、ルールと波長が合わなかったかなあ。  

 

★フェアリー入門の出題作は以下のページで手

順を並べて鑑賞できます。21 日か 22 日頃に

は更新できると思います。  

https://tsume-springs.com/?page_id=104 

 

★解答ありがとうございました！  

****************************************************  

今後のスケジュール  

次回のフェアリー入門は「 Lortap」です。

Lortap 協力詰・Lortap 最善詰・Lortap 詰・Lortap

協力自玉詰を募集します。作品募集の詳細は来

月の WFP をお待ちください。  

 

 
第 33 回 

Lortap 

第 34 回 

未定 

214 号 

( 4 月) 
超入門・作品募集  

215 号 

( 5 月) 

出題 

(投稿締切： 5/15) 
 

216 号 

( 6 月) 

結果発表 

(解答締切： 6/15) 
 

217 号 

( 7 月) 
 超入門・作品募集 

218 号 

( 8 月) 
 

出題 

(投稿締切： 8/15) 

219 号 

( 9 月) 
 

結果発表 

(解答締切： 9/15) 

 

なお、解答および作品投稿の受付状況は下記

に記載しておりますので、必要に応じてご参照

ください。  

https://tsume-springs.com/?page_id=72 

 

以上  
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伊藤匠二冠  王座奪取記念作品展  

出題 再掲（解答期間延長）  
担当：springs 

第 73 期王座戦五番勝負の第 5 局が 2025 年

10 月 28 日に行われ、挑戦者の伊藤匠叡王が藤

井聡太王座に 97 手で勝ち、3 勝 2 敗でタイトル

を奪取しました。  

ご存じの通り、伊藤匠二冠は主に詰将棋パラ

ダイスのフェアリーランドや推理将棋に解答を

寄せられています。伊藤二冠の短評を読んで喜

んでいるフェアリストは私だけではないと思い

ます。  

王座奪取の翌日に開かれた会見では、最近の

趣味を尋ねられ、「フェアリー詰将棋」と答えら

れていました。対局後の良い息抜きになってい

るそうです。  

そこで、王座奪取を記念して勝手に作品展を

開催いたします。  

作品の募集は今月 10 日に締め切りました。８

名の作者の方から投稿いただき、多種多様な作

品が集まりました。合計 13 作の出題です。たく

さんの解答を心よりお待ちしております！  

 

解答送り先：  

springs（hit.and.miss.masayume@gmail.com） 

解答締切：  

2 月 28 日（土）  →  2026 年 4 月 12 日（日） 

 

2026 年 3 月 20 日  追記  

解答期間を上記の通り延長いたします。大変恐

れ入りますが、WFP３月号にて結果発表の予定

でしたが４月号に延期させていただきます。  

****************************************************  

ルール説明  

【協力詰】  

双方協力して最短手数で受方の玉を詰ます。  

 

【協力自玉詰】  

双方協力して最短手数で攻方の玉を詰ます。  

 

【安南】  

味方の駒が縦に並ぶと、上の駒の利きは下の駒

の利きになる。  

［補足］  

・1 段目の桂香歩や 2 段目の桂も着手可能。  

 

【背面】  

敵駒と背中合わせになったとき、互いに利きが

入れ替わる。  

 

【点鏡】  

55 に関して点対称の位置ある 2 つの駒は、敵味

方関係なく互いにその利きが入れ替わる。  

［補足］  

・1 段目の桂香歩や 2 段目の桂も着手可能。  

 

【天竺】  

玉（王）が王手を掛けられているとき、玉（王）

は王手を掛けている駒の利きになる。複数の駒

から王手を掛けられている場合、それらの利き

の合成になる。  

 

【打歩】  

打歩詰以外の詰手を禁手とする。これは先後双

方に再帰的に適用される（完全打歩）。  

 

【Koko】  

着手は、その周りの８マスに何らかの駒が存在

するような地点へのみ可能（孤立禁）。王手にも

この条件は適用され、玉を取ったときにその駒

が孤立する場合は王手ではない。  

 

【マドラシ】  

同種の敵駒の利きに入ると利きがなくなる。た

だし、玉は除く。  

［補足］  

・玉にもこの規則を適用する場合、ルール名を

「Ｋマドラシ」と表す。  

・成駒と生駒は別種の駒として区別する。  

・利きが消えるかどうかは「本来の利き」に入

るかどうかだけで判断する。例えば駒ＡとＢ

が互いに利きを消していて、新たな駒Ｃがそ

の本来の利きに入っても、Ｃの利きは消える。

つまり、「すでにＡＢの利きが消えているから

Ｃの利きは消えない」とは解釈しない。  

 

【手数指定】  

指定された手数で目的を達成する。指定手数よ

りも長くても短くても失敗。  

 

【Zero（零）】  

(0,0)-Leaper。つまり、現在位置に移動する駒。 
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【Non-Stop Equihopper（Ｅ）】  

フェアリーチェスの Non-Stop Equihopper。自

分自身とは異なる任意の駒を中心にして、現在

位置と点対称の位置に着地する。着地点に敵駒

があれば取れる。現在位置と着地点を結んだ線

上に余計な駒が挟まっていても跳べる。  

 

【駒詰】  

玉が指定駒の性能になる。ルール名は例えば「角

王」のように「駒名＋王」で表す。  

 

【取捨駒】  

取っても持駒にならずに消える駒。取捨属性を

持つ駒は例えば「取捨歩」のように「取捨＋駒

名」で表す。  

****************************************************  

 

①  駒井めい氏作  

  

②  さんじろう氏作  

  

③  さんじろう氏作  

  

④  さんじろう氏作  

  

⑤  さんじろう氏作  

  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

手数指定協力詰 5手

歩 桂

玉

銀

歩

香

持駒 角

ｂ）安南協力詰 5手

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

天竺協力自玉詰 6手

玉

王

持駒 飛角

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

天竺協力自玉詰 6手

飛

玉

歩

桂

王

持駒 なし

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

天竺協力自玉詰 8手

玉

飛

歩 桂

王

馬 香

持駒 なし

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

天竺協力自玉詰 8手

飛

玉

王 金

持駒 なし
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⑥  占魚亭氏作  

  

⑦  上谷直希氏作  

  

⑧  上谷直希氏作  

  

⑨  さつき氏作  

  

⑩  たくぼん氏作  

  

⑪  小林看空氏作  

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

点鏡Koko協力詰 7手

歩

玉

持駒 角

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力自玉詰 8手

王

玉

持駒 飛2香

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力自玉詰 12手

零

王

持駒 飛2角

零: Zero王

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力詰 11手

玉

Ｅ

Ｅ 王

Ｅ

持駒 銀

Ｅ: Non-stop Equihopper

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

成禁協力自玉詰 30手

角

金

歩 歩 角

飛 香

歩 王

飛

玉

攻方持駒 なし

受方持駒 なし

すべての駒が取捨て

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

「奔馬」

打歩協力詰 53手

歩 歩

金 金 金 金 歩

桂 桂 銀 銀 銀 銀

香

歩 飛 歩 香 歩 歩 歩 歩

桂

角 香

玉

香 馬 桂

龍

王

持駒 なし
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⑫  神無七郎氏作  

  

⑬  神無七郎氏作  

  

以上  

  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

マドラシ協力自玉詰 50手

歩 金 歩

角 歩

玉

王

金 角

攻方持駒 飛2

受方持駒 なし

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

背面協力自玉詰 84手

香

玉

香

香 王

金

香

角 金 と

攻方持駒 歩

受方持駒 なし
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第１回 表紙フェアリー 結果 

springs 

第１回表紙フェアリー（2026年 1月第 211号）

の結果発表です。 

占魚亭 氏作 

 

 

【ルール説明】  

・協力詰  

双方協力して最短手数で受方の玉を詰ます。  

 

【解答】  

57 桂  54 玉  98 角  65 角  同角  55 玉   

44 角  まで  7 手  

  

 

【作者コメント】  

2017 年９月完成。  

コロナ禍前に飲みの席で披露して以降、ストッ

クフォルダに入れたままになっていた作品です。 

狙いやテーマはなく、初手桂跳ねがないのはバ

レバレなので易しかったと思います。一瞬でも

合駒に悩んでもらえたら成功でしょうか。  

46 の駒は桂でも良い（大駒以外なら何でも可）

ですが、と金の方が自然ですかね。  

いつも解図意欲が減退するゲテモノものばかり

作っていますが、実はこういう癒し系？も作れ

るんです……得意ではありませんが（笑）。  

 

【短評】※解答到着順  

変寝夢さん  

何とか解けました。56 桂 57 桂 65 馬の詰め上

がりをイメージして少し苦戦しました。  

ほどよい難易度で良かったです。  

荻原和彦さん  

バッテリーに拘泥せず射線変更すれば意外と

あっさり解決。頭の丸い駒のみでの都詰は好

感度高し。  

真Ｔさん  

初形桂を跳ねたくなるのがうまい配置。  

神無七郎さん  

開き王手の紛れを見せて唯一の持駒を手放す

初手。解答者の心理をしっかり読んで作られ

た作品だと思います。第一回の表紙作品に相

応しい好作。  

御原真尋さん  

程よい難易度で隙間時間にあれこれ考えなが

ら解くことができ楽しませていただきました。 

たくぼんさん  

表紙フェアリーの１回目なので１の字になる

のかと予想しましたが違いましたね。56 桂を

跳ねる順を初め考えたので少しだけ時間がか

かりました  

 

★表紙にふさわしい簡素な初形。まずは桂を跳

ねる開き王手を考えたくなりますが、ふわふ

わしていて中々詰みの形を作ることができま

せん。  

★57 桂～98 角とラインを変えるのが正解で、

角合をさっぱりと取って詰みとなります。個

人的には結構見えにくい詰上りだと思います。 

★難しすぎない手順で、確かに飲みの席で考え

たくなりますね。  

★短評欄に記載の６名の方から解答をいただき

ました。成績は全問正解です。解答ありがと

うございました！  

以上  

  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力詰 7手

玉

桂

と

角

持駒 桂

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

詰上図

角

角

玉

桂

と

桂

持駒 なし
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「詰将棋メーカー」好作選（2026 年１・２月）  

占魚亭（選／稿）・駒井めい（選）・springs（選）  

 

「詰将棋メーカー」（https://tsumeshogi.com/）で発

表されたフェアリーの好作を紹介します。 

 

《ルール説明》  

【禁欲】  

駒を取らない手を優先して着手を選ぶ。 

［補足］  

・攻方王手義務、受 方 の王手回避義務はこの条

件に優先する。従って、攻方は合法的な王手の

中から駒を取らない王手を優先して選び、受方は

合法的な着手の中から駒を取らない着手を優先

して選ぶ。 

【マキシ】  

受方は最長距離の着手を選ぶ。 

［補足］  

・攻方は任意の着手が可能（ただし王手義務はあ

る）。 

・距離は将棋盤を９×９の正方格子とみなし、通常

の平面幾何的な距離で計算する。 

・持駒を打つ手は距離１と定義する。 

・縦シリンダー盤等でも通常の距離で測る。 

例えばナイトライダーが 21 から 18 へ跳んだ場合、

距離は桂馬跳びの距離（√5）ではなく、21 と 18

の距離（√50）と計算する。 

【協力詰（ばか詰）】  

双方協力して最短手数で受方玉を詰ます。 

透かし詰は詰みと認められない。 

【対面】  

敵駒と向かい合ったとき、互いに利きが入れ替わ

る。 

【詰将棋】  

攻方は受方がどのように応じても詰むように攻め、

受方はなるべく詰まないように応じる（いわゆる普

通の詰将棋）。 

 

■Ｎｏ .382 あああああ 

 
 
■Ｎｏ .383 コセ 

 
 
■Ｎｏ .384 コセ 

 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

禁欲マキシ協力詰 ３手

銀

馬

玉 角

飛

龍

持駒 金
b)マキシ-禁欲協力詰 ３手
（2026.01.04）

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

禁欲協力詰 ５手

香

と

金

玉

桂

龍

歩
香

持駒 なし
(2026.02.23)

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

対面詰 １手

馬

玉

桂

桂 桂

持駒 なし
(2026.02.25)

https://tsumeshogi.com/
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今回は 2026 年１～２月に発表された 23 作（１

月：12 作／２月：11 作〔３作削除されたので、実質８

作〕）の中から選びました。 

※コメント：★＝占魚亭／●＝駒井／▲＝springs 

 

■Ｎｏ .382（あああああ／a）禁欲マキシ協力詰３手  

b) マキシ-禁欲協力詰３手）  

＜手順＞  

a) 37 馬  29 玉  19 金 迄３手  

b) 19 金 同龍  37 馬  迄３手  
 
★「ルールの優先順位を入れ替えると、初手と最終

手が入れ替わる」という面白いツイン。 
 
●ルールの優先度が違うだけのツイン。面白い発想。 
 
▲フィルター系フェアリー条件の優先順位を入れ替

えるツイン。初手と３手目が入れ替わるのが良い工

夫。 
 
■Ｎｏ .383（コセ／禁欲協力詰５手）  

＜手順＞  

23 龍  同香 12 と 14 玉  13 金  迄５手  
 
▲受方が２手目に禁欲手 23 玉を指さなくて済むの

は初手 22 龍と 23 龍。攻方が３手目に禁欲手 23 香

成を指さなくて済むのは初手 23 龍と 24 龍。共通部

分の初手 23 龍が解になる。このロジックを少ない駒

数で実現したのが素晴らしい。 
 
■Ｎｏ .384（コセ／対面詰１手）  

＜手順＞  

22 桂右生  迄１手  
 
★２択。左の方を動かしました（笑）。 
 
●期待通りの桂生ですが、22 桂左生の紛れがある

のがいい。 

 

次回は 2026 年５月（対象は 2026 年３～４月に

発表された作品）を予定しています。 

 

参加者を募集しています。 

「詰将棋メーカー」で発表されたフェアリーを解図・

鑑賞し、気に入った作品のコメントを占魚亭まで送っ

てください。 

宛先：  sengyotei■gmail.com （■を@に）  

  

 

  



102 

解答募集一覧  

詳細は本文をご確認ください。 

2026 年 3 月 31 日(火) 

第２回 表紙フェアリー（WFP212 号） 

解答宛先：springs 

hit.and.miss.masayume@gmail.com 

上田吉一氏 個展７（WFP212 号） 

解答宛先：変寝夢 

hennemu_vm2■ares.eonet.ne.jp 

（■を@に） 

2025 年 4 月 10 日(金) 

推理将棋第 196 回出題 

解答宛先：TETSU（omochabako@nifty.com） 

2025 年 4 月 12 日(日) 

伊藤匠二冠 王座奪取記念作品展 

解答宛先：springs 

hit.and.miss.masayume@gmail.com 

2026 年 4 月 15 日(水) 

第 179 回 WFP 作品展 

解答宛先：神無七郎 k7ro.ts@gmail.com 

2026 年 4 月 30 日(木) 

第３回 表紙フェアリー 

解答宛先：springs 

hit.and.miss.masayume@gmail.com 

フェアリー版くるくる作品展１８ 

解答宛先：springs 

hit.and.miss.masayume@gmail.com 

2026 年 5 月 15 日(金) 

第 180 回 WFP 作品展 

解答宛先：神無七郎 k7ro.ts@gmail.com 

Fairy of the Forest #85 

協力詰 課題「不取」 

解答先：酒井博久 

sakai8kyuu@hotmail.com 

 

作品募集一覧 

2026 年 4 月 15 日(日) 

第 181 回 WFP 作品展 

投稿先：神無七郎 k7ro.ts@gmail.com 

協力詰・協力自玉詰 解付き 

9 手以下の協力詰、協力自玉詰 

投稿先：駒井めい 

meikomaivtsume[at]gmail.com 
 

随時受付 

フェアリー版くるくる作品展 

やさしい趣向作のフェアリー作品 

投稿先：WFP 編集部（springs） 

hit.and.miss.masayume@gmail.com 

表紙フェアリー 

投稿先：WFP 編集部（springs） 

hit.and.miss.masayume@gmail.com 

 

WFP 編集部にて投稿・解答を募集しているコー

ナーの一覧や詳細は下記をご覧ください。 

https://tsume-springs.com/web-fairy-

paradise/intro.php 

****************************************************  

あとがき  

今月の発行は 20 日の夜になりました。最近ち

ょっと忙しめで、なかなか作業を進められてい

ませんでした。フェアリー入門の作稿がどうし

ても重たいので、どうにかうまい方法を見つけ

たいですね。もう少し解説をライトにしたいな

と思っています。  

フェアリー入門は、一部の作業を手伝ってい

ただける方、もしくは全体を引き継いでいただ

ける方を引き続き募集しております。ご興味の

ある方はお気軽にご連絡ください。  

「伊藤匠二冠  王座奪取記念作品展」は解答期

間を延長しました。解けた分だけで構いません

ので、解答をお送りいただけますと幸いです。  

springs 

 

Web Fairy Paradise 

第 213 号（2026 年 3 月号） 

 

非売品 

令和八年三月廿日発行 

 

発行所 Web Fairy Paradise 編集部 

発行兼編集人 泉正隆 

問合先 泉正隆 

hit.and.miss.masayume@gmail.com 

mailto:sakai8kyuu@hotmail.com
mailto:k7ro.ts@gmail.com
https://tsume-springs.com/web-fairy-paradise/intro.php
https://tsume-springs.com/web-fairy-paradise/intro.php

